
遺物：590～595は嚢である。590は，頸部で明瞭に「く」字状に屈曲する口縁部形態A類をもち，口

唇部形態は舌状の口唇部形態C類をもつ。最大径を胴部上位でもち，底部にかけて急激に窄まる形態を

呈し，鉢との中間的な土器といえる。591・592は緩やかに「く」字状に屈曲する口縁部形態B類をもつ。

593は短い口縁部に明瞭に「く」字状に屈曲する口縁部形態A類をもつ。また，頸部下に斜位の刻目文

を施す貼付突帯を有する。595は胴部片である。やや大形の台形状の貼付突帯文を有する。596・599は

壷である。596は頸部に連続刺突文を施す三角状貼付突帯を有する。597～598・600は鉢である。600は

頸部で一度屈曲する胴部形態B類の口縁部をもつ鉢IB類で，内外面にミガキを施す。597は頸部で一度

屈曲した後に緩やかに外反する口縁部をもつ鉢IB類である。601は緑色頁岩製の磨製石鉄である。本

遺跡出土磨製石鉱の約半数が切っ先部分の欠損が確認されているが，他の例同様この603も切っ先部分

が欠損している。602は凝灰岩製の凹石である。表裏面2面の中央部に著しい敲打痕の密集が確認され

る。

56号竪穴住居跡（SA56・第99図・第101図－603～609）

遺構：B－2群東側，J23グリッドの東側，SA54に切られる形で検出された。大部分がSA54に擾

乱されているため不明な点は多いが，北辺が残存長3mを測り，3m以上の規模だと推測できる。また，

北辺は弧状に曲がり，平面形態は方形や長方形ではない，不整楕円形や不整方形などの不整形が考えら

れる。遣物は北壁際に604を除く5点が集中して出土した。

遺物：603は鉢である。頸部で明瞭に

る。604は口唇部を拡張して二重口縁壷

のような形状を呈する。606は器台であ

る。607と重なって出土した。2段の円

形透かしが施してある。両端が欠損して

おり全形が不明であるが，上下対象のよ

うである。607は鉢である。緩やかにS

字状を呈する胴部形で，平底の底部をも

つ。608は鉄鉱である。平面形態は三角

形嫉凹基式である。嫉身部に1孔がある。

これは通常中心線を対照に2孔穿たれる

ものであるが，608は1孔の反対側に穿

孔は軟Ⅹ線写真撮影等も行ったが確認で

きなかった。平面形態においての類似例

は，熊本県嘉島町の二子塚遺跡（弥生時

代後期中～終末期）・兵庫県養久山遺跡

「く」字状に屈曲する胴部形態B類をもつ。604・605は壷であ

子二lI二J＿

≪∋∈ヲ7

尽

第101図　56号竪穴住居跡（SA56）出土遺物図
（1／4・1／2・1／1）

32号墓（弥生時代中期末）出土の鉄鉱等が挙げられる。609は土製勾玉である。一端に穿孔が施してあ

り，断面方形に近い形を呈する。各面との境は面取りを行っており，全体的に研磨を施している。
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89号竪穴住居跡（SA89・第99図）

遺構：B－2群西部，I23グリッドの北東部，SC18を切り，SC19に切られる形で検出された。遺

構の南西側大部分は後世の造成によって削平されているが，東辺から考えて，約3m以上の規模が推測

される。平面形態は不明であるが，残存形態から考えて，方形もしくは長方形の各辺が外側に膨らんだ

形態であると推測される。遣物は出土しなかった。

2号土坑（SC2・第99図）

遺構：B－2群西側，23ラインとJラインの交点付近，S

C17とSC18を切る形で検出された。長軸約2m・短軸約1．3

mの隅丸方形を呈する。SC17・18や周囲の竪穴住居跡と若

干主軸を違えており別系譜の遺構であろうが，SC19と似た

主軸をもち，また，SCl（第104図）などとは主軸・規模

に類似点が多く，同じ系譜だと考えられる。遣物は出土しな

かった。

9号土坑（SC9・第99図・第102図一610～611）

遺構：B－2群西側，J23グリッド西部，SA51・52を切

る形で検出された。北西隅部のみの検出で，遺構の規模・形

状は不明である。しかし，北西隅が直角になっており，方形

もしくは長方形の形状と考えられる。遣物は北壁周辺から比

較的密集した形で出土し，竪穴住居跡の可能性がある。

遺物：610は砥石である。やや大きめの板状砥石のI B類

である。砥面は，面積の広い表裏面2面のみならず，両側面

にもあり，4面全てで確認される。砥面の研磨痕は，光沢の

C種研磨痕が主であるが，所々に縦と斜方向の線状のa種研

磨痕が確認される。611は磨製石鉢である。欠損部分はなく

完形である。両側縁を研磨し，鋭い刃部を作出している。

このほか，図化していないが，襲3個体分・壷3個体分・

鉢1個体分・器台1個体分の破片が出土した。

17号土坑（SC17・第99図）

遺構：B－2群西側，J23グリッド北西部，SC18を切り，

1

リ

0く＝＝＝＝コ6115cm

（610）
5cm

（611）

第102図　9号土坑（SC9）出土遺物図
（1／2→　2／3）

SC2に切られる形で検出された。長軸1．55m・短軸1．35mの方形に近い長方形を呈する。深さは検出

面から約20cmである。SC18と規模は違うが，主軸がほぼ同じであり，近い時期に構築されたと考えら

れる。遣物は図化していないが賓の口縁部片1点・壷の口縁部片1点・高杯の口縁部片1点が出土した。
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18号土坑（SC18・第99図）

遺構：B－2群西側，J23グリッド北西部，SA89と切り合い，SC17とSC2に切られる形で検出

された。220×240cmの隅丸方形を呈する。規模は異なるがSC17と主軸をほぼ同じくし，関連が考えら

れる。遣物は壷の底部が1点出土した。

19号土坑（SC19・第99図）

遺構：B－2群の西側，I23グリッド北東部，SA87を切る形で検出された。形状・規模ともに不明

であるが，一部検出された北辺が直線的でSC2と平行することから，一辺120cm以上の方形のような

形状を呈すると考えられる。遣物は出土しなかった。

57号竪穴住居跡（SA57・第104図・第103図－612～613）

遺構：B－2群最西部，I22

グリッドの東部，SA58に切ら

れる形で検出された。平面形態

は，西側が半分程後世の造成に

よって削平されているが，北辺

と東辺がほぼ直交していること

から，方形もしくは長方形に近

0　　　　　　　　　　　　10cm

i L＿＿‥111‥　L＿＿＿＿＿＿＿　　　」

（613）

第103図　57号竪穴住居跡（SA57）
出土遺物図（1／4・1／3）

いものであったと考えられる。遣物は遺構全体から出土したが，細片が多かった。

遺物：612は聾の口縁部で，端部の張り出さない平底の底部形態E類である。613は頁岩製の石庖丁で

ある。挟りをもち，背部は弧状，刃部は直線状のⅡA類「挟り・弧背直刃型」である。

58号竪穴住居跡（SA58・第104図・第105図－614～620）

遺構：B－2群最西部，J22グリッドの西部，SA57を切る形で検出された。平面形態は，西側が傾

斜によって消失しているが，東辺と北辺・南片がほぼ直交していることから一辺約3m前後の方形もし

くは長方形を呈すると考えられる。傾斜上面にあるため，遺構全体の上面が削平され，深さ10cm程しか

残っていない。しかし，遺構面がよく残っている北側では比較的多くの遺物が出土した。

遺物：614は鉢である。レンズ状の底部に内湾しながら立ち上がる胴部をもつ鉢IC類である。615は

嚢の底部である。指ナデによって端部が張り出した上底の底部形態B類である。616・617は壷の底部で

ある。616はわずかに端部の張り出した，617は張り出しのない平底の底部形態B類である。618は円盤

状平底をもつ壷か鉢の底部である。619は頁岩製の磨製石鉢である。本遺跡出土磨製石鉄のほとんどが

全長3～4cm主体であることに対して1．9cmと小さい。さらに平面形態も他と若干異なり，平基の三角

形で打製石鉢のようなプロポーションである。620は砂岩製の敲石である。両側縁に敲打痕が認められ

る。
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2m

57・58号竪穴住居跡土層注記

（SA57・SA58）

①褐色土（Hue7．5YR－4／4）…SA5

7・SA58の埋土。1cm程度の礫

を多く含む。／　②褐色土（Hue7．

5YR－4／3）・‥SA58の埋土。明褐色

土ブロックを少量含む。／　③暗
褐色土（Hue　7．5YRA4／3）・・・SA58

の埋土か床土。②と似ているが，

明褐色土ブロックをより多く含む。

第104図　57・58号竪穴住居跡（SA57・58）・1・12号土坑（SCl・12）図（1／60）

第105図　58号竪穴住居跡（SA58）出土遺物図（1／4・2／3・1／3）

1号土坑（SCl・第104図）

遺構：B－2群西側，I22グリッドの南東部，SA58を切る形で検出された。長軸約1．9m・短軸約

1．1m・深さ約0．5mの隅丸方形を呈する。SC2とは主軸・規模に類似点が多く，同じ系譜と考えられ

る。遺物は出土しなかった。

12号土坑（SC12・第104図）

遺構：B－2群西端，I22グリッドの南東部で検出された。一部北東側が調査区域外にあたるため全

形が把握できなかったが，およそ長軸1．7m・短軸1．3m・深さ0．8mの隅丸方形を呈する。遺物は出土

しなかった。
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③B－3群・・・B群の中でも最西部，Ⅹ軸は21～22・Y軸はJ～Kライン内に位置する。SA22・23・24

の竪穴住居跡3軒とSC8・20の土坑2基から成る。

22号竪穴住居跡（SA22・第108図・第106図－621～630）

遺構：B－3群南部，J21グリッドの東部，中央部をSC8に切られる形で検出された。傾斜面によっ

て南東側が消失しており遺構全体の形状が不明である。一部残存している直交する北辺と東辺から考え

ると，一辺5m以上の方形をなし，本遺跡中では大型の部類に入る。

遺物：621は聾である。舌状に薄く尖る口唇部形態C類，頸部が明瞭に屈曲する口縁部形態A類，球

形胴で上部に最大径をもつ胴部形態A類，丸底の底部をもつ。622～623は壷である。622は大きく開く

口縁部形態B類，623は平底の底部をもつ。624は高杯の脚部であり，内湾しながら立ち上がる裾部とエ

ンタシス状に近い直立気味の脚柱部をもつ。625は手軽土器の壷である。626は鉢であるが，鉢IC類に

皿状の底部が付属する特殊な形態である。628は砂岩製の敲石であり，周縁に著しい敲打痕が認められ

る。629は頁岩製の砥石であり，Ⅱ類の不定剥片砥石の範晴に入る。本来はIB類の板状砥石であった

と考えられる。630は頁岩製石庖丁である。挟りをもつ直背直刃のⅡC類である。

（628・630）

第106図　22号竪穴住居跡（SA22）出土遺物園（1／4⊥1／2・1／3）

23号竪穴住居跡（SA23・第108図・第107図－631）

遺構：B－3群北部，J21グリッドの北部，SA24に切られる形で

検出された。平面形態は，遺構の大部分が消失しており不明だが，北

辺と東辺の残存状況から，一辺3m以上の方形もしくは長方形と考え

られる。

遺物：631は壷の胴部～底部である。球形胴の胴部形態B類，平底

の底部形態B類をもち，外面は工具ナデ，内面は指ナデとパケ目で調

整を行っている。
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第107図　23号竪穴住居跡
（SA23）出土遺物園（1／4）



墾塑＿＿A

①　　　②

22号竪穴住居跡・8号土坑土層注
記（SA22・SC8）

（力黒色土（HuelOYR－2／1）・・・SC

8の埋土。しまりなくポロポロ

している。／②暗褐色土（Hue

lOYR－3／3）…SC8の埋土。土

質はかたくしまっている。／③
褐色土（HuelOYR－4／4）…SA22

の埋土。④暗褐色土（HuelOYR－
3／3）…基本層序の第Ⅳ層と考え

られる。

C’　　　23・24号竪穴住居跡土層注記

（SA23・SA24）

（郭暗褐色土（HuelOYR－3／4）・・・S

A24の埋土。一部床土か。1cm

程の褐色土粒のブロックを含む。

／②褐色土（HuelOYR－4／4）・・・S

A24の埋土。床土が流出した可

能性がある。／③褐色土（Huel

OYR－4／4）…SA23の埋土。1mm

程の黄褐色土粒を含む。／④暗
褐色土（HuelOYR－3／

4）…SA23の埋土か

E．　　　　床土。1cm程の褐色

土粒のブロックを含

む。

第108図　22・23・24号竪穴住居跡（SA22・23・24）8・20号土坑（SC8・20）図（1／60）
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24号竪穴住居跡（SA24・第108図・第109図－632～643）

遺構：B－3群北部，J21グリッドとK21グリッドの北側境界付近，SA23を切る形で検出された。

傾斜面によって南側が消失しているが，北側は比較的残存状況がよい。平面形態は一辺約4．1mの方形

もしくは長方形を呈する。

遺物：632～633は寮である。632は短い口縁部が緩やかに「く」字状に屈曲する口縁部形態B類，633

は明瞭に「く」字状に屈曲する口縁部形態A類をもつ。634は二次口縁部に櫛描波状文を施す口縁部形

態A類である。636は寸胴形の偏球胴をもち，平底の底部形態B類をもつ。638～640は高杯である。638

は師部で，一度屈曲した後に直立気味に立ち上がる師部形態A類をもつ。639は細長い脚柱部とラッパ

状に開く裾部をもつ脚部形態A類で，640は短い脚柱部とラッパ状に開く脚部形態B類をもつ。642・643

は器台である。

0　　　　　　　　　　10cm

［一日目＿し　＿：二二∃

第109図　24号竪穴住居跡（SA24）出土遺物図（1／4）

8号土坑（SC8・第108図）

遺構：B－3群南側，J21グリッド中央部，SA22を切る形で検出された。傾斜面によって南東側が

消失しており遺構全体の形状が不明であるが，およそ長軸約3．2m・短軸約2m以上の方形か長方形を

呈すると考えられる。遣物は中心部と考えられる周辺から集中して出土した。土坑と判断して調査にあ

たったが，竪穴住居跡の可能性もある。

遺物：図化は行っていないが，襲3個体分，壷2個体分，高杯1個体分の破片が出土した。

20号土坑（SC20・第108図）

遺構：B－3群南側，J21グリッド中央部で検出された。遺構の半分は調査区域外であり，1／2の

検出であった。正確な平面形態は不明であるが，およそ長軸約2．3m・短軸約1mの楕円形と推測され

る。遣物は出土しなかった。
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（3）C群

A群・B群から離れて存在する竪穴住居跡。SA27の1軒のみである。群を成さないが，どちらの群

にも属さないので一群として扱う。

27号竪穴住居跡（SA27・第111図・第110図－644～647）

遺構：B－3群北部，19ラインとNラインの交点付近で検出された。上部が削平され，平面形態は，

長軸約4．3m・短軸約3．3mの長方形である。床面付近のみの検出であったが，遣物は床面付近全体から

多く出土した。

遺物：644～645は嚢である。

部形態A類，長形胴で上部に

最大径がある胴部形態A類を

もつ賓I類である。645は平坦

状の口唇部形態B類，短く明

瞭に「く」字状に屈曲する口

縁部形態A類をもち，胴部上

部に三角状の貼付突帯を有す

る聾I類である。646は壷の底

部で，平底で外反しながら立

ち上がる。647は凝灰岩製の砥

石で表裏面2面の砥面に光沢

のある研磨痕をもつ。

644は平坦状の口唇部形態B類，短く明瞭に「く」字状に屈曲する口縁

0　　　　　　　　　　10cm

hl日－　　」

0（腑～捕）5cm
ト一一ー「－－「－　LT1－－－－1

（647）

第110図　27号竪穴住居跡（SA27）出土遺物図（1／4・1／2）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

27号竪穴住居跡土層注記（SA27）

（彰暗褐色土（Hue7．5YR－3／3）＝

住居跡埋土。径1cm以下の褐

色ブロックや径3mm以下の炭

化粒を含む。／　②暗褐色土

（Hue7．5YR－3／3）‥・住居跡埋

土。径1mm程度の褐色土ブロッ

クを多量に含む。／　③暗褐

色土（Hue7．5YR－3／3）…住居

跡床埋土。径1mm程度の褐色

土ブロックをわずかに含み，

色調は若干暗い。／　④褐色

土（Hue　7．5YR－4／4）…住居跡

床埋土。径1mm程度の褐色と

黒色土ブロックをわずかに含

む。／　⑤黒褐色土（Hue7．5

YR－5／2）…後世の擾乱土。

第111図　27号竪穴住居跡（SA27）出土遺物園（1／60）
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（2）C区の調査（第34図・第112図）

C区は南ブロック北西隅部に位置し，Ⅹ軸は13～16ライン，Y軸はM～0ライン内の400I鋸の調査区

である。

調査は1次調査の最後（平成12年度）に実施した。調査前の状況は，A区同様果樹園であり，A区の

017グリッドを頂部とする緩やかな傾斜地であり，北側に向かって緩やかに下る。調査は始めに果樹園

の耕作土及び造成土の除去を行ったが，A区に比べて造成土が約1．5mと厚く堆積しており，重機にて

作業を行った。耕作土と造成土の除去の結果，調査区全面に第Ⅳ層以下が残っていた。

検出された遺構は竪穴住居跡1軒（SA90）であり，出土した遺物から竪穴住居跡は弥生時代に帰属

すると考えられる。

竪穴住居跡の遺構計測値は第2表に掲載している。

90号竪穴住居跡（SA90・第112図）

遺構：C区北東隅，M13グリッドとN13グリッドの境界付近で検出された。傾斜面によって西側が消

失しているが，東側は比較的残存状況がよい。平面形態は東辺（現存長276cm）と北辺（現存長226cm以

上）・南片（現存長317cm以上）がほぼ直交していることから一辺約3m前後の長方形と考えられる。

検出された遺構の深さは約20cmであり，遺物は磨製石嫉1点（1162）と弥生土器の細片が数点出土した

のみである。

N

l
執

＋

SA90

90号竪穴住居跡土層注記（SA90）

①黒褐色土（Hue7．5YR－3／2）＝
住居跡埋土。径3mm以下の黄

褐色ブロックを含む。土器片

を含む。／　②暗褐色土（Hue
7．5YR－3／3）…住居跡床土か埋

土。径5cm以下の黄褐色土ブ

ロックを含む。／　③黒褐色
土（Hue7．5YR－3／2）…住居跡埋

土。1cm以下の炭化物粒を多
く含む。

第112図　90号竪穴住居跡（SA90）図（1／60）及び出土遺物図（2／3）
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（3）　B区の調査（第113図～第135図）

B区は北ブロック南端に位置し，F13・G13区を中心とする450I運の調査区である。隣接するD区と

は北辺で接地する。1次調査において調査した。調査時の調査区地形は，平面が半円形で，北端中央部

（G13グリッド点付近）を最高点とするなだらかな傾斜面を形成していた。検出された遺構は，竪穴住

居跡12軒（SA91～SAlO2）と土坑3基（SC22～SC24）で，出土した遺物からいずれも弥生時代

に帰属するものと考えられる。

以下に検出された遺構と遣物について若干の説明をくわえる。なお，竪穴住居跡の計測値は第2表に，

遺物の観察表・計測表は第4表～第32表に掲載している。

書竪穴住居跡（SA91～SAlO2）

B区全体で12軒検出された。住居跡は主軸と斜面が直交するように配置され，大きく上段グループ

（SA91～96）と下段グループ（SA97～102）に分けることができる。住居は，一辺5mクラス（SA

91・92）から2．5mクラス（SA95・96）までと規模にばらつきがあるが，円形のSA98を除いて全て

方形プランを呈し形態が共通する。ほとんどの住居跡同士が重複しないが，土器型式に大きな差違は認

められず，同時期もしくは近い時期の住居跡群と考えることができる。また，隣接するD区南端の住居

跡群（SAlO3～115）と連続する一つの住居跡群を形成する。

第113図　B区地形図及び遺構配置図（1／250）
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91号竪穴住居跡（SA91・第114図・第115図－648～660）

遺構：B区東側から検出された。土坑に切られているが，単独で存在する。SA92とSA93とは上段

グループで等間隔に配置され，規模も5mクラスと共通点が多くあり，同時期住居跡の可能性がある。

住居跡北側から中央部にかけて放射状に散乱する炭化物の集中が確認された。炭化物は，中には長さ60

cmあまりの板状のものもあり，数量と大きさから考えて焼失住居の可能性がある。

遺物：648～649は饗である。648は嚢Ⅱ類の底部に饗Ⅲ類の口縁部を，649は嚢Ⅱ類の底部をもつ。650

～652は壷である。653～655は高杯である。653は高杯Ⅱ類の師部をもつ。656は鉢I類である。657は磨

製石鉢である。658・659は敲石である。長辺の両端部に敲打痕が，側線中央部に磨痕が認められる。敲

きと磨りの両方をおこなっていたようである。660は横長礫の側縁中央部を打ち欠いた石錘である。

－・・　二＿＿∴＿∴＿．∴．＿！一　二ノア‾

91号竪穴住居跡土層注記（SA91）

①褐色土（HuelOYR－4／6）・・・住居跡埋土。土質はやわらかく粘性がある。下部には炭化物を多く含む。／　②灰黄褐色土（Ilue

lOYR－3／2）…住居跡埋土。基本層序の第Ⅳ層の暗褐色士と第Ⅴ層の黄褐色土ブロックを多く含む。／　③黒褐色土（Hue7．5YR－

2／2）・・・住居跡埋土。炭化材を含み，焼土らしき暗赤褐色土塊を多く含む。／　④暗褐色土（HuelOYR－3／3）・‥住居跡埋土。10cIn

程の炭化材を多量に含む。／　⑤黒褐色土（HuelOYR－2／2）…住居跡埋土。④層同様，10cm程の炭化材を多量に含む。／　⑥黒

褐色土（HuelOYRr2／2）・・・土質は柔らかく，後世の擾乱土と考えられる。／　⑦黒褐色土（HuelOYRr2／2）・・・住居跡埋土。⑥層と

似ているが，炭化材を多量に含む。／　⑧褐色土（Hue7．5YR－4／4）…住居跡埋土。②層と似ているが，ブロック土を含まない。

／　⑨褐色土（Hue7．5YR－4／4）…炭化物を含む。赤化しており，焼土と考えられる。

第114図　91号竪穴住居跡（SA91）図（1／60）
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第115図　91号竪穴住居跡（SA91）出土遺物図（1／4・2／311／3）

m

92号竪穴住居跡（SA92・第116図）

遺構：B区中央部から検出された。後世の擾乱により北隅が消失していたが，他住居跡との切り合い

がなく，平面形はほぼ完形であった。しかし，上面は削平により消失しており床面付近のみの検出であっ

た。平面形態は1辺約4．5mの方形を呈する。

遺物‥上部削平のため細片のみの出土であり，遺構に伴うと判断できうる遺物は出土しなかった。

93号竪穴住居跡（SA93・第117図・第118図・第119図－661～669）

遺構‥B区北西部から検出された。斜面により南西側が消失しているが，ほぼ完形である。平面形態

は1辺約4mの方形を呈する。北東隅に径80cm程の焼土と炭化物が，その隣に高杯（664）が検出され

た。また，南辺付近から砥石（669）と嚢（662）が重なるように出土した。
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92号竪穴住居跡土層注記（SA92）

（力暗褐色土（Hue7．5YRr3／3）‥H住居跡埋土。土器片と炭化物を含む。／　②褐色土（Hue7．5YRr4／4）…住居跡の床土。土器片や

炭化物を含まない。／　③褐色土（Hue7．5YR－4／4）…土質は脆く，後世の撹乱土と考えられる。／　④褐色土（Hue7．5YR－4／4）・・・

後世の擾乱土。／　⑤暗オリーブ褐色土（Hue7．5YR－4／4）…住居跡埋土。①層に似ているが，色調が少し異なる。

第116図　92号竪穴住居跡（SA92）図（1／60）

遺物：661・663は嚢である。661の口縁部は餐Ⅱ類と餐Ⅲ類の中間形態である。662は壷の胴部から底

部である。664は高杯Ⅱ類の師部である。665・666は鉢Ⅱ類である・667・668は砥石である。667は定形

剥片を利用した砥石I B類であるが，表面が剥離している。669は自然礫を利用した砥石Ⅱ類である。

全面に砥面が確認されるだけでなく，一部敲打痕が残り，台石としての機能ももっていたと考えられる。

668は半分が欠損しているが，側縁の挟りと穿孔の両方をもつ弧背弧刃タイプの石庖丁である。

94号竪穴住居跡（SA94・第117図）

遺構：SA93に切られた形で，B区北西部から北隅方向のみ（約1．6I迂）検出された。一部のみの検

出であるが，北隅の形状から考えて，平面形態は方形か長方形であったと考えられる。

遺物：流入土から細片の土器片のみ出土した。
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93・94号竪穴住居跡土層注記（SA93・94）

①暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）・・・SA93の住居跡埋土。1～3mm程の炭化物を多く含む。土器片を多く含む。／　②褐色土（Hue

7，5YIL4／4）…SA93の住居跡埋土か床土。土器片をわずかに含む。／　③黒褐色土（Ilue7．5YR－3／2）‥・SA93住居跡埋土。土

器片をわずかに含む。／　④黒褐色土（HuelOYR－2／2）…後世の撹乱土。／　⑤暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）・・・住居跡埋土。炭化細

粒や土器片を含む。③層と似ているが，黒色土のブロックを多く含む。／　⑥暗褐色土（Hue7．5YRr3／3）・・・SA93の住居跡埋土

か床土。②層と似ている。土器片をわずかに含む。／（∋黒褐色土（Hue7．5YR－1／2）＝・SA93住居跡埋土。含有物をあまり含ま

ない。／　⑧黒褐色土（Hue7．5YRA3／2）…SA94の住居跡埋土。土質は⑨層に似ている。／　⑨暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）…S

A94の住居跡埋土。炭化物をわずかに含む。

第117図　93・94号竪穴住居跡（SA93・94）図（1／60）

l一　一　一」」　　　」

第118図　93号竪穴住居跡（SA93）出土遺物図（彰（1／4）
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（667）

第119図　93号竪穴住居跡（SA93）出土遺物図②（1／2・1／3・1／6）

A一

°一、、－、

95・96号竪穴住居跡土

層注記（SA95・96）

（か黒褐色土（Hue7．5Y

R－2／1）…後世の撹乱

土。黄褐色と黒色土

ブロックを多く含む。

／②黒色土（Hue5YR－

2／1）…径1mm程の黄

橙褐色粒を含む。基

本層序の第Ⅱ層だと

考えられる。／　③

黒色土（Hue7．5YR－2／

1）…後世の撹乱土。

黄褐色と黒色土ブロッ

クを多く含む。／

④暗褐色土（Hue7．5Y

R－3／4）…SA96の埋

土。土器片を含む。

／　⑤黄褐色土（Hue

7．5YRT5／6）…基本層序の第。Ⅴ層と考えられる。／⑥暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）…SA96の埋土。土器片・石器を含む。銅鏡片もこの層より出土。／

⑦褐色土（Hue7．5YR－3／4）…基本層序の第Ⅴ層と第Ⅵ層の漸移的層だと考えられる。／　⑧黒褐色土（Hue7．5YR－2／2）…後世の准乱土。黄褐色と黒色土

ブロックをわずかに含む。／　⑨黒褐色土（Hue7．5YR－3／2）・”径1nun程の橙褐色土粒を多量に含む。下部に土器片を含む。／　⑩暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）…

SA95の埋土。土器片をわずかに含む。／　⑪褐色土（Hue7．5YR－4／4）…SA95の埋土（初期流入土）。土器片は含まれない。／　⑫暗褐色土（Hue7．5YR－

3／3）・・・SA95の埋土。完形に近い弥生土器片を含む。／　⑬褐色土（Hue7，5YR－4／4）…SA96の埋土（初期流入土）。土器片は含まれない。／　⑭黒褐色

土（Hue7．5YR－4／4）‥・1cm程の黄褐色土ブロックを含む。／　⑮黄褐色土（Hue7．5YR－5／6）・・基本層序の第Ⅴ層と考えられる。

第120図　95・96号竪穴住居跡（SA95・96）図（1／60）

95号竪穴住居跡（SA95・第120図・第121図－670～683）

遺構：B区北西隅，SA96を切る形で検出された。後世の裸乱に切られているが，ほぼ完形で，226

cInX309cmの長方形を呈する。B区では上段グループに属するが，SA96同様1辺2．5～3mとほかの3
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軒（SA91～93）と比べて平面規模が小さい。住居中央部では径35cm程の焼土の集中がみられ，その東

側周辺と北側隅に遣物が集中する。特に砥石（681）と石庖丁（683）は焼土から20cm程度の近い場所か

ら出土した。

遺物：670・671は口縁部下に1条の貼付突帯をもつ下城系の嚢の口縁部である。672は「く」字状に

曲がった口縁をもつ壷である。673は鉢（ⅡB類）である。674は実測図だけでは中世の土師器皿にも見

えるが，弥生土器の皿の一種と考えられる。675・676は聾である。677は小型嚢である。678は高杯の師

部である。外反しながら立ち上がる師部形態B類の特徴をもちながら，屈曲が若干あまい。680は器台

の柱部である。穿孔は見られないが，縦方向のパケ目の後に雑であるが横走する凹線文を施す瀬戸内系

の器台である。681は直方体の定形砥石で，表面積の広い2面に砥面がある。また砥面の1面の中央部

には敲打痕が認められ，敲石もしくは台石としても使用されていたと考えられる。682は両端に挟りを

もつ直背直刃タイプⅡC類の石庖丁である。

琶戸
辞意隔
〒二二二二

ー－l＿＿一一一一　一

L‥，一　一　日　　　＿＿」

（670～680）

0　　　　　　　　　5cm

ヒコ「「一一エコ二ヨ

（681）

l

∈
5cm O

（682）

n
10cm

L＿＿＿」＿　　　　　　　＿＿＿…＿　‥」

（683）

第121図　95号竪穴住居跡（SA95）出土遺物図（1／411／2・2／3・1／3）

－118－



96号竪穴住居跡（SA96・第120図・第122図－684～687）

遺構：B区北西隅に位置し，SA95に南東隅を切られる形で検出された。規模は248cmX265cmの方形

に近い形を呈する。切り合い関係によりSA96→SA95の前後関係が成り立っが，SA95とは主軸をほ

ぼ等しくし，この2軒が非常に近しい関係があることが推測される。遣物は北隅を中心に出土したが，

土器の細片が多かった。出土した遺物の中で注目すべきは，銅鏡片（684）と石庖丁（687）である。こ

の2点は住居跡検出前のトレンチ掘り下げ時に出土したものであるが，遣物の集中部と離れた東側の⑥

層中から並ぶように出土した。土器類の残存状態が芳しくない住居跡で，完形の石庖丁と銅鏡片が出土

したことは今後検討の余地を残す。

遺物：684は銅鏡片である。詳しくは次段に述べる。685は賓の口縁部である。口唇部1条と口唇部下

1条の貼付突帯に縦位の刻文をもつ下城系土器である。埋土の④層出土で，遺構に伴わないと考えられ

る。686は壷の肩部であり，1条の縦位の刻文をもつ貼付突帯を施す。687は両端挟りと2か所の穿孔を

もつ直背曲刃タイプのⅢB類の石庖丁である。

』二二二二∠＝⊃告’

〈断面図〉

0　　　　　　　　　　10cm

「－1－　－」」＿＿＿＿」

（685～686） ∈0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」⊥」　　〕　　－＿＿＿　　」

（687）

第122図　96号竪穴住居跡（SA96）出土遺物図（1／1・1／4・1／3）
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■銅鏡片（第122図－684）

B区北側96号竪穴住居跡（SA96）床直上から石庖丁l点（第122図－687）と並ぶように銅鏡片1点

が出土した。状態は，径1～10mmの斑点状の緑錆がいくつも確認されるが，比較的良好である。鋳上が

りは良く，色調は少し緑がかった黒色（Hue5GY2／1）である。完形の1／3程度残存しており，現存

する大きさは長さ8．6cm・幅3．3cm・厚さ0．5cmで（いずれも最大値），重量は59．6gである。推定復元径

は9．2cmである。鏡の文様帯部分は，厚さ0．15～0．2cmで，細線表現による逆S字状の龍を描いた雲気文

と小鳥と考えられる文様が，径0．7cmの円座乳を挟む形で同心円状に描かれている。文様帯の周縁は，

幅1．1cm・厚さ0．5cmで，断面が平坦形を呈し無文である。この文様帯から考えて，前漠鏡の一種である

旭龍文（きりゆうもん）鏡と考えられる。また，割れた断面と文様帯の櫛歯文の一部分には若干の磨滅が

確認できる。このことから，割れた後にも鏡を保持し続けていたことが推察でき，破鏡の一種と考えられ

る。

97号竪穴住居跡（SA97・第123図・第124図・第125図－688～699）

遺構：B区南東側に位置し，SA98・後世の揖乱に切られる形で検出された。斜面上に立地している

ので南端部分が消失しているが，1辺3．5～4mの方形に近い平面形を呈する。中央部に径30cmのピッ

トが1基存在し柱穴とも推察できるが，他にピットがないこと，調査段階で住居跡に伴うピットかどう

かが判断できなかったことから柱穴であるとの判断には至らなかった。遺物は調査区西側を中心に出土

したが，完形に近い聾（688）と鉢（694）は他の遣物と若干離れた住居跡の北東と南東のコーナー部か

ら出土している。

遺物：688～690は賓である。688は窺Ⅱ類と賓Ⅲ類の中間タイプで，689は緩く「く」字状に曲がる口

縁部とやや上げ底で張り出す底部の襲Ⅱ類である。690は明瞭に「く」字状に曲がる口縁部と凹面にく

ぼむ口唇部より窺I類と考えられる。691は櫛描波状文をもつ壷の口縁部である。692・693・695は小型

壷である。694は平底の底部を持つ鉢ⅡA類である。696は高杯の脚部であり，脚部形態A類かB類であ

る。697・698は鉢である。697はC類の底部をもつ鉢IIB類，698は鉢I C類である。699は埋土中出土

の石庖丁で，両端に挟りをもつ直背直刃タイプのⅡC類である。

98号竪穴住居跡（SA98・第123図・第126図－700～704）

遺構：B区南東側に位置し，SA97の南辺を切る形で検出された。SA97同様傾斜面に立地している

ので南端部分が消失しており，住居跡平面形態の全容は，検出状況から判断して縦長の長楕円形だと考

えられる。しかし，下那珂遺跡の当期の竪穴住居を概観した場合，平面形態のほとんどが方形・長方形

であり，円形・楕円形は皆無である。また，遣物の出土状況をみても，数個の完形に近い土器が1カ所

に集められ，あたかも廃棄されたかのような印象をうける。これらのことより，SA98は竪穴住居跡で

はなく廃棄土坑などの土坑である可能性をも示唆しておく。

遺物：700・701・704は賓である。700は緩やかにS字を描きながら上方に薄く延びる口縁部形態C類

をもつ。701は底部形態B類の特徴より嚢Ⅱ類とも考えられるが，円盤状に比厚したプロポーションは

嚢Ⅲ類に相当するとも考えられる。704は，700同様の緩やかにS字に曲がる口縁部と，尖底状平底の底

部から嚢Ⅲ類に相当する。702は高台脚付き鉢である。703は高杯の師部である。杯の中位で明瞭な屈曲を

もたず緩やかなS字を描く師部形態C類をもつ。また畔上半部に細線による分割文様が施されている。
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97・98号竪穴住居跡土層注記（SA97・SA98）

①黒褐色土（Hue7．5Y－2／2）‥∵土坑の埋土。／　②黒褐色土（Hue7．5YRr3／2）…土坑の埋土。径1～3mm程の褐色と橙色土粒を

含む。5mm以下の炭化物細粒を含む。／　③褐色土（Hue7．5YR－4／4）…土坑の埋土。径1～3m程の褐色と橙色土粒を含む。

5mm以下の炭化物細粒を含む。／　④黒褐色土（Hue7．5YR－2／2）…SA98の埋土。径1～3mm程の褐色と橙色土粒を含む。／

⑤明褐色土（Hue7．5YR－5／6）…SA98の埋土（初期流入土）。黄褐色軽石と粘質上が細互層状に堆積している。／　⑥暗褐色
土（Hue7．5YRr3／3）・・・SA97の埋土。2～3mm程の炭化物細粒を多量に含む。／（》黒褐色土（Hue7．5YRr3／2）・・・SA97の埋土。

2～3mm程の炭化物細粒を多量に含む。／　⑧褐色土（Hue7．5YRr4／4）…SA97の床土。炭化粒と焼土をわずかに含む。／

⑨明褐色土（Hue7．5YR－5／6）…⑤層と似ている。SA97の埋土（初期流入土）。黄褐色軽石と粘質土が細互層状に堆積している。

第123図　97・98・99号竪穴住居跡（SA97・98・99）園（1／60）

くミ：＝：＝＝≡三≡ヲ

第124図　97号竪穴住居跡（SA97）出土遺物図①（1／4・1／3）
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第125図　97号竪穴住居跡（SA97）出土遺物図②（1／4）
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99号竪穴住居跡（SA99・第123図・第127図－705～709）

遺構：B区南東側に位置し，SA98を切る形で検出された。平面形態は不定形で，規模も不明であり，

住居跡との断定も難しい。遺物は2か所に集中して出土し，廃棄されたような印象をうける。このことよ

りSA99は，SA98同様土坑の可能性がある。

遺物：705・706は聾である。いずれも外面に平行タタキを施し，705は口縁部形態C類をもつ。このこと

から705・706は窺Ⅲ類と考えられる。707・708は壷である。707は二重口縁をもつタイプで，口縁部に押引

き状の櫛描波状文を施す。709は屈曲点をもたない師部形態C類をもつ，高杯Ⅲ類と考えられる。

‾l‾‾　‾‾‾‾「‾：≡

0　　　　　　　　10cm

LLL⊥⊥⊥－＿＿！

第127図　99号竪穴住居跡（SA99）出土遺物図（1／4）

100号竪穴住居跡（SAlOO・第128図－710～713）

遺構：SAlOl・102同様，調査時の不手際で個別遣構図が

存在しないため，部分的な記録のみである。B区南側，SA

92の南側で検出された。主軸は傾斜に直交する形でほぼ南北

方向である。平面形態は，南側が傾斜のため消失しているが，

円形か楕円形と考えられる。SA98において土坑の可能性を

示唆したように，SAlOOも土坑の可能性が大いに考えられる。

遺物：710・711・713は壷である。710は小型ながら長胴壷

の類で，徳利のような形を呈する。712は脚台状底部をもつ鉢

ⅡB類である。

101号竪穴住居跡（SAlOl・第129図－714～720）

第128図100号竪穴住居跡（SAlOO）
出土遺物図（1／4）

遺構：SAlOO・102同様，調査時の不手際で個別遣構図が存在しないため，部分的な記録のみである。

B区北西側，SA93・94の南側で検出された。平面形態は方形であり，一辺約2m四方の方形である。主

軸はB区の他の住居跡同様，斜面に直交する。SAlOl・102の周辺には暗褐色土（基本層序の第Ⅳ層）が

－123－



厚く堆積し，多くの土器・石器類が検出され，この2軒以外の住居跡の存在が推察される。これらの多く

が住居跡に伴うものであると考えられるが，どれがどの住居跡に伴うものであるか判断が難しく，SAlOl

の床面直上で検出した遺物のみを遺構出土遣物として判断した。

遺物：714～718は嚢である。718は頸部に格子状の刻みをもつ貼付突帯をもつ。714～718はいずれも外面

に平行タタキが認められる。714～716・718は口縁部形態C類をもつ。このことから714～718は嚢Ⅲ類と考

えられる。719・720は賓か壷の底部である。

＼
這竪ノ笥
ヽ

7 15

第129図101号竪穴住居跡（SA101）出土遺物図（1／4）

102号竪穴住居跡（SAlO2・第130図－721）

遺構：SAlOO・101同様，調査時の不手際で個別遣構図が

存在しないため，部分的な記録のみである。B区北西側，S

A96の南側で検出された。平面形態は方形であり，一辺約2．5

m四方の方形である。他の住居跡は傾斜に直交する主軸をも

つが，この住居跡は南北に沿った主軸をもつという点で他と

異なる。

遺物：住居跡に伴うと判断できる遣物はほとんどなく，杓

子状土器（721）の1点のみが出土した。本遺跡において杓

子状土器の柄部は多く出土しているが，受部が付属した状態

の出土はこの1点のみである。他の柄部は人の親指大の大き

さで工具ナデによる器面調整をしているが，比してこの柄部

は細く，指ナデによる器面調整を行っている。しかも柄部と

受部が中空の状態で繋がっており，現代の急須のような構造

∴1ノ

第130図102号竪穴住居跡（SA102）

出土遺物図（1／4）

になっている。この土器は杓子状というよりは注口土器としての機能が考えられる。
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22号土坑（SC22・第131図・第131図－722）

遺構：B区東側，SA91の北辺を切る形で検出された。長径約118cmX短径約82cmの楕円形である。検出

時の深さは約20cmであるが，SA91検出作業中，遺構上面が削平された形で検出されたので，正確な深さ

は不明である。埋土を観察すると，遺物は第②層の黒褐色土層から検出されている。黒褐色土はSA91の

第③層（埋土）とよく似ており，SC22はSA91に切られた状態であると判断できる。

遺物：壷の底部が出土した。底部形態B類の平底の壷で，表面全体に横と斜方向のパケ目を施している。

出土状況からSC22の遺物というよりもSA91の遺物である可能性が高い。

〃′

①黒褐色土（Hue7．5YR－2／2）…SA91の第③層と似
ている。SA91の埋土か？

②黒色土（Hue7．5YR－2／1）＝・土質はやわらかい。

第131図　22号土坑（SC22）図（1／20）及び出土遺物図（1／4）

23・24号土坑土層注記（SC23・24）

①暗灰黄色土（Hue2．5Y－5／2）…SC23の埋土。基本層序の第Ⅳ層と似ているが，
少しやわらかく，色調は灰色がかっている。／②暗褐色土（HuelOYR－3／4）…S

C23の埋土。基本層序の第Ⅳ層の土と似ている。／③褐色土（Hue7．5YR－4／4）・
SC23の埋士。土質はやわらかい。④褐色土（Hue7．5YR－4／4）・‥第③層と同じ。

SC23の埋土。⑤暗黄褐色土（Hue2．5YR－6／6）…SC23の埋土。土器片を多く含
む層。⑥暗灰黄色土（Hue2．5Yr5／2）…SC24の埋土。第①層と同じ。⑦褐色土

（HuelOYR－4／6）…SC24の埋土。⑧にぷい黄褐色（HuelOYR－5／4）…SC24の埋
土。⑨にぷい黄褐色（Hue10YRr4／3）・‥SC24の埋土。⑩褐色土（HuelOYR－4／4）

…SC24の埋土。炭化物らしき黒色粒が多く確認された。⑪褐色土（HuelOYRr4／
4）・＝第⑩層と同じ。SC24の埋士。

第132図　23・24号土坑（SC23・24）図（1／40）
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23・24号土坑（SC23・24・第132図・

第133図－723～728）

遺構：B区東側，SA91の南側でSC24

の東辺がSC23の西辺をわずかに切る形で

検出された。2つの土坑は，後世の擾乱に

より一部破壊されていたが床面近くはほぼ

残存していた。SC23は長軸約180cmX短

軸約80cmの長楕円形，SC24は長軸約130

cmx短軸約70cmの長楕円形である。2つの

土坑は主軸をほぼ同じくし，横並びで配置

されており，計画的な配置が想定される。

SC23の中央部よりやや西で遣物の集中が

見られた。

遺物：SC23からは4点の遣物が出土し

た。723～726は高杯である。723～725は同

一個体である。粉々になった状態で出土し

たので，完形に復元できなかったが，完形



0　　　　　　　　　　10cm

「－lllll－　　」

の状態であったと考えられる。師部

形態B類・脚部形態A類で高杯Ⅱ類

になると考えられる。726は高杯の

脚部である。脚部A類と考えられる。

2つの高杯は723～725の個体が黒色，

726の個体が赤彩された赤色で，あ

たかも赤と黒のコントラストを狙っ

たかのような印象をうける。727は

728　壷の口縁部である。一度頸部で屈曲

725

第133図　23・24号土坑（SC23H24）出土遺物図（1／4）

し立ち上がる形態をとる。728は手

軽土器である。

B区包含層出土の土器（第134図－729～754）

B区の遣構内出土以外の土器を一括して扱う。

729～730は賓である。729・730ともに口縁部形態C類で，表面に平行タタキをもつ。襲Ⅲ類である。731

～741・743～745・747・748は壷である。736～740は形態より壷Ⅱ類と考えられる。そのうち737と738，739

と740は同一個体である。734は頸部のない無頸壷である。743・744は櫛描波状文をもつ壷I類の口縁部で

ある。742は器台の受部である。内外面に丁寧なミガキが施されている。745は壷の口縁部または算盤玉の

ような形状をもつ壷の胴部と考えられる。746は土製の紡錘車である。749は小型の嚢である。小型ではあ

ーユ ＿＿「「㌻ここ＼、
t一一一　、－－．－．－－．、二二二　　　＼　　　＿1㌧＿

雫 忘 も
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ー
＼、　 ミ ＼‾、－＼こ‾モミ
、、ミ斌 挙 こ、・一、・一！登

尽渠 一、、よ さ喪

、．1、＼ 、t、ミ§

7 3 0

0　　　　　　　　　　10cm
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第134図　B区包含層出土遺物図（彰（1／4）
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第135図　B区包含層出土遺物図②（1／4）

るが，形態は餐I類に似ている。750は小型の壷である。底部1／3程穿孔を施してある。751はおそらく鉢Ⅱ

B類だと考えられる。内湾しながら立ち上がる口縁部に3条の横走する沈線が施されている。752は脚台付

きの鉢であり，鉢Ⅱ類だと考えられる。特筆すべきは，脚部に線刻による三角形の幾何学文が描かれてい

る。753・754は杓子状土器の柄部である。表面全体に工具ナデを施している。
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（4）　D区の調査（第136図～第157図）

D区は北ブロック中位に位置し，Ⅹ軸は8～12ラインを，Y軸はA～Iラインを包含する3，200rrfの

調査区である。B区とは東半の南辺，E区とは東半分の北辺，F区とは西半分の北辺で接地する。

調査は2次調査において実施した。調査前の状況は，東側にコンクリート基礎のハウス2棟と果樹

（ミカン）園，西側に畑地が広がっており，ほぼ水平であった。ハウス部分のコンクリート基礎及び果

樹園と畑地の耕作土を重機により除去したところ，調査区域の大半は削平され，アワオコシスコリア層

とイワオコシスコリア層（基本層序の第Ⅷ層・第Ⅸ層）が面的な広がりをみせていた。辛うじてB区と

接する南端部と西端部に基本層序の第Ⅳ層以上の包含層が確認された。さらに西側南端は後世の造成土

が多量に補填されており，この場所がかつて谷地形であったことが確認された。こうした状況を考える

と，D区は，B区南部を突端部とする入り組んだ丘陵地であったと推定できる。

検出された遺構は，竪穴住居跡13軒（SAlO3～SA115）・土坑1基（SC25）・炉穴1基で，出土

した遺物から竪穴住居跡と土坑は弥生時代　炉穴は縄文時代に帰属するものだと考えられる。

以下に検出された遺構と遣物について若干の説明をくわえる。竪穴住居跡の計測値は第1表～第3表

に，遣物の観察表・計測表は第4表～第32表に掲載している。なお，縄文時代に帰属すると考えられる

炉穴は後述「第6節　旧石器時代～縄文時代の調査」に掲載している。

第136図　下那珂遺跡D区地形図及び遺構配置図〈1／600〉
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■竪穴住居跡（SAlO3～SA115）

D区全体で13軒検出された。いずれもD区南辺中央部付近に集中する。B区同様，ほとんどが主軸と

斜面が直交するように配置され，大きくA群（SAlO3～107）・B群（SA108～112）・C群（SA113

～115）の3群に分けることができる。特にA群は，B区上段グループ（SA91～96）と連続する住居

跡群を形成する可能性がある。また，A・B両群はそれぞれの群内住居跡が互いに大きく主軸を変える

ことなく，等高線に沿いながら帯状に重複しあっており，短期間に移動しながら住居を建て替えていっ

たと考えられる。因みに，A群はSAlO7→106→105→104・SAlO3→104（SA103とSA105の順番は

不明）の順番となり，B群はSA112→110→111→109・SAlO8→109（SA108とSAlllの順番は不明）

の順番となる。C群はSA113が独立しており，SA114→115となる。

住居の規模は切り合いにより全体像が把握できないものが多いが，一辺3．5mから4．2mぐらいに集中

する傾向がある。平面形態は方形のものが多いが，緩やかな斜面上に建てられているので，斜面下部は

流失しているものが多い。柱穴は他の住居跡群同様，ほとんど確認されなかった。

103号竪穴住居跡（SAlO3・第137図・第138・第139図－755～783）

遺構：A群の西端で検出された。約3．5m四方の方形で，中央よりやや南側に径約70～90cm・深さ約

20cmの土坑が確認された。土坑は埋土に多量の炭化物を含んでいた。さらに土坑埋土は住居跡埋土と考

えられる第②層（第138図）下にあり，竪穴住居跡構築以降のものではない。このことから，この土坑

は竪穴住居に伴う土坑であると考えられ，炭化物の存在などから炉などの用途に用いられていた土坑で

はないかと推察できる。また，SA104との境界近くに拳大の円礫が8個程直線状に並んで検出された。

この礫の意味するところはわからないが，SA103で用いられていた円礫がSAlO4造営の折，端によせ

られたのではないかと推察される。

遺物：ほとんどが細片である。完形に近いもののうち，2点（771・774）は住居跡内土坑出土である。

755～762は嚢である。755～758は工具ナデやパケ目調整の口縁部であり，口唇部形態B類に口縁部形態

B類の特徴をもつ。759～762は聾の底部であり，底部形態D類の特徴をもつ。このことから，SA103

の嚢は嚢Ⅱ類的な要素をもつ。763～767は壷である。763・764は口縁部形態B類をもち，763は口縁部

内側，764は口唇部に竹管による押圧文を施している。765は壷の頸部であり，斜位の刻目文と竹管によ

る押圧文を施している。768・769は高杯である。768は師部形態B類・769は脚部形態B類であり，高杯

Ⅱ類である。770は細片であり不明であるが，おそらく器台の裾部と考えられる。771～774は鉢である。

771～773は鉢I類である。771は胴部形態C類・底部形態B類をもつ。774は小型の鉢IIA類である。

775～780は小型土器片である。780は口縁部に8～9条の櫛描文をもつ。782・783は敲石であり，長軸

端部に敲打痕が認められる。

104号竪穴住居跡（SAlO4・第137図・第140図・第141図－784～811）

遺構：A群5軒のうち右から2番目に位置する。切り合い関係より，A群の中では最も時期の新しい

住居跡であることがわかる。平面形態は，西側がSA105と一部混同し，南側が傾斜により流失してい

るが，およそ3．5m四方の方形を呈する。遣物は床面一面より出土しているが，北壁中央部付近から完

形に近い襲（784）・壷（794・795）や石庖丁（810）・砥石（811）が集中して出土した。
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103号竪穴住居跡土層注記（SAlO3）

（力黒褐色土（Hue7．5YR－3／1）‥・住居跡埋土。土質はやわらか

い。／②暗褐色土（Hue7．5YR－3／3）…住居跡埋土。径1mm程
の明黄褐色土粒を含む。土器片と炭化物を多く含む。／（診褐
色土（Hue7．5YR－4／4）‥・住居跡埋土。炭化物を少量含む。／

④暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）…住居跡埋土。土質は③層に似
ているが，色調が少し暗い。／（9暗褐色土（HuelOYR－3／3）＝

住居跡埋土。土質はかたくしまっている。／（む黒褐色土（Hue
7．5YR－2／3）…住居跡の埋土か炉の埋土。炭化物を多く含む。

／　⑦黒褐色土（HuelOYR－2／2）・‥炉の埋土。炭化物を多量に
含み，焼土だと考えられる明褐色土も多く含む。／⑧黒色土

（Hue2．5YR－2／1）…炉の埋土。⑦層同様，明褐色土と炭化物
を多量に含む

107号竪穴住居跡土層注記（SAlO7）

①褐色土（HuelOYR－4／4）…住居跡埋土。径1mm程の白色土粒

を含む。炭化物を少量含む。／（診暗褐色土（HuelOYR－3／4）・・
住居跡埋土。径1mm程の明黄褐色土粒を含む。土器片を含む。

／③暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）…住居跡埋士。②層と似てい
るが，明黄褐色土粒がより多い。／④黒褐色土（Hue2．5YR－2
／2）‥・住居跡埋土。明黄褐色土粒を多く含む。／⑤褐色土（Hu

e7．5YR－4／4）…後世の擾乱土。

些姐　　　　　　　　　①　②　　　　③　　G・

42．。mL一由一‾‾
⑦　⑥　　⑧　　　　　　　　②　①

第138図103・107号竪穴住居跡（SA103・107）土層断面図（1／60）

j）

／

＝＿J

漣。
10cm O

ヒ1」」」⊥－＿一一」

（755～781） （782～783）

第139図103号竪穴住居跡（SAlO3）出土遺物図（1／4・1／3）
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遺物：784～786・790～792は嚢である。784は口縁部形態B類に底部形態B類をもち，蛮Ⅱ類と考え

られる。791～792は底部であり，底部形態はB類で，指ナデによる調整が行われている。794～799は壷

である。794・795は同一個体で二重口縁をもつ壷I類である。796は壷の口縁部で，短頸壷の口縁部を

わずかに内傾させながら二次口縁的な部分を拡張している。800～801・806は鉢である。801は小型の鉢

ⅡB類である。806はS字胴部を特徴とする鉢IA類である。803・807は高杯である。803は高杯II類の

師部である。807は器面調整にミガキを施し，脚柱部に横走する数条の櫛描文をもつ脚部である。文様・

調整方法から，瀬戸内地域との関連が考えられる。

808は敲石である。長径の両端部に敲打痕が認められる。809は蛤形剥片石器である。円礫から剥いだ

自然面の残る剥片を用いるI類で，周縁に微細な剥離を施すことによって刃部を作出している。810は

ⅡD類（両端に挟りをもつ弧背弧刃）の石庖丁である。811は砥石IB類（定型化した板状砥石）であ

り，表面中央部の緩やかな窪みや表裏面と側面端部の擦痕が確認できる。

10cm

Lll　一　一　一　　　　i

（808）

第140図104号竪穴住居跡（SA104）出土遺物園①（1／4・1／3）
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Lrrコ当m　　∈
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l⊂＝⊃＼

（809・811）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（810）

第141図104号竪穴住居跡（SA104）出土遺物図②（1／2■1／3）

105号竪穴住居跡（SAlO5・第137図・第142図－812～824）

遺構：A群5軒のうち中央部に位置する。SA106を切り，SA104に切られている形で検出された。

遺構は，全体的に大きくSA104に切られ，南側が傾斜により流失しているため全体の約1／3程度しか残

存していない。平面形態は断面及び西辺から考えて，およそ4．2mX3．5mの若干南北に長い方形である。

遺物：812～814は賓である。812は短い口縁部に内外面にミガキを施す。813は口唇部と口縁部下に2

条の縦位の刻目付き貼付突帯文をもつ下城系の口縁部である。815～817・820～821は壷である。815・

816は大きく開く口縁部形態B類で，815が口唇部に凹線文をもち，816が口唇部に櫛描波状文をもつ。

820・821は緩やかに口縁部が曲がる小型壷である。外面にミガキを施す。822・823は高杯である。822

は明瞭に屈曲しながら外反する高杯Ⅱ類の師部である。824は敲石である。楕円形礫の長径端部に敲打

痕が認められる。

第142図105号竪穴住居跡（SA105）出土遺物図（1／4・1／3）
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106号竪穴住居跡（SAlO6・第137図・第143図－825～837）

遺構：A群5軒のうち西から2番目に位置する。SA107を切り，SA105に切られている形で検出さ

れた。SA105に切られ，南側が傾斜により流失しているため全体の約1／2程度の残存状況である。

平面形態は断面及び北辺と西辺から考えて，およそ一辺4．1mの方形と推察される。遣物は北西隅を中

心とする数か所に固まって出土した。

遺物：825・826は小型聾である。827～830は壷である。828は頸部で「く」字状に曲がり大きく開く

壷Ⅱ類の口縁部～頸部である。829は口唇部に凹線文上に斜位の押圧文を施す口縁部である。832～834

は鉢である。833は大きく開く口縁部と脚台状底部をもつ鉢IA類である。834は外反しながら開く口縁

部と平底の底部をもつ小型鉢である。形状からみて蓋の可能性もある。835は高杯の杯下部である。836

はホルンフェルス製の打製石斧である。刃部付近に細かな剥離を施している。837はⅡC類（両端に挟

りをもつ直背直刃）の石庖丁である。

礪膠攣讐〆グ
835

837

0　　　　　　　　　　　　10cm

LL日　日一二二二二二二］

（837）

第143図106号竪穴住居跡（SA106）出土遺物図（1／4・1／2・1／3）

107号竪穴住居跡（SAlO7・第137図・第138図・第144図－838～850）

遺構：A群5軒のうち西端に位置する。SA106に切られ，A群の中では最も古い住居跡と考えられ

る。南端の流失が著しく遺構の半分近くが残存しない。さらに中央部に木根による擾乱が数か所ある。

残存している規模は北辺約3．1mX西辺約2mである。北辺と西辺は直交しており，方形または長方形

の平面形態が推察できる。しかし，他の住居跡と異なり，北辺は直線状ではなく東側でクランク状に曲

がる。このことは，SA107に別の竪穴住居跡や土坑などもう一つの別な遺構があったこと，北辺に入

口施設などの構造物があったことを示す可能性があるが，SA2やSA67のような平面形態である可能

性もある。
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遺物：838～840は嚢である。838は口唇部断面が凹面状に窪む口唇部形態A類の口縁部である。839は

口唇部断面が平坦状である口唇部形態B類の口縁部である。838・839ともに内外面に工具ナデを施す。

840は口唇部に縦位の刻文をもつ口縁部である。841～844は壷である。841は短く「く」字状に曲がる壷

Ⅲ類の口縁部である。外面に工具ナデを施す。842は上底の底部である。846・847は高杯である。847は

短いが，細身の受部から大きく「八」字状に開く脚部形態B類である。845・849は器台である。845は

細身の柱部から急激に開く形状である。849は柱部に凹線文と円形透かしが施され，備讃瀬戸地域との

類似性が認められる。848は直立気味に立ち上がる小型の深鉢（鉢ⅡB類）である。850は砥石I B類

（定型板状砥石）が剥離・欠損したものであり，表面1面のみに研磨痕が認められる。

璧緒39闇黒
議書≡≡ヲ

l

l

l

0　　　　　　　　　10cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　5cm

llll．一　　一二∃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿⊥＿」＿∃

（838～849）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（850）

第144図107号竪穴住居跡（SA107）出土遺物図（1／4・1／3）

108号竪穴住居跡（SAlO8・第145図）

遺構：B群の東端に位置する。SA109に西辺を切られている形で検出された。南半分は造成工事の

掘削により消失しており，遺構の半分以上が残存しない。残存する北辺は約2．6mであり，小型の住居

跡である。

遺物：細片のみが埋土中から出土し，遺構に伴うと判断できる遣物がなかった。

109号竪穴住居跡（SA109・第145図・第146図－851～863）

遺構：B群の東から2番目に位置する。SA108の西辺・SAllO東部・SAlll東部を切る形で検出

された。B群の中では最も新しい住居跡だと考えられる。南半分は造成工事の掘削によって消失し，西

辺はSAlllとの切り合いによって擾乱されており，遺構の約1／3が消失している。北辺は3．9mあり，

部分的に残っている東辺と西辺は北辺に対して直交し，方形か長方形の平面形態が推定できる。遣物は

北壁中央部付近に集中して出土した。

遺物：851～853は賓である。851は内外面に横方向のミガキを施す小型賓であり，頸部に1条の貼付

突帯をもつ。852は緩やかに「く」字状に曲がる口縁形態C類の口縁部であり，胴部に平行タタキを施
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す。854～855・857は壷である。857は不定方向のパケ目調整の上に沈線文を施している。細片であり，

全体の沈線文様は不明である。858は器台である。受部の方が裾部より広い寸胴形である。859～860は

高杯である。859は一度明瞭に屈曲し外反しながら立ち上がる師部形態B類の口縁部である。861はⅡD

類（両端に挟りをもつ弧背弧刃）の石庖丁である。862は磨製石鉱である。他の磨製石鉢の例に多い

（本遺跡では約50％）ように切っ先部分が欠損している。

863は刀子である。全長9．6cm（うち刃部長6．0cm・茎長3．6cm）・厚さ0．4cm，片刃で斜め関の形状を

もつ。断面形は刃部楔形，茎部隅丸方形を呈する。弥生時代において，刀子は主に北部九州を中心とす

る西日本の弥生時代後期から終末期にかけての墓や住居跡から出土することが多く，武器や工具として

の用途が考えられている。本遺跡出土刀子はこの1点のみであるが，弥生時代後期から終末期頃の竪穴

住居跡出土という全国的な通例に沿う出土例となった。

hllll　　＿＿＿＿＿」

」　⊥　＿＿L＿＿　J

（863）

第146図109号竪穴住居跡（SA109）出土遺物図（1／4・1／3・2／3・1／2）

110号竪穴住居跡（SAllO・第145図・第147図一864）

遺構：B群の中位に位置する。SAlO9・SAlll・SA112に大部分

を切られており，北西隅部のみの検出であった。北辺と西辺が直交す

ることから方形か長方形の平面形態が推察されるが，規模等は不明で

ある。

遺物：細片が数点のみが埋土中から出土し，遺構に伴うと判断でき

うる遣物は少なかった。864は，嚢か鉢の頭部付近の細片である。表面

にへラ描きによる横方向と斜方向の組合せ文様が施されている。

－137－

0　　　　　　　　　　10cm
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第147図110号竪穴住居跡

（SA110）出土遺物図
（1／4）



111号竪穴住居跡（SAlll・第145図・第148図－865～870）

遺構：B群の西側に位置する。南半が造成により消失し，東辺がSA109に切られ，SAllOとSA112

を切る形で検出された。残存する規模は，辺長約3．1mの北辺と辺長約2．8mの西辺が直交することから，

一辺3m以上の方形または長方形の平面形態を呈するものと推測できる。

遺物：865～867は壷である。865は底部形態

B類，866は底部形態A類とB類の中間的要素

をもつ。867は口縁部であり，櫛描波状文を施

す。868は高杯である。一度明瞭に屈曲し外反

しながら立ち上がる師部形態B類の特徴をもつ。

869は外面に指ナデを施した底部形態B類の嚢

の底部である。870は器台である。縦方向の丁

寧なミガキを施しており，円形透かしをもつ。

0　　　　　　　　　　10cm

」⊥⊥」」⊥＿＿＿＿＿：

869

第148図111号竪穴住居跡

（SA111）出土遺物園（1／4）

112号竪穴住居跡（SA112・第145図・第149図－871～873）

遺構：B群の西端に位置する。SAllOとSAlllに東部を約1／3切られた状態で検出された。B群

の中では最も古い住居跡の可能性がある。規模は東西約4．0m・南北約3．6mで，平面形態は方形に近い

長方形である。壁面に柱穴が3基程認められたが，3基とも包含層中から掘り込まれており，後の時期

のものであろうと判断した。

遺物：871～873は壷である。871・873は縦方向のパケ

目の器面調整に上げ底気味の底部形態をもつ。872は細片で

詳細が不明であるが，内面の口唇部付近を若干窪ませ，斜

方向のパケ目を施す土器である。小型鉢もしくは小型聾の

口縁部と考えられる。

0　　　　　87310cm
ヒLL⊥⊥⊥＿＿　　」

第149図112号竪穴住居跡（SA112）

出土遺物図（1／4）

113号竪穴住居跡（SA113・第150図）

遺構：C群の北側，床面付近のみの検出である。他住居跡との切り合いはなく，独立している。北半

分は後世の擾乱及び削平のため，遺構面が消失している。辺長2．6mの南辺が残り，一辺2．6m程度の小

型の方形もしくは長方形の平面形態が推測される。この住居跡の床面は，傾斜の低い南半に床面が残る

ことから，水平ではなくやや南に傾斜していたと考えられる。主軸はN－60－Eとおよそ南北方向である。

遺物：細片が数点のみが埋土中から出土し，遺構に伴うと判断できうる遣物がなかった。

114号竪穴住居跡（SA114・第150図・第151図・第152図－874～905）

遺構：C群の中央部に位置する。SA115に南半部を切られ，1／2程度残存している。辺長約4．1m

の北辺と西辺・東辺がそれぞれ直交することから一辺4m前後の方形か長方形の平面形態が推測される。

主軸はN－デーEとSA113とほぼ同じく南北方向である。床面で2基の柱穴らしきピットが確認されたが，

SAlll同様，包含層中から掘り込まれており，後の時期のものと考えられる。遺物は北壁近く，特に

北東隅部付近に集中している。
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＼。

113号竪穴住居跡土層注記（SA113）

①暗褐色土（HuelOYR－3／3）…竪
穴住居跡の埋土。炭化物を含む。

114号竪穴住居跡土層注記（SA114）
（卦黒褐色土（Hue7．5YR－3／2）…竪

穴住居跡の埋土。土質はやわら

かく，炭化物を多く含む。／②
暗褐色土（HuelOYR－3／3）‥・竪穴
住居跡の埋土。黄褐色土粒と少

量の炭化物を含む。／③暗褐色
土（HuelOYR－3／3）…竪穴住居跡

の埋土。土器片3を多く含む。／
④暗褐色土（HuelOYR－3／4）…竪

穴住居跡の埋土か床土。黄褐色
土塊を多く含む。／⑤黒褐色土
（Hue7．5YR13／2）…（丑層と似てお

り，同一とも考えられるが。土
質はやわらかく含有物が少ない。

／（訂黒色土（Hue2．5YR－2／1）…後
世の捜乱土。／⑦黒色土（HuelO

YR－3／1）…竪穴状遺構の埋土。基
本層序の第Ⅱ層にも似ている。

／⑧暗褐色土（HuelOYR－3／4）＝
竪穴状遺構の埋土。⑦層に比べ硬くしまり黄褐色土塊を多く含む。／　⑨黒色土（Hue2，5YR－2／1）‥・後世の按乱土。
115号竪穴住居跡土層注記（SA115）

①暗褐色土（HuelOYR－3／3）‥・竪穴住居跡の埋土。黄褐色土塊を多く含む。／②暗褐色土（HuelOYR－3／3…竪穴住居跡の埋土。①層と似ている

が，炭化物を多く含む。／③にぷい黄褐色土（HuelOYR－5／4）・‥竪穴住居跡の埋土か床士。粘性があり固くしまっている。／④黒褐色土（Hue
7．5YR－3／2）…後世のピットによる擾乱土。

第150図113・114・115号竪穴住居跡（SA113・114・115）図（1／60）

遺物：874～878は嚢である。874は口唇部形態B類・口縁部形態B類・底部形態B類の特徴をもつ嚢

Ⅱ類である。875は874より小形であるが，口縁部から底部付近までのプロポーションが似ており，874

と同じく餐Ⅱ類である。876・877は口唇部下や口縁部に縦位の刻文をもつ貼付突帯を有し，下城式系の

賓の口縁部である。878は底部形態E類である。879は口唇部を尖らせわずかに外反させるが，基本的に

内湾しながら立ち上がる口縁部形態C類の鉢である。880～892は壷である。880・881は緩やかに外反す
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第151図114号竪穴住居跡（SA114）出土遺物図①（1／4）
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る口縁部形態D類をもつ壷Ⅳ類である。882・883は口縁部であり，口縁部下方に若干拡張し口縁端部に

凹線文を施す。884は若干拡張した口縁部をもち，頸部には崩れた櫛描波状文を施す。器面調整はミガ

キでなく，縦方向の工具ナデを施す。885は壷の口縁部か器台の受部である。886は長胴形の胴部形態A

類をもつ。口縁部は欠損しているが，口縁部形態B類のような大きく開くタイプと考えられる。887は

わずかに内湾しながら立ち上がる二次口縁部分であり，櫛描波状文の上に円形浮文が施されている。888

は頸部，889は胴部である。両方ともにへラ状工具による斜位の刻文がある。893～895は鉢である。893

は口縁部形態C類・底部形態A類をもつ小型の鉢ⅡB類である。895は口縁部形態C類で，内外面にミ

ガキを施す。896・897は高杯である。896は師部形態B類の師部である。897は短いながら裾部が大きく

開く脚部である。898・899は大形の壷の胴部である。898は底部が欠損しているが，脚台付きの底部形

態A類かレンズ状の底部形態C類と考えられる。899は丸底の底部形態D類である。

900は砂岩製の砥石である。平面三角形，側断面長方形を呈する。表裏面にC種研磨痕が認められる。

注目すべきは，表面中央部に研磨痕をもつ樋状の窪み（長さ6．5cm・幅0．5cm）がある。本遺跡出土の他

；こ‾‾～⊥喝透コ

晶

第152図114号竪穴住居跡（SA114）出土遺物図②（1／4→1／2・2／3・1／3）
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の砥石にはそうした樋状の研磨痕が認められず，特殊な研磨に用いた可能性がある。901は磨製石鉄で

あり，半分が欠損している。902は砂岩製の敲石であり，表面中央部に敲打痕が認められる。長軸端部

には大きく打ち欠いた痕跡があるが，敲打痕とは認められない。903は砂岩製の磨石であり，左側面に

磨痕が認められる。904は石庖丁の欠損品である。直線状の背部と曲線状の刃部との距離が短く，何度

も刃部を研ぎ直した可能性がある。905は石庖丁IA類（穿孔・弧背直刃型）である。

115号竪穴住居跡（SA115・第150図・第153図－906～918）

遺構：C群の南端に位置し，SA114の南半部を切る形で検出された。南半は造成及び竪穴状遺構に

よって消失し，1／2程度残存している。辺長約4mの北辺から一辺4m程度の規模が想定できるが，

西辺・東辺がそれぞれ北辺に直交せず，若干平行四辺形気味を呈する。主軸はN－230－EとSA113・SA

114と少し方向を異にする。

遺物：906・907・910は賓である。906は口唇部に三角状の貼付突帯をつけている。907は直立気味に

立ち上がる口縁部で，口縁部下に縦位の刻文をもつ貼付突帯を有する。910は一度頸部で大きく「く」

字状に屈曲した後に若干内湾しながら立ち上がる口縁部をもつ小型嚢である。口縁部に山形に近い櫛描

波状文を施す。908・909・911・912は壷である。909は器面調整がミガキで，縦位の刻文をもつ肩部である。

912は小型壷の底部である。913はおそらくコップ状鉢Ⅱ類の底部である。914は小型高杯の脚部である。

915は頁岩製ⅡB類（直背曲刃・挟り有り）の石庖丁である。挟りを両端にもちながら，未貫通の紐

穴用穿孔をもつ。この未貫通の穿孔行為は製作途中で行ったものか，使用途中で行ったものなのか疑問

が残る。916は頁岩製砥石で，表面一面のみに往復作業による凹面の研磨面が認められる。917は砂岩製

の敲石で，長軸端部に敲打痕が認められる。918は砂岩製石皿で，表面中央部に敲打痕と長軸12．5cm程

度の楕円形の磨痕が認められる。

＼＼磁

ぞ

IlTII
0　　　913　10cm

LLL⊥⊥⊥＿＿＿＿一二二二∃

0（906～914）5cm

」＿」＿」＿＿＿＿⊥　」　＿＿＿」

（916）

－‾〒‡′：－＿ 。∠二つ
ヒ工T一一lll．　　　」

（918）

第153図115号竪穴住居跡（SA115）出土遺物図（1／4・1／2・／1／3・1／6）
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■土坑（SC25）

D区で1基のみ検出された。D区南辺中央部付近の住居跡群の北側に位置する。

25号土坑（SC25・第154図・第155図一919～933）

遺構：D区南辺中央部付近，住居跡A群（SAlO3～107）の北側に位置する。調査前まで植樹され

ていた場所で，擾乱されていた。樹木や耕作土を除去したところ，現地表下20～30cm程のところから多

量の弥生土器片を含む黒色土の広がりが検出された。黒色土の広がりは，西側の一部が消失しているが，

長軸約3．8m・短軸約2．4m・最深部約20cmの不定形を呈する。出土土器類は北側に集中し，完形に近い

窺・壷・鉢がいずれも遺構床面ではなく，床面約10～20cm上から出土した。規模や遺物出土状況から考

えて，竪穴住居跡の床面付近の可能性があるが，検出された高低差約10cmの凸凹遺構面は住居跡床面と

は判じ難く，土坑として扱う。土坑の性格としては，多量の土器出土状況から考えて，廃棄土坑の可能

性を示唆しておきたい。

遺物：919～921は賓である。いずれもパケ目による胴部調整，口縁部形態C類・胴部形態C類であり，

餐Ⅲ類と考えられる。922～927・932は壷である。922～925は長形胴の胴部形態A類である。926は胴部

下半のみであるが，胴部中位に最大径がくる形の胴部片である。932は二重口縁をもつ壷I類である。

胴部形態は偏球形のC類である。928～931は鉢である。928は浅鉢タイプの鉢IC類であるが，口縁部

は短く外反し，底部は平底である。929は上げ底で外反する口縁部形態B類の深鉢タイプ鉢IB類である。

930は小型の鉢IC類である。931は尖底の底部から胴部下半で一度屈曲し，わずかに外反しながら立ち上

がる特殊な形態である。蓋の可能性もある。933はⅡC類（挟りあり・直背直刃）の石庖丁である。

一一一一－ー－一．・．－．′一一一一－一－‾

0 2m

ト，日　日　　　　j

25号土坑（SC25）土層注記

①黒色土（Hue2．5Y－3／2）・‥しまり

なくやわらかい。遺物を多量に含

み，遺構に伴う土層と考えられる。

／②黒色土ブロック混入黄褐色土

（HuelOYR－5／6）・・P基本土層の第Ⅴ

層と考えられるが，木根による撹

乱のためか黒色土ブロックを多く

含む。しまりややあり，乾燥する

と硬い．／③灰褐色土（HuelOYR－5／

1）…後世の撹乱土。黒色土・黄褐

色土・灰褐色土などのブロックに

よって構成されている。

第154図　25号土坑（SC25）図（1／40）
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第155図　25号土坑（SC25）出土遺物図（1／4・1／3）
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D区包含層出土の土器（第156図・第157図－934～1002）

D区では，先述したが，大きく3か所で遣物が集中して出土した。これを1～3地点と名付け，地点

別に述べる。

（1）1地点（第156図・第157図－934～988）

D区竪穴住居跡群が密集するDll・Ell・Fll・D12・E12・F12区である。934～947は嚢である。（934・

935・939は口縁部形態B類の口縁部である。934は工具ナデ，935・939はパケ目を施す。936は平面状の

口唇部形態B類に口縁部形態A類をもつ。外面には斜位の連続刻目文と斜方向のパケ目を施す。937・

938は他の賓の口縁部のように頸部で屈曲しないタイプである。937は肥厚した口唇部と口縁部下に1条

の三角状の貼付突帯上に連続刻目文を施す下城式系の口縁部である。938は肥厚した口唇部に連続刻目

文を施す。940は口縁部を指で摘み上げたように小さく緩やかに外反させる比較的小型の聾である。942

～947は底部である。942は指ナデによってわずかに端部が張り出した底部形態B類である。944・946は

底部形態E類で，946は縦方向のパケ目と平行タタキの両方を施す。945は底部形態C類である。）948～

962は壷である。948は内湾しながら立ち上がる二次口縁部の外面と口唇部に円形浮文を施す。949は直

立しながら立ち上がる二次口縁部に三角形幾何学文と円形の竹管文を施す。950は上下方向に拡張した

口縁部に押引き状の文様を施す。952は内傾しながら立ち上がる口縁部に950と同様の押引き状の文様を

施す。953は口縁部形態D類の口縁部である。954は口縁部形態E類の短頸タイプの口縁部であり，外面

にミガキを施す。955は大きく外反する口縁部で，1～2条の貼付突帯を施す。956は底部に穿孔をもつ

が，穿孔位置が中央部ではなく端部に寄っている。958は脚台状上底で底部形態A類の底部である。963

～966は高杯である。963は直立気味に口縁が立ち上がる師部形態A類の口縁部である。964は口縁部が

欠損しているが，963同様，師部形態A類の口縁部であると考えられる。967～974は鉢である。967～970・

972は深鉢で，鉢Ⅱ類である。967は丸底で内湾しながら立ち上がる口縁部をもつ鉢ⅡB類である。968・

969は脚台状上底に直立もしくは内湾気味に立ち上がる口縁部をもつ。971・973は浅鉢で鉢I類である。

971はつまみによって持ち上げた底部に逆「ハ」字状に広がる口縁部をもつ。973は口縁部形態A類・底

部形態D類の鉢IA類である。974は賓と鉢の中間形態のような鉢ⅡB類である。975～977は器台であ

る。975は上下2段に透かしをもち，寸胴で器高の低いタイプである。978は蓋部である。鉢のようでも

あるが，内面上部付近の調整が比較的粗雑なことから蓋として扱うこととした。979～986は小型土器で

ある。979は短く外反する口縁部で，外面に縦方向のミガキを施す。986は底部である。底面端部に1か

所穿孔が認められる。孔は径4mm程度，中心部に向かって斜めに穿たれている。987は杓子状土器の柄

部である。一面に縦方向のナデ調整が施されている。988は不明土製品である。現存長5．3cm・幅1．3cm

の直方体に近い形状をなす。わずかにカーブを描き，何かの柄になるようにも見える。

（2）2地点（第157図－989～996）

D区南東部，Ill区に谷地形の跡が検出され，落ち際の緩斜面から土器が集中して出土した。989～991・

994は壷である。989は端部を折り返すように肥厚させる口縁部形態E類の口縁部である。990は口唇部

に凹線文を施す口縁部形態B類の口縁部である。991は円盤状の貼付状底部をもつ。994は長形胴をもつ

胴部形態A類とレンズ状の底部形態C類をもつ。992・993は高杯の脚部である。995は鉢であり，鉢Ⅱ

B類である。996は杓子状土器の柄部である。
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三＝重訂‾三

第156図　D区包含層出土遺物図①（1／4）
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（3）3地点（第157図－997～1002）

D区西部，AlO・B8・B9・BlO区で遺構は検出されなかったが，緩斜面にわずかに基本層序の第Ⅳ層

以下が残っており，そこから土器が集中して出土した。997は壷である。二重口縁部に三角形の幾何学

文を施す。998は嚢の口縁部で，内外面に横方向のミガキを施す。999はおそらく鉢と考えられる。横と

斜方向の沈線と列点文の組合せ文を施す。1001は高杯の師部である。明瞭な屈曲点をもたない師部形態

C類をもつ師部の口縁部である。1002は外面にミガキを施す蓋部と考えられる。

＼戯83∠艮ゝ985

第157園　D区包含層出土遺物図②（1／4）
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（5）　E・F区の調査（第158図～第172図）

E・F区は北ブロック北西側に位置し，Ⅹ軸は2～11ラインを，Y軸はC～Lラインを包含する3，450

扇の調査区である。D区とは南辺で接地する。

調査は2次調査において実施した。調査前の状況は，F区中央部にコンクリート基礎のハウス1棟，

E区に管理棟と倉庫が各1棟，周辺に畑地が広がっており，地形はほぼ水平であった。建物部分のコン

クリート基礎と畑地の耕作土を重機により除去したところ，調査区域の大半は削平され，アワオコシス

コリア層とイワオコシスコリア層（基本層序の第Ⅷ層・第Ⅸ層）が面的な広がりをみせていた。辛うじ

てE区の北側と西側に基本層序の第Ⅳ層以上の包含層が確認された。こうした状況を考えると，F区は，

D区同様，B区南部を突端部とする入り組んだ丘陵地であり，その丘陵部はD・E・F区の境界付近が

頂部になると推定される。そして，F区西側は丘陵地の西斜面，F区北側はB・D区丘陵地の後背斜面

と考えられる。

検出された遺構は，竪穴住居跡5軒（SA116～SA120）・土坑5基（SC26～30）・炉穴1基で，

出土した遺物から竪穴住居跡と土坑は弥生時代，炉穴は縄文時代に帰属するものと考えられる。

以下に検出された遺構と遣物について若干の説明をくわえる。竪穴住居跡と土坑の計測値は第3表に，

遺物の観察表・計測表は第4表～第32表に掲載している。なお，縄文時代に帰属すると考えられる炉穴

は後述「第6節　旧石器～縄文時代の調査」に掲載している。



■竪穴住居跡（SA116～SA120）

F区全体で5軒検出された。いずれもF区南西部付近に集中する。他区の竪穴住居跡同様，SA120

以外SA116～119は主軸と斜面が直交するように配置されている。SA119・SA120は独立しており，

SA116～118は重なり合っており，SA118→SA116→SA117の順で切り合っていたと考えられる。

住居の規模と平面形態は切り合いにより全体像が把握できないものが多く不明であるが，SA116とS

A120は一辺3．5m程度の方形，SA117は長径3．5m程度の不整形であるように全てが方形というわけで

はない。柱穴は他の住居跡群同様，確認されなかった。

116号竪穴住居跡（SA116・第159図・第160図－1003～1024）

遺構：C7グリッドで検出された。SA118を南西部で切り，北西部をSA117によって切られており，

遺構の西側が擾乱されている。辺長約3．5mの東辺に直交する北辺と南辺が残存しており，平面形態は

方形と推定できる。主軸はほぼ南北方向のN－20－Eである。

PC’

⑤　⑥

－‥ニ・－∴Htl「∴二‥lこ＿＿二＿エコ

116～118号竪穴住居跡土層注記（SAl16～118）
①黒褐色土（Hue2．5Y－3／2）・・・SA116の埋土。下部にわずかに炭化物を含む。／②オリーブ褐色土（Hue2．5Y－4／3）・‥SA116
の埋土か床土。上部に土器片を含む。基本層序の第Ⅴ層の土塊をわずかに含む。／③黒褐色土（HuelOYR－2／3）…SA117の埋
土。無色透明粒，炭化物と土器片を多く含む。／④暗褐色土（HuelOYR－3／4）…SA117の埋土か床土。2～3mm程の乳白色
粒と炭化物を多量に含む。／⑤オリーブ褐色土（Hue2．5Y－4／3）…SA118の埋土。土器片を多量に含む。／⑥黄褐色土（Hue
2．5Y－5／4）‥・SA118の埋土か床土。基本層序の第Ⅴ層の土塊を多量に含む。／⑦黒褐色土（HuelOYR－3／2）・・・土器片を含むが，
土質はボコボコしており，木根などの撹乱と考えられる。／⑧黒褐色土（HuelOYR－4／6）・・・SA116の埋土。下部に土器片を含
む。／⑨灰黄褐色土（Hue5YA4／1）…SA116の埋土。上部に土器片を含む。／⑩褐色土（HuelOYR－3／3）・・・わずかに炭化物を含
む。別の遺構（土坑など）の可能性がある。／⑪オリーブ褐色土（Hue2．5Y－4／4）…黄褐色土塊を含む。⑩層同様別の遺構
（土坑など）の可能性がある。／⑫黒褐色土（HuelOYR－4／6）…後世の擾乱土。木根痕跡の可能性がある。／⑱黒褐色土（Hue
lOYR－4／6）…後世の擾乱土。

第159図116・117・118号竪穴住居跡（SA116・117・118）図（1／60）
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遺物‥1003～1005は賓である。1003は明瞭に屈曲する頸部に平坦状の口唇部をもつ口縁部形態A類で

ある。1004は頸部で大きく屈曲しながら外反する口縁部で，頸部に斜位の刻目をもつ貼付突帯を施す。

1005は直立気味に立ち上がる口縁部で，頸部に縦位の刻目をもつ貼付突帯を施す。1006～1014は壷であ

る。1008は二次口縁部に凹線文を施す。1010は縦方向に丁寧なミガキを施した長頸壷の口縁部である。

1011は小さく外反する口縁部形態C類に偏球形胴の胴部形態C類をもつ壷Ⅱ類である。1013は胴部～底

部片であるが，底部が左右非対称で不整形に歪んでいる。意図的なものとは考えにくく，偶発的に発生

したものと考えられる。1015は肩部であり，ミガキ調整の上にへラ描きの幾何学文が施されている。

1015～1017は小型土器片であり，1015は円盤貼付状平底の壷の底部で，1016は端部が外反する平底の窺

または鉢の底部で，1017は上底の壷の底部である。1018～1020は高杯であり，いずれも一度明瞭に屈曲

した後に外反しながら立ち上がる杯の口縁部である。1021・1022は鉢である。1021は現代のドンブリの

ように内湾しながら立ち上がる器形で，底部は円盤状平底をもつ。1022は緩やかなS字を描きながら外

側に開く器形をもつ。鉢としているが，D区包含層出土978と形態が似ており，蓋の可能性もある。102

3は砥石である。頁岩製で，表面1面のみに研磨面をもち，本遺跡分類のⅡ類（不定形剥片砥石）に該

当する。1024は磨製石鉢である。頁岩製で，先端部が欠損している。

0　　　　　　　　　10cm

Ll＿「一　一　一　　　　‥＿＿i

（1003～1022）

0　　　　　　　　　　5cm

」＿」＿」＿＿】＿　－　1

（1023）

∠ミ＝＝⊃1023

（1024）

第160図116号竪穴住居跡（SA116）出土遺物図（1／4・1／212／3）

117号竪穴住居跡（SA117・第159図・第161図・第162図一1025～1052）

遺構：南側でSA116とSA118を切る形で検出された。西側は後世の造成によって擾乱されており消

失している。東辺は直線的になっている部分はあるが，残っている北・東・南辺は弧状を呈する。西側
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が検出できず平面形態は不明であるが，本遺跡の主流である方形や長方形でなく，最大径約3．5mの不

定形だと推察される。遣物は遺構やや南寄りの中心部分に集中している。不整形の平面形態や遣物が中

央付近に集中して出土していることから考えて，土坑の可能性も考えられるが，床面から直立気味に壁

が立ち上がることから，竪穴住居跡と考えられる。

遺物：1025～1031は嚢である。1025は，薄く尖る口唇部形態C類，緩やかにS字状に屈曲する口縁部

形態C類，長胴で胴部上半に最大径がくる胴部形態C類，尖底の底部をもつ襲Ⅲ類である。1026・1027

も口縁部形態C類をもつ。1028は逆L字状に開く口縁部である。1030は底部形態E類をもつ。1032～

1046は壷である。1036・1037は同一個体であると考えられる。大きく外反する口縁部形態C類，長形胴

の胴部形態A類をもつ壷Ⅱ類である。1038は二次口縁部に櫛描波状文を施す口縁部形態A類，球形胴の

胴部形態B類をもつ壷I類である。1033は内湾しながら立ち上がる二次口縁部であり，大きくうねる櫛

描波状文を施す。1035は二重口縁の口縁部形態A類であるが，やや小型であり，直立気味に立ち上がる

二次口縁部は無文である。1034は外側にわずかに開きながら伸びるやや小型壷の口縁部である。器壁は

一往
l ＼
、、1

ll

10 ：

『
′′′　　　　 1 0 2 8

／　′
／　　′
／　 ／
／／／　 ＼も

10 2 5　　　　　 10 3 1

は●

10品禦頂34撃

LLL⊥⊥⊥＿＿＿＿」

第161図117号竪穴住居跡（SA117）出土遺物図①（1／4）

－151－



薄く櫛描波状文が描かれている。1039は口縁部形態B類に長形胴の胴部形態A類，レンズ状平底の底部

形態C類をもつ壷I類である。1041・1042は頸部である。1041は頸部に貼付状突帯らしき膨らみが認め

られる。1042も1041同様，頸部に突帯をもつが，更に斜位の刻目をもつ。1044は下部に拡張した口唇部

に凹線文が施されている。1047は小片ではあるが，おそらく高杯の師部片である。1048～1052は鉢であ

る。1048は頸部で屈曲する口縁部形態B類をもつ鉢IB類である。1049～1052は内湾しながら立ち上が

る口縁部形態C類である。1050は底部が丸底で砲弾形を呈する鉢IC類である。

第162図117号竪穴住居跡（SA117）出土遺物園②（1／4）

118号竪穴住居跡（SA118・第159図）

遺構：北側をSA117に北東をSA116に切られ，西側を後世の造成で，東側を後世の擾乱で消失した

形で検出された。わずかに南西部が残る程度である。南西コーナーが残存しており，辛うじて方形もし

くは長方形だと推測される以外は規模など不明な点が多い。

遣物：細片が数点のみが埋土中から出土し，遺構に伴うと判断できうる遣物はなかった。

119号竪穴住居跡（SA119・第163図・第164図－1053～1057）

遺構：北F区中央部西側，C5グリッドに位置する。他の竪穴住居跡と重ならず独立しているが，西

側は後世の造成，南側は揖乱によって消失しており，約1／2程度の残存状態である。平面形態は，辺

長約4．5mの東辺と部分的に残っている北辺より，一辺4．5m程度の方形または長方形であると推測でき

る。ただし他の竪穴住居跡と違い，角張った方形ではなく，角が丸い隅丸方形状の平面形態である。検

出面は比較的傾斜があるが，床面をほぼ水平に設けている。遺物は北壁近くと東壁近くで出土した。完

形に近い壷2点（1053・1054）が出土するなど，残存状況は悪くはないと考えられるが，10～15cm程度

の自然礫が多く含まれており，廃絶した住居跡にしては若干不自然な検出状況である。
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119号竪穴住居跡土層注記（SAl19）

（わ暗褐色土（HuelOYR－3／1）・・・SA216の埋土。

2～3mm程度の礫を多く含む。下部に土器片を

含む。／②黒オリーブ褐色土（Hue2．5YR－3／2）‥

SA119の埋土か床土。2～3mm程度の礫と黄

褐色土塊を含む。層中に土器片を含む。／③暗

オリーブ褐色土（Hue2．5YRr3／3）…SA119の床

土。

第163図119号竪穴住居跡（SA119）図（1／60）

遺物：1053～1055は壷である。1053は直立する短頸壷で，偏球胴の胴部形態C類，レンズ状平底の底

部形態C類をもつ壷Ⅵ類である。器面調整はミガキを施す。1054も1053とほぼ同様の形態で，口縁がわ

ずかに窄む。口縁上部に櫛描波状文を施す。3は口縁部形態A類の二次口縁部であり，櫛描波状文を施

す。1056は小型の高杯の脚部である。1057は頁岩製の石庖丁である。製作時の形態なのか，刃の研ぎ直

しによるものかわからないが，右側縁に向かって細くなっていく平面形態をもつ。表面は剥離が多いが，

赤化が認められる。原石によるものか，研磨時に鉄分などに反応したのか不明である。

了二∵一一一ィ〔J
1055

0　　　　　　　　　　10cm

：llllJ i

（1053～1056）

第164図119号竪穴住居跡（SA119）出土遺物図（1／4・1／3）

120号竪穴住居跡（SA120・第165図・第166図－1058～1062）

遺構：F区中央付近，D4グリッドに位置する。先述したが，F区は北端と西端部を除いて，削平に

より基本層序第Ⅳ層以上の包含層が消失している。そうした場所の基本層序第Ⅵ層から多くの遣物を伴っ

て検出された。平面形態は一辺約3．5mの方形を呈する。しかし，掘り下げを行ったところ，埋土は数

cm程度しか存在せず，遺構掘削面が検出された。このことから，この住居跡は，後世の削平によって床

面付近だけが残った竪穴住居跡と考えられる。遺物は東側を中心に検出された。

遺物：1058は嚢である。緩やかに「S」字状に屈曲する口縁部形態C類，胴部上半で最大径がくる長

形胴の胴部形態C類をもつ嚢Ⅲ類である。1059は短く緩やかに外反する口縁部形態C類，胴部中心に最
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120号竪穴住居跡土層注記（SA120）
①褐色土（HuelOYR－4／4）…周辺の土層（基本層序の第Ⅵ層）似てい
るが，わずかに色調が明るい。床面付近のみの検出と考えられる。

第165図120号竪穴住居跡（SA120）図（1／60）

大径がくる長形胴の胴部形態A類，

平底の底部形態D類をもつ壷Ⅲ類

である。1060は平底とレンズ状平

底の中間形態での底部をもつ，胴

部は下半しかないが，形態から考

えて頸部で短く外反する鉢であろ

う。1061は鉢か壷の胴部である。

1062は聾と鉢の中間形態のような

土器である。短く外反する口縁，

球形胴，円盤状平底をもち，器面

調整には工具ナデを施す。

26号土坑（SC26・第167図－1063）

遺構：F区南西部，5Dグリッ

ドで検出された。長径80cm・短径

65cmの鶏卵形を呈する。深さは検

出面から約10cmと浅めである。埋

土は大きく2層に分かれ，層の境

第166図120号竪穴住居跡（SA120）出土遺物図（1／4）
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界付近に完形に近い聾（1063）が潰れた状態で出土した。聾の割れた隙間には，炭化物を多く含む黒色

土と焼けたような礫が1個検出された。この黒色土と割れた礫は，聾が割れる前に入っていたと考えら

れる。

遺物：嚢が1点のみ出土した。薄くのびる口唇部形態C類，緩やかに「S」字状に屈曲する口縁部形

態C類，長形胴で上部に最大径がくる胴部形態C類の特徴をもつことから，賓Ⅲ類だと考えられる。

27号土坑（SC27・第168図－1064～1070）

遺構：F区南西部，5Dグリッドで3基が集中した形で検出された。北側と西側が後世の擾乱で消失

している。SC28の北辺がSC29の南辺を切っている以外は個々が独立した状態である。SC27は西側

が一部消失した形で検出された。長軸約110cm，短軸推定約80cmの涙滴形を呈する。深さ約10cmで，埋

土はやわらかい黒色土である。遣物は中央部より鉢（1064）が1点出土した。

第167図　26号土坑（SC26）図（1／40）及び出土遺物図（1／4）

遺物：1点のみの出土である。1064は鉢である。口縁部が内湾しながら立ち上がる鉢IC類であるが，

口縁端部がわずかに外反する。

28号土坑（SC28・第168図－1065）

遺構：SC28の平面形態は，北東側が一部債乱によって消失しているが，一辺約180cmの方形である。

深さは約10cmで，埋土はやわらかい黒色土である。遺構面は比較的水平であり，竪穴住居跡の可能

性も考えられたが，埋土が短期間で埋まったような単一層であったので土坑と判断した。遣物は，東壁

付近より嚢の一部（1065），中央部付近より自然礫が3個集まった形で出土した。

遺物：1065は嚢の胴部～底部である。ほぼ平底ではあるが，若干上底状で端部をわずかに張り出した

底部形態B類とD類の中間的特徴をもつ。

29号土坑（SC29・第168図－1066～1070）

遺構：SC29は，南辺がSC28によって，北側の大部分が後世の擾乱によって消失している。正確な

規模と平面形態は不明であるが，東西長220cm，南北の現存長115cmと3基の土坑の中では一番大きい。

SC29もSC28同様，竪穴住居跡の可能性も考えられたが，同様の理由で土坑と判断した。遣物は南東
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部分に散在した状態で出土した。

遺物：1066は長頸壷の口縁部で壷Ⅴ類である。1067は鉢ⅡB類で，上底気味で端部を摘み出した形態

の底部をもつ。1068は短く外反する口縁部形態C類をもつ壷Ⅲ類である。1069は壷の胴部～底部である。

偏球胴の胴部形態C類とレンズ状平底の底部形態C類の特徴をもつ。1070は壷の肩部である。沈線によ

る重弧文が施されており，免田式壷の一種である。

30号土坑（SC30・第169図一1071～1078）

遺構：F区北西隅に位置する。調査時の不手際で図化できなかったが，長軸約4m，短軸約2．5m，

アメーバー状の不定形を呈する。埋土は，平面形状がドーナツ状に2層に分かれ，中心部が黒灰色土で

小さな土器片を多量に含み，周辺部が黒褐色土で形の判別できるような大きめの土器片が多く含まれる。

28・29号土坑（SC28・29）土層注記

①黒褐色土（Hue7．5YR－2／3）＝・粘性弱くしまりも

弱い。SC28の埋土／②暗褐色土（HuelOYR－3／4）

…①とあまり区別がつかないが，若干色調が明る

い。SC29の埋土

！

ノ

第168図　27・28・29号土坑（SC27・28．29）図（1／40）及び出土遺物図（1／4）

遺構の性格については不明であるが，中央部の黒灰色は灰質土で被熱の可能性が大いに考えられる。た

だし，遺構周辺の包含層は著しく揖乱され，果たして土器年代の示すような時期の遺構であるか疑問が

残る。例えば畑地耕作時に出てきた土器類をゴミと一緒に焼却しようとした土坑など，後世の土坑であ

る可能性が大きい。

遺物：1071～1072・1075・1079は聾である。1072・1075は上方に薄くのびる口縁部に器面調整に平行

タタキを施す。聾Ⅲ類だと考えられる。1071は緩やかに「く」字状に屈曲しながら立ち上がる口縁部形

態B類をもつ。器面調整は縦方向のパケ目である。1079は壷のように大きく広がる底部ではあるが，底
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部形態E類の特徴をもつ賓の底部である。器面調整は平行タタキを施す。1074・1076・1078は壷である。

1074はわずかに内湾しながら立ち上がる二次口縁部をもつ。二次口縁部には櫛描波状文を施す。1076は

小型壷である。レンズ状の底部形態C類を特徴的にもつ。1078は大きく開きながら立ち上がる底部であ

り，平底の底部形態B類をもつ。1073は鉢である。内湾しながら立ち上がる鉢ⅡB類で，平底で端部を

わずかに摘み出す底部形態をもつ。

〒≡茅

〒］＝二律

075？1－…　10Fm

第169図　30号土坑（SC30）出土遺物図（1／4）

F区包含層出土の土器（第170図～第172図－1079～1140）

F区では，遣構外からの遣物が主に西側と北側の傾斜面に集中して出土した。ここでは一括して扱う。

1079～1092は賓である。1079・1081は，短く屈曲する口縁部をもつ賓I類である。器面調整はパケ目

を施す。1080は緩やかに屈曲する口縁部B類をもち，器面調整はハケ目を施す。1081は短く屈曲する口

縁部A類をもつ嚢I類だと考えられる。1082は，胴部上半で最大径がくる胴部形態C類をもち，口縁部

は短く外反する。1083は短い口縁部に，胴部上半で最大径がくる胴部形態C類をもつ。1084は長く緩や

かに屈曲する口縁部形態C類をもち，外面には平行タタキを施す。1087は外反しながら直立気味に立ち

上がる口縁部である。外面口縁部に櫛描波状文を施している。1088は断面形が角状に立ち上がる1条の

突帯をもつ頸部片である。1089は小型の嚢である。1090は器面調整に平行タタキを施す嚢の脚台部分だ

と考えられる。1091・1092は胴部～底部である。いずれも長形胴タイプではあるが，最大径の場所が若

干違う。脚部形態は，ともに張り出しをもつ平底のD類である。1091は底部付近に縦方向のミガキを施

す。

1093～1104は壷である。1093は口縁部が大きく開くタイプの壷Ⅱ類の直ロロ縁壷である。口唇部は凹

面状にくぼみ，球形胴に平底をもつ。1094は壷I類の二重口縁壷の二次口縁部であり，櫛描波状文の上

に円形浮文を装飾する。1095は口縁部形態B類をもち，その口唇部に櫛描波状文を施し，その上に縦位

の貼付突帯文を施す。1096・1097は二次口縁部に凹線文をもつ壷I類の口縁部である。1099は壷Ⅴ類の
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1090

第170図　F区包含層出土遺物図①（1／4）

長頸壷である。1100は壷の肩部であり，斜位の刻文をもつ貼付突帯・横走する数条の沈線文・三角形を

基調とする幾何学文を施す。1101は壷の胴部か頸部であり，縦方向のパケ目が全体に施されているが，

その上側に「×」のようなへラ書き文らしきものが認められる。1102・1103・1104は胴部であり，1102

は球形胴であるが，わずかに最大径部が「く」字状に曲がっている。1103は球形の胴部形態B類の胴部

に尖底気味の底部をもつ。1103は長形の胴部形態A類の胴部に平底気味の底部をもつ。

1105～1117は高杯である。1105は緩やかに屈曲しながら立ち上がる師部C類と内湾しながら脚注部に

繋がる裾部をもつ高杯Ⅲ類である。1106・1107は師部形態B類の師部である。1108・1109は同一個体だ

と考えられる。師部はB類のようであるが，口縁部が外反ではなく直立気味に立ち上がっている。脚部
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は短くラッパ状に開くB類である。1113は師部の一部と脚部である。円形透かしをもち，長脚で細長く

ラッパ状に開くA類の脚部をもつ。

1117～1126は鉢である。そのうち1117～1119・1126は深鉢（I類）・1120～1125は浅鉢（Ⅱ類）である。

1117は胴部でS字状に屈曲する胴部形態A類をもつ鉢IA類である。1118は内湾しながら立ち上がる胴

部形態C類をもつ鉢IC類である。底部は欠損しているが，貼付円盤状平底を呈すると考えられる。

1119は直線的に開くタイプである。1120・1121・1123・1124はわずかに内湾しながら立ち上がる鉢ⅡB

類である。底部は1124の平底を除いて，1120・1121・1123は上底である。1122は直線的に外側に開く鉢

である。1125は平底の底部に内湾しながら立ち上がる胴部をもち，小型壷の可能性もある。1127～1139

は小型土器である。1138・1139は小型壷の可能性がある。1140は杓子状土器の柄部である，

第171図　F区包含層出土遺物園②（1／4）
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1136　　　1137　　　　　　　1138

第172園　F区包含層出土遺物図③（1／4）
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（6）その他の遣物（第173図－1142～1145）

遺構外出土の土器・石器以外の遣物として，鉄器と石製装飾品が出土した。

■鉄器（第173図－1142～1144）

下那珂遺跡では全部で6点の鉄器が出土した。うち5点が鉄鉱で，残り1点は刀子である。鉄鉱の1

点（SA56－608）と刀子1点（SAlO9－863）が遺構出土であり，他はこの4点の鉄鉱（1142～1144）

である。3点とも平面形態が異なるが，いずれも無茎の三角形鉱の範境に入る。1142は比較的鉄身の長

いタイプで最大長5．5cmである。嫉身部上半に2つの穿孔が施してある。大きさは若干異なるが，平面

形態は弥生時代後期終末頃に時期比定されている福岡県小郡市三沢栗原遺跡29号住居跡出土鉄鉱（小郡

市教育委員会1986『三沢栗原遺跡Ⅴ』）と似ている。1143は五角形の一辺が窪んだような形態を呈する。

1144は全長2．1cmと小形である。平面形態は砲弾形を呈し，基部が弧状に窪む。

書石製装飾品（第173図－1145）

1145は石製の勾玉である。下那珂遺跡では勾玉が合計3点出土したが，うち2点は土製勾玉（SAlト

422・SA56－609）で，出土している石製勾玉はこの1点のみである。石材は緑色滑石で，1カ所に径

2mmの穿孔が施してある。

－＿‾干I＿＿一一∴丁く∈≦∋1144
1143

l〒〒≡芋
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

（1142～1144）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2cm

（1145）

第173園　遺構外出土鉄器・石製勾玉園（1／1・2／1）
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第6節　旧石器時代～縄文時代の調査

前節で述べたが，下那珂遺跡は弥生時代後期～終末期主体の遺跡である。しかし，部分的な調査や表

採資料によって弥生時代以前の存在が確認された。確認された遺構・遺物は，集石遺構2基・炉穴状遺

構4基・石器類・縄文土器類である。以下簡単であるが，個別の説明を行う。
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第174図　縄文時代遺構配置図（1／1，500）
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（1）遺構

■集石遺構（第175図）

A区調査において，基本層序の第I層～第Ⅲ層を除去し弥生時代中心包含層（基本層序の第Ⅳ層）検

出した時，丘陵頂部が削平され第Ⅴ層以下が検出されたことは前項で述べたが，その折に完全な検出状

況ではないが2基の集石遺構が検出された。

1号集石遺構（第175図左）

N18グリッド南西側で検出された。長軸約120cm・短軸約115cm・深さ約6cmの円形プランの浅い土坑

をもつ。構成礫は小形で3～8cm程度の砂岩製亜円礫を主体とする。礫密集状況は，北側に密集部分が

あるが，他は疎らである。

2号集石遺構（第175図右）

N21とN22の境界上で検出された。長軸約125cm・短軸約110cm・深さ7～17cmの円形プランの1号集

石遺構とほぼ同形・同規模の土坑をもつ。構成礫は5～10cmの砂岩製亜円礫が主体であるが，土坑底面

付近では約10～15cmのやや大きめの砂岩製礫を用いている。礫密集状況は，1号集石遺構と異なり土坑

内に密集しており，さらに南側の土坑外にも疎らに存在する。

第175図　1号・2号集石遺構（SIl・2）（1／30）図
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〃炉穴状遺構（第176図～第177図）

A区で2基・D区で1基・F区で1基の炉穴状遺構が検出された。

1号炉穴（第176図－1）

A区N20グリッド北東側で検出された。長軸176cm・短軸41～70cmの瓢箪形を呈する。深さは約25cm，

埋土は粘性のない暗褐色土の単層であるが，径の大きい方の端部の底部には粘性のある柔らかな土，も

う片方の底部には赤化した焼土が確認された。

2号炉穴（第176図－2）

A区N20グリッド北東側で検出された。長軸155cm・短軸51cmの隅丸方形を呈する。深さは約22cm，

埋土は中央部の底部と片方の底部中央部には赤化した焼土が確認された。

3号炉穴（第176図－3）

D区Cllグリッドで検出された。長軸194cm・短軸44cmのバナナのように反った長楕円形と径38cmの

円形の2つから成る。深さは13～21cmで，床面の大部分と壁面の一部に焼土が確認された。

二二三

1号炉穴（SPl）土層注記
①暗褐色土（Hue7．5YR－3／4）／②暗褐色土（Hue7．5YR－3／3）／
③暗褐色土（Hue5YR－3／4）…黄褐色ブロックや黄橙色粒を含む

／④暗褐色土（Hue7．5YR－3／3）・‥黄橙色粒をわずかに含む／⑤
赤褐色土（Hue5Y－5／6）・・・赤褐色の焼土／⑥褐色土（Hue7．5YRr
5／6）…黄橙色粒と炭化粒をわずかに含む。

⑤　④　（D（診　⑤

2号炉穴（SP2）土層注記

（郭暗褐色土（Hue7．5YRA3／4）・‥粘性無くポロポ

ロしている／②赤褐色土（Hue5Y－5／6）…赤褐色

の焼土。粘性有り。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

3号炉穴（SP3）土層注記

①暗褐色土（HuelOYR－3／3）／②黒

褐色土（HuelOYR－2／3）…炭化粒と

赤褐色の焼土を多く含む／③褐色土

（Hue7．5YRA／3）…黄橙色土ブロッ

ク，炭化粒，赤褐色の焼土を多く含

む／④明褐色土（Hue7．5YR－5／6）・

硬くしまっており，下部に赤褐色の

焼土，黄橙色粒を含む／⑤暗褐色土

（Hue7．5YR－3／3）…（丑層と似ている

／（砂褐色土（Hue7．5YR－4／4）…②

層と似ているが色調に少し赤みがか

かり明るい。炭化粒と赤褐色の焼土

を多く含む

第176図　1号・2号・3号炉穴（SPl・2・3）図（1／30）
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4号炉穴（第177図）

F区E2グリッドで検出された。長軸328cm・短軸31～78cmの長楕円形，その長楕円形から分化した

長軸78cm・短軸71cmの隅丸方形の組合せのY字状土坑と径77cmの円形土坑から成る。床面の各端部と中

央部に焼土が確認できる。2基以上の炉穴が切り合ってできたものだと考えられる。

4号炉穴（SP4）土層注記

①暗褐色土（Hue7．5YRT3／3）‥・赤褐色の焼土を含む／②暗褐色土（Hue7．5YR－3／3）・・・炭化物

と赤褐色土を多く含む／③黒色土（HuelOYR－2／1）…粘性有り，しまり弱い。炭化物を多量に

含み，赤褐色の焼土が塊状に含む／④暗褐色土（HuelOYR－3／4）…粘性有り，しまり弱い。炭

化物を多量に含む／⑤褐色土（HuelOYR－4／6）・・・赤褐色の焼土を多量に含む／⑥黒褐色土（Hue

7．5YRA2／2）・・P炭化粒と赤褐色の焼土を含む／⑦褐色土（Hue7．5YR－4／3）・・・粘性有り，しまり

弱い。黄褐色土粒を含む

第177図　4号炉穴（SP4）（1／30）図

（2）遺物（第178図～第181図・1147～1161）

■石器…包含層及び基本層序の第Ⅵ層以下から旧石器～縄文時代早期に属すると考えられる石器類が出

土した。出土した石器はナイフ形石器・尖頭器・削器細石刃核・剥片石器・打製石鉱である。

ナイフ形石器（第178図－1147～1150）…1147はチャート製である。素材剥片のバルブ側を先端に用

いる。背面と左右側線いずれのブランテイングにも対向調整が観察される。刃部には不規則な刃こぼれ

状の微細剥離痕が考えられる。1148は頁岩製である。縦長の剥片を素材とし，剥片末端部を先端に用い

る。二次調整は通常のブランテイングより大ぶりで，鋸歯状を呈する調整の後に，通常のブランテイン

グが施される。また，腹面の刃縁には刃こぼれ状の微細剥離痕が確認できる。1149はホルンフェルス製

である。縦長剥片を素材とし，剥片末端部を先端に用いる。1150は頁岩製である。縦長剥片を素材とし，

剥片末端部にブランテイングを施す。背面右側にも二次調整が施されるが，通常のブランテイングより
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若干甘い加工である。背面右側縁には刃こぼれ状の微細剥離痕が確認できる。

尖頭器（第178図－1151～1152）…1151は珪質岩製である。調整は両面に及ぶ。調整剥離は概して粗

く，側面の調整はジグザグしている。1152はホルンフェルス製である。平面形は左右対称であるが，調

整は左右非対称である。

削器（第179図－1153）…1153は頁岩製である。大形の幅の広い剥片を素材とし，両側縁にスクレイ

パーエッジを形成する。剥片末端部を欠損するが，この部分にも刃部が形成されていたとすれば掻器で

ある可能性もある。

細石刃核（第179図－1154～1159）…1154は流紋岩製の船野型細石刃核のブランクである。1155～1159

はいずれも畦原型細石刃核である。1155は頁岩製で，両極打法による分割礫を用い，2面の作業面を有

する。1156は砂岩製で，節理面によって破損している。2面の作業面を有する。表面が光沢をもってお

り，弥生時代に砥石として再利用された可能性がある（246）。1157は砂岩製であり，両極打法による分

割礫を用い，1面の作業面を有する。1158は砂岩製であり，両極打法による分割礫を用い，2面の作業

面を有する。1159は砂岩製であり，両極打法ではない分割礫を用い，2面の作業面を有する。

（、ノ

∈書1151　く二＞1152

第178図　旧石器時代～縄文時代石器図（力（2／3）
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∠二二ゝ1－53

第179図　旧石器時代～縄文時代石器図②（2／3）図

剥片石器（第180・181図1160～

1161）

1160～1161は第Ⅵ層中から出土し

た。先項（第Ⅱ章一第4節）で述

べた蛤形剥片石器との共通点も多

いが，縄文時代早期以前に属する

石器であり，別に剥片石器として

扱う。ただし，先項でも述べてい

るが，先項で蛤形剥片石器の範疇 第180図　旧石器時代～縄文時代石器図③（1／2）図
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にいれたものの中に縄文時代以前の剥片

石器の可能性があるものが多くに含まれ

ていることを予め断っておきたい。1160

は砂岩製である。背面に自然面を残し，

幅の広い端部と左側縁の一部とバルブ側

に剥離を施し，刃部を形成する。1161は

剥片の上下両側縁に剥離を施し，刃部を

形成する。特に下方縁には丁寧な剥離を

施し，鋸歯状に仕上げている。1160・1161

とも削器的な利用が想定できる。

てこ＝＝＝＝⊃1161』⊥⊥⊥jm

第181図　旧石器時代～縄文時代石器図④（1／2）図

■土器…細片が多数出土した。ほとんどが基本層序の第Ⅳ層（主に弥生時代の包含層）上から出土した。

風化著しく不明なものが多い。主体は口縁部断面が舌状を呈しする厚手（1．0～1．3cm前後）で，胎土に

は1Ⅱ皿以下の乳白色と淡黄色粒を多く含むものが多い。外面施文は無文が多いが，横と斜方向の貝殻腹

縁による条痕文を施すものも多い。また，楕円形・山形の押型文もわずかに含む。いずれも縄文時代早

期に属するものだと考えられる。
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（1）竪穴住居跡

住 居 番 号 検 出 区
検 出
グ リッド

方 位 平 面 形 主 柱 穴
規　 模 （cm ） 面 積

（n了）長 さ　 ×　　 幅　　 ×　深 さ

S A l A 区 N 1 9 N －2 7 －E 不 正 方 形 有 ？ 2 3 3　　 ×　　 2 5 6　　 ×　 1 8 5 ．6

S A 2 A 区 0 2 0 N －1 1 －E 不 正 方 形 有 ？ 2 8 0　　 ×　　 3 3 1　　 ×　 1 5 8 ．3

S A 3 A 区 N 2 0 N －3 0 －E 不 明 有 ？ 1 4 0　　 ×　　 3 2 7　　 ×　 1 1 4 ．6

S A 4 A 区 L 2 2 N －3 4 －E 長 方 形 虫珪
ノ＼ヽヽ

1 4 2　　 ×　　 2 9 9　　 ×　 1 3 4 ．3

S A 5 A 区 K 2 2 N －3 5 －E 不 正 方 形 4旺
ノ＼ヽヽ

3 9 5　　 ×　　 5 2 3　　 ×　 1 2 1 8 ．5

S A 6 A 区 L 2 3 N －2 6 －W 不 明 4旺
ハヽヽ

3 1 5　 × （1 8 5 ） ×　 － 7 ．0

S A 7 A 区 K 2 3 N －3 0 －W 不 明 頚珪
ハヽヽ

4 1 9　 × （2 0 3 ） ×　 － 1 2 ．4

S A 8 A 区 K 2 4 N －4 2 －W 不 明 虫荘
ノ＼ヽヽ

（1 8 9 ） × （1 3 8 ） ×　 － 1 ．5

S A 9 A 区 0 2 1 N －2 0 －E 方 形 有 ？ 4 3 4　　 ×　　 4 1 2　　 ×　 1 9 1 7 ．0

S A l O A 区 0 2 0 N －2 2 －E 不 明 有 2 ？ 3 6 4　 × （2 0 7 ） × 1 1 7 ．6

S A 1 1 A 区 0 2 0 N －9 －W 不 正 形 有 2 ？ 3 6 0　　 ×　　 4 2 1　　 ×　 1 3 1 2 ．9

S A 1 2 A 区 0 1 9 N －1 9 －E 方 形 有 1 ？ 3 9 3　　 ×　　 3 4 8　　 ×　 9 1 2 ．0

S A 1 3 A 区 0 1 9 N －1 3 －E 不 明 有 1 ？ 4 2 8　 × （3 3 3 ） × 1 9 1 2 ．1

S A 1 4 A 区 0 2 2 N －4 3 －W 方 形 4荘
ノ＼ヽヽ

2 1 8　　 ×　　 3 5 1　　 ×　 2 2 9 ．6

S A 1 5 A 区 0 2 2 N －5 3 －E 不 明 4旺
ノ＼ヽヽ

（2 9 6 ） ×　 3 4 7　 × 1 5 9 ．7

S A 1 6 A 区 0 2 2 N －3 4 －W 不 明 4旺
ノ＼ヽヽ

（1 9 3 ） × （1 1 5 ） × 1 7 2 ．3

S A 1 7 ・ A 区 N 2 3 N －5 5 －E 不 明 4旺
ノ＼ヽヽ

4 8 0　 × （4 3 7 ） × 1 1 1 6 ．6

S A 1 8 A 区 N 2 2 N －4 5 －E 方 形 4旺
ノ＼ヽヽ

（2 2 7 ） ×　 2 5 0　 ×　 7 5 ．4

S A 1 9 A 区 N 2 2 N －4 1 －E 方 形 虫荘
ノ＼ヽヽ

2 5 2　 × （2 2 8 ） ×　 2 0 5 ．4

S A 2 0 A 区 N 2 2 N －3 4 －E 不 明 無 2 5 7　 × （1 3 1 ） × 1 2 3 ．0

S A 2 1 A 区 0 1 7 N －2 9 －E 長 方 形 虫珪
ハヽヽ

3 9 9　　 ×　　 4 9 9　　 ×　 1 0 1 8 ．9

S A 2 2 A 区 J 2 1 N －3 6 －W 不 明 重圧
ハヽヽ

不 明　 ×　 不 明　 × 1 9 1 3 ．5

S A 2 3 A 区 J 2 1 N －4 3 －E 不 明 虫珪
ハヽヽ

（2 9 8 ） × （2 2 2 ）　 ×　 2 4 3 ．9

S A 2 4 A 区 J 2 1 N －3 2 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（2 7 0 ） ×　 4 1 0　 ×　 2 4 1 1 ．6

S A 2 5 A 区 N 2 2 N －3 4 －W 隅 丸 方 形 虫壬
ノ＼ヽヽ

2 1 1　 ×　　 2 4 8　　 ×　 2 6 4 ．5

S A 2 6 A 区 N 2 3 N －1 －W 長 楕 円 形 虫庄
ノ＼ヽヽ

3 4 3　　 ×　　 2 3 8　　 ×　 2 2 7 ．0

S A 2 7 A 区 M 1 9 N －3 5 －E 長 方 形 虫旺
ハヽヽ

4 2 8　　 ×　　 3 2 8　　 ×　 1 2 1 3 ．6

S A 2 8 A 区 L 2 2 N －3 5 －E 方 形 虫臣
ハヽヽ

3 2 9　　 ×　　 3 6 9　　 ×　 2 0 1 1 ．5

S A 2 9 A 区 M 2 2 N －3 4 －E 長 方 形 4旺
ハヽヽ

（2 7 5 ） ×　 3 5 6　 × 1 5 9 ．4

S A 3 0 A 区 L 2 3 N －4 3 －E 方 形 虫荘
ハヽヽ

2 4 9　　 × ’2 5 7　　 ×　 － 5 ．8

S A 3 1 A 区 L 2 3 N －4 9 －E 不 明 虫珪
ハヽヽ

（1 8 6 ） × （1 9 6 ） ×　 － 3 ．3

S A 3 2 A 区 L 2 3 N －4 0 －E 方 形 虫庄
ハヽヽ

2 7 6　　 ×　　 2 6 9　　 ×　 － 7 ．6

S A 3 3 A 区 L 2 3 N －3 7 －E 不 明 虫珪
ハヽヽ

（2 5 7 ） ×　 不 明　 ×　 － 7 ．7

S A 3 4 A 区 P 1 8 N －5 3 －W 不 明 頚珪
ハヽヽ

（2 9 3 ） × （3 8 6 ） ×　 9 1 1 ．1

S A 3 5 A 区 P 1 7 N －5 5 －W 不 明 ヰ旺
ハヽヽ

（3 6 1 ） × （1 6 4 ）　 × 1 8 1 7 ．9

S A 3 6 A 区 Q 1 7 N －4 9 －W 不 明 虫荘
ハヽヽ

4 4 8　　 ×　 1 2 8　　 ×　 3 0 1 0 ．9

S A 3 7 A 区 Q 1 7 N －4 5 －W 不 明 4旺
ハヽヽ

（4 2 7 ） × （3 5 8 ） ×　 3 5 1 3 ．4

S A 3 8 A 区 Q 1 7 N －1 3 3 －W 不 明 頚荘
ハヽヽ

（1 7 8 ） × （2 1 7 ） × 不 明 2 ．9

S A 3 9 A 区 Q 1 7 N －4 7 －W 不 明 重症
ハヽヽ

（3 8 5 ） × （2 5 0 ） × 1 4 1 2 ．3

S A 4 0 A 区 Q 1 7 N －5 3 －E 不 明 虫珪
ハヽヽ

（2 4 2 ） × （3 7 3 ） ×　 2 4 6 ．9

S A 4 1 A 区 P 1 6 N －8 －E 不 明 頚珪
ハヽヽ

（5 7 1 ） × （3 5 0 ） × 1 3 1 8 ．6

S A 4 2 A 区 P 1 6 N －2 2 －E 不 明 虫旺
ハヽヽ

3 0 0　 ×　 不 明　 × 1 5 7 ．8

S A 4 3 A 区 P 1 5 N －9 －W 不 明 4旺
ノ＼ヽヽ

2 6 7　 × （2 4 0 ） ×　 2 1 6 ．0

S A 4 4 A 区 P 1 5 N －1 2 －W 不 明 頚荘
ハヽヽ

4 0 0　 × （4 3 2 ） × 1 8 1 7 ．6

S A 4 5 A 区 P 1 4 N －2 1 －E 不 明 4旺
ハヽヽ

不 明　 × （2 6 2 ） ×　 3 1 6 ．3

S A 4 6 A 区 K 2 3 N －2 4 －W 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

4 7 4　 × （3 2 3 ） ×　 － 2 3 ．7

S A 4 7 A 区 K 2 3 N －3 6 －W 不 正 形 虫珪
ノ＼ヽヽ

3 8 4　　 ×　　 4 7 6　　 ×　 － 1 5 ．3

S A 4 8 A 区 K 2 3 N －3 7 －W 不 正 形 4旺
ノ＼ヽヽ

（3 4 1 ） ×　 4 3 4　 ×　 － 1 5 ．3

S A 4 9 A 区 K 2 3 N －3 4 －W 不 明 頚珪
ノ＼ヽヽ

（2 2 8 ） ×　 3 8 2　 ×　 － 7 ．1

S A 5 0 A 区 L 2 4 N －1 6 －W 不 明 虫荘
ノ＼ヽヽ

（1 8 9 ） × （1 7 5 ） ×　 － 3 ．9

S A 5 1 A 区 J 2 3 N －5 1 －E 不 明 虫荘
ノ＼ヽヽ

2 7 8　 × （1 8 0 ） ×　 － 3 ．2

S A 5 2 A 区 J 2 3 N －8 －W 不 明 頚珪
ハヽヽ

（2 9 6 ） ×　 3 2 2　 ×　 － 1 0 ．5

S A 5 3 A 区 J 2 3 N －3 8 －E 不 明 金主
ハヽヽ

（1 3 8 ） ×　 2 9 0　 ×　 － 4 ．8

第1表　下那珂遺跡検出竪穴住居跡及び土坑計測表（1）
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（1）竪穴住居跡

住 居 番 号 検 出 区
検 出

グ リッド
方 位 平 面 形 主 柱 穴

規　 模 （cm ） 面 積

（ポ ）長 さ　 ×　　 幅　　 ×　深 さ

S A 5 4 A 区 J 2 3 N －4 7 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（2 8 4 ） ×　 4 3 4　 ×　 － 8 ．5
S A 5 5 A 区 K 2 3 N －3 6 －E 方 形 有 2 ？ （4 3 9 ） ×　 4 6 9　 ×　 － 1 9・．2
S A 5 6 A 区 J 2 3 ’ N －4 6 －E 不 明 重圧

ハヽヽ
（8 1 ）　 × （2 9 4 ） ×　 － 1．0

S A 5 7 A 区 I 2 2 N －7 7 －E 不 明 虫庄
ハヽヽ

（1 1 1 ） ×　 （8 5）　 × 1 6 1 ．1

S A 5 8 A 区 J 2 2 N －6 3 －E 方 形 有 1？ 2 5 4　　 ×　　 2 9 6　　 ×　 2 4 8 ．6

S A 5 9 A 区 K 2 2 N －5 6 －E 不 正 形 虫庄
ハヽヽ

（1 2 4 ） × （3 2 7 ）　 ×　 － 2 ．6

S A 6 0 A 区 K 2 3 N －1 8 －W 不 明 虫庄
ハヽヽ

3 5 2　　 ×　　 3 3 6　　 ×　 － 5 ．1
S A 6 1 A 区 K 2 3 N －2 3 －W 長 方 形 重圧

ハヽヽ
2 2 8　 × （3 4 7 ）　 ×　 － 5 ．8

S A 6 2 A 区 K 2 3 N －2 9 －W 方 形 重圧
ハヽヽ

4 4 2　　 ×　　 4 9 0　　 ×　 － 2 1 ．7

S A 6 3 A 区 P 1 7 N －3 3 －E 方 形 虫珪
ハヽヽ

2 3 3　　 ×　　 2 2 2　　 ×　 1 7 5 ．1

S A 6 4 A 区 P 1 7 N －3 0 －W 方 形 虫珪
ハヽヽ

3 1 2　　 ×　　 3 4 1　　 ×　 1 9 9 ．8
S A 6 5 A 区 P 1 8 N －4 5 －W 方 形 虫庄

ノ＼ヽヽ
（2 0 4 ） ×　 2 5 3　 ×　 3 0 5 ．2

S A 6 6 A 区 0 2 1 N －1 5 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（2 7 1 ） × （2 5 6 ）　 × 1 5 6 ．8

S A 6 7 A 区 0 2 1 N －2 －E 不 明 虫庄
ノ＼ヽヽ

（4 1 4 ） × （1 8 3 ）　 ×　 3 0 6 ．7
S A 6 8 A 区 0 2 1 N －5 －E 不 明 有 2 ？ 1（2 4 3 ） × （2 7 3 ）　 ×　 2 7 7 ．1
S A 6 9 A 区 0 2 0 N －4 －E 不 明 虫庄

ノ＼ヽヽ
（7 6）　 × （2 8 0 ）　 ×　 3 4 2 ．3

S A 7 0 A 区 0 2 0 N －1 8 －E 不 明 虫珪
ハヽヽ

（1 5 1 ） ×　 不 明　 × 1 2 6 ．5

S A 7 1 A 区 0 2 1 N －2 5 －E 不 明 虫庄
ノ＼ヽヽ

不 明　 ×　 不 明　 ×　 2 0 4 ．9

S A 7 2 A 区 0 2 1 N －3 7 －E 不 明 重圧
ノ＼ヽヽ

不 明　 ×　 不 明　 ×　 2 0 0 ．5
S A 7 3 A 区 0 2 1 N －2 0 －E 長 方 形 重臣

ノ＼ヽヽ
3 3 4　　 ×　　 2 7 7　　 ×　 2 2 8 ．4

S A 7 4 A 区 0 2 2 N －3 2 －E 方 形 重圧
ノ＼ヽヽ

2 5 3　　 ×　　 2 6 5　　 ×　 3 6 6 ．8

S A 7 5 A 区 0 2 2 N －3 2 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

3 9 5　 × （1 6 2 ）　 × 1 9 7 ．5

S A 7 6 A 区 0 2 1 N －1 8 －E 不 明 重圧
ノ＼ヽヽ

3 0 7　 × （2 4 8 ）　 ×　 3 5 8 ．8

S A 7 7 A 区 0 2 2 N －3 3 －E 不 明 重圧
ハヽヽ

3 1 7　 × （1 6 8 ）　 × 1 6 4 ．9
S A 7 8 A 区 0 2 1 N －2 5 －E 方 形 虫珪

ハヽヽ
（2 6 3 ） ×　 2 4 0　 ×　 2 5 7 ．2

S A 7 9 A 区 N 2 1 N －3 6 －E 方 形 虫庄
ノ＼ヽヽ

2 5 9　　 ×　　 3 3 3　　 ×　 1 9 9 ．2

S A 8 0 A 区 N 2 2 N －3 5 －W 方 形 重臣
ノ＼ヽヽ

（2 3 7 ） ×　 2 6 7　 × 1 3 6 ．0

S A 8 1 A 区 N 2 1 N －2 0 －W 不 明 不 明 （1 2 2 ） ×　 （3 3 ）　 × 1 1 0 ．3
S A 8 2 A 区 0 2 2 N －3 7 －E 方 形 重圧

ハヽヽ
2 4 4　　 ×　　 2 1 8　　 ×　 2 9 5 ．4

S A 8 3 A 区 0 2 1 N －1 0 －E 不 明 重圧
ハヽヽ

2 5 7　 × （1 2 5 ）　 ×　 3 2 3 ．5

S A 8 4 A 区 0 1 9 N －3 3 －E 方 形 有 4 3 9 8　　 ×　　 3 5 5　　 ×　 2 0 1 3 ．5

S A 8 5 A 区 P 1 9 N －3 4 －E 不 明 虫庄
ノ＼ヽヽ

2 8 4　 × （1 8 6 ）　 × 不 明 4 ．3
S A 8 6 A 区 0 1 9 N －2 1 －W 不 明 虫珪

ハヽヽ
不 明　 ×　 不 明　 × 1 5 2 ．6

S A 8 7 A 区 I 2 3 N －5 5 －E 不 明 重圧
ハヽヽ

（8 7 ）　 ×　 3 4 3　 × 2 ．5

S A 8 8 A 区 P 1 8 N －3 9 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

不 明　 ×　 不 明　 × 1 0 8 ．3

S A 8 9 A 区 P 1 9 N －2 5 －E 不 明 虫庄
ハヽヽ

不 明　 ×　 不 明　 ×　 2 1 6 ．6
S A 9 0 C 区 M 1 3 N －6 －E 長 方 形 重圧

ノ＼ヽヽ
（3 1 7 ） ×　 2 7 6　 × 1 7 8 ．3

S A 9 1 B 区 G 1 3 N －2 5 －W 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（2 9 0 ） ×　 5 5 1　 ×　 3 0 1 4 ．2

S A 9 2 B 区 G 1 3 N －5 2 －E 方 形 重臣
ハヽヽ

4 8 9　　 ×　　 4 4 4　　 ×　 1 6 2 2 ．8

S A 9 3 B 区 F 1 3 N －4 3 －E 方 形 重圧
ハヽヽ

3 5 1　 ×　　 4 0 8　　 ×　 2 6 1 4 ．5

S A 9 4 B 区 F 1 3 N －4 1 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（1 7 0 ） ×　 （8 0 ）　 × 1 5 1 ．6

S A 9 5 B 区 F 1 2 N －4 7 －E 長 方 形 虫珪
ハヽヽ

2 2 6　　 ×　　 3 0 9　　 ×　 3 5 7 ．0

S A 9 6 B 区 F 1 2 N －4 7 －E 方 形 虫庄
ハヽヽ

2 4 8　　 ×　　 2 6 5　　 ×　 5 4 6 ．4

S A 9 7 B 区 G 1 4 N －1 0 －E 方 形 有 1？ 3 5 7　　 ×　　 4 1 4　　 ×　 4 3 1 4 ．2

S A 9 8 B 区 G 1 4 N －1 0 －E 楕 円 形 虫庄
ノ＼ヽヽ

（1 9 0 ） × （2 9 8 ） × 1 6 5 ．7

S A 9 9 B 区 I 1 4 不 明 不 正 形 重圧
ノ＼ヽヽ

×　　　　　　　　 ×　　－ －
S A l O O B 区 H 1 3 不 明 楕 円 形 虫珪

ノ＼ヽヽ ×　　　　　　　　 ×　　－ －
S A l O l B 区 G 1 2 不 明 方 形 虫珪

ハヽヽ ×　　　　　　　　　 ×　　 － －
S A 1 0 2 B 区 F 1 2 不 明 方 形 虫庄

ハヽヽ ×　　　　　　　　　 ×　　－ －
S A 1 0 3 D 区 F 1 2 N －2 4 －E 方 形 虫庄

ノ＼ヽヽ
3 1 2　　 ×　　 3 5 2　　 ×　 2 5 1 2 ．0

S A 1 0 4 D 区 E 1 2 N －4 8 －E 方 形 虫庄
ハヽヽ

3 4 8　　 ×　　 3 8 0　　 ×　 2 6 1 4 ．0
S A 1 0 5 D 区 E 1 2 N －4 2 －E 方 形 虫庄

ハヽヽ
4 2 1　 ×　　 3 5 5　　 ×　 2 6 6 ．3

S A 1 0 6 D 区 E l l N －3 2 －E 方 形 重圧
ハヽヽ

4 1 0　 × （2 6 9 ）　 ×　 2 6 1 0 ．1

S A 1 0 7 D 区 F l l N －3 5 －E 不 明 重圧
ノ＼ヽヽ

（2 0 3 ） × （3 1 3 ） ×　 3 3 8 ．7

S A 1 0 8 D 区 E 1 2 N －1 8 －E 不 明 虫珪
ノ＼ヽヽ

（1 3 9 ） × （2 6 3 ）　 × 1 8 2 ．8

第2表　下那珂遺跡検出竪穴住居跡及び土坑計測表（2）
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（1）竪穴住居跡

住居 番号 検 出 区
検 出

グリッド
方 位 平面 形 主柱 穴

規　 模 （cm ） 面積

（ポ）長 さ　 ×　　 幅　　 ×　深さ

S A 1 0 9 D 区 E 1 2 N －3 8－E 不 明 4旺
ハヽヽ

（2 9 4 ） × （3 9 2 ） ×　 5 6 7 ．4

S A 1 1 0 D 区 E 1 2 N －3 0－E 不 明 4旺
ハヽヽ

（1 5 3 ） × （1 0 9 ） ×　 3 6 1．4

S A l 1 1 D 区 E 1 2 N －3 1－E 不 明 4旺
ハヽヽ

（2 7 8 ） × （3 1 2 ） ×　 2 3 7 ．1

S A 1 1 2 D 区 D 1 2 N －2 4－E 方 形 4旺
ノ＼ヽヽ

3 6 2　 ×　 4 0 6　　 ×　 3 5 8 ．9

S A 1 1 3 D 区 D l l N －7－E 不 明 有 1？ （2 8 4 ） ×　 4 1 3　 ×　 2 4 2 ．5

S A 1 1 4 D 区 D l l N －6－E 不 明 4荘
ハヽヽ

（1 5 2 ） ×　 2 6 2　 × 1 7 1 0 ．6

S A 1 1 5 D 区 D 1 2 N －2 3－E 不 明 4旺
ノ＼ヽヽ

（2 9 7 ） ×　 4 0 4　 ×　 4 2 1 1 ．2

S A 1 1 6 F 区 C O 7 N －2 －E 方 形 4旺
ノ＼ヽヽ

3 4 7　 × （3 4 4 ） ×　 3 6 1 1 ．5

S A 1 1 7 F 区 C O 6 N －3 －W 不 正 形 4旺
ノ＼ヽヽ

3 4 9　 × （2 6 2 ） × 1 9 7 ．8

S A 1 1 8 F 区 C O 7 N －2 －W 不 明 4旺
ハヽヽ

（2 8 2 ） × （1 3 9 ） ×　 2 3 4 ．0

S A 1 1 9 F 区 C O 5 N －1 0 －E 不 明 重症
ハヽヽ

（2 7 5 ） × （4 5 4 ） ×　 2 5 1 0 ．9

S A 1 2 0 F 区 D O 4 N －4 8 －E 方 形 4旺
ハヽヽ

3 5 7　 ×　 3 6 3　　 ×　 7 1 2 ．4

（2）土坑

住 居 番 号 検 出 区
検 出

グ リッド
方 位 平 面 形 主 柱 穴

規　 模 （cm ） 面 積

（ポ ）長 さ　 ×　　 幅　　 ×　深 さ

S C l A 区 I 2 2 N －6 5 －W 隅 丸 方 形
－ 1 9 0　 ×　 1 0 8　　 ×　 5 5 2 ．0

S C 2 A 区 J 2 3 N －6 3 －W 隅 丸 方 形
－ 2 0 5　　 ×　 1 3 5　　 ×　 － 2 ．4

S C 3 A 区 K 2 3 N －3 8 －E 不 明
－

（1 5 7 ） × （1 4 5 ） ×　 － 2 ．3

S C 4 A 区 M 2 2 N －2 －W 不 正 方 形
－ 1 2 1　 ×　 1 1 0　　 ×　 － 1 ．1

S C 5 A 区 － － － － ×　　　　　　　　 ×　 － －
S C 6 A 区

－ － － － ×　　　　　　　　 ×　 － －
S C 7 A 区 － － － － ×　　　　　　　　 ×　 － －
S C 8 A 区 J 2 1 N －5 6 －E 正 方 形 － 3 2 5　 × （9 6 ）　 ×　 2 5 6 ．5

S C 9 A 区 J 2 3 N －5 0 －E 不 明
－

（5 1 ） × （2 2 5 ） ×　 5 0 1 ．9

S C l O A 区 L 2 2 W －1 7 －S 不 定 形
－ 2 5 0　 ×　　 9 3　　 ×　 5 0 1 ．0

S C 1 1 A 区 Q 1 7 N －5 8 －W 隅 丸 方 形
－ 1 2 5　 ×　　 8 2　　 ×　 2 0 1 ．0

S C 1 2 A 区 I 2 2 N －4 4 －W 隅 丸 方 形
－ 1 6 8　 ×　 1 3 9　　 ×　 8 0 2 ．1

S C 1 3 A 区 K 2 3 N －8 7 －E 不 正 形
－ 1 9 1　 ×　 1 6 8　　 ×　 － 2 ．6

S C 1 4 A 区 N 2 2 N －5 0 －E 長 方 形
－ 2 2 8　 ×　 1 6 3　　 ×　 3 3 3 ．5

S C 1 5 A 区 P 1 7 N －1 8 －W 方 形
－ 7 7　　 ×　　 7 6　　 ×　 2 8 0 ．6

S C 1 6 A 区 N 2 2 N －3 0 －E 隅 丸 方 形
－ 1 1 5　 ×　　 9 8　　 ×　 － 0 ．8

S C 1 7 A 区 J 2 3 N －4 5 －E 長 方 形 － 1 5 5　 ×　 1 3 5　　 ×　 2 0 2 ．1

S C 1 8 A 区 J 2 3 N －5 3 －E 方 形
－ 2 5 7　 ×　 2 4 5　　 ×　 － 5 ．8

S C 1 9 A 区 J 2 3 N －3 8 －E 不 明 －
（1 5 ） ×　 1 2 4　 ×　 5 5 0 ．3

S C 2 0 A 区 J 2 1 N －3 5 －E 楕 円 形
－ 2 3 3　 ×　 1 0 0　　 ×　 － 1 ．7

S C 2 1 A 区 P 1 7 N －2 6 －W 隅 丸 方 形
－ 8 8　　 ×　　 4 7　　 ×　 1 5 0 ．4

S C 2 2 B 区 G 1 3 N －8 7 －E 楕 円 形 － 1 1 8　 ×　　 8 2　　 ×　 2 0 0 ．8

S C 2 3 B 区 G 1 3 N －3 0 －E 長 楕 円 形
－ 1 8 0　 ×　　 8 0　　 ×　 3 0 0 ．8

S C 2 4 B 区 H 1 3 N －3 4 －E 長 楕 円 形
－ 1 3 0　 ×　　 7 0　　 ×　 3 0 1 ．2

S C 2 5 D 区 E l l N －2 3 －W 不 定 形
－ 3 8 0　 ×　 2 4 0　　 ×　 2 0 6 ．4

S C 2 6 F 区 5 D N －5 0 －W 円 形
－ 8 0　　 ×　　 6 5　　 ×　 1 0 1 ．6

S C 2 7 F 区 5 D N －5 －E 三 角 形 － 1 1 0　 ×　　 8 0　　 ×　 1 0 0 ．5

S C 2 8 F 区 5 D N －2 －W 方 形
－ 1 8 0　 ×　 1 8 0　　 ×　 1 0 3 ．3

S C 2 9 F 区 5 D N －7 －E 長 方 形 － 2 2 0　 × （1 1 5 ） × 1 5 2 ．0

S C ・3 0 F 区 2 C 不 定 不 定 形
－ 4 0 0　 ×　 2 5 0　　 ×　 1 0 不 明

SC5～SC7は欠番

第3表　下那珂遺跡検出竪穴住居跡及び土坑計測表（3）
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番 号 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石　 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

1 磨 製 石 錬 A 包 含 層 19 頁　 岩 1．4 1．6 0 ．2 0．7

2 磨 製 石 嫉 D 包 含 層 S4－44 3 6 頁　 岩 2 ．8 1．6 0 ．3 1．6

3 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 S1－13 8 5 頁　 岩 3．0 1．8 0 ．2 1．3

4 磨 製 石 金族 A 包 含 層 H12 頁　 岩 2 ．2 1．9 0 ．2 1．6

5 磨 製 石 鉢 B 包 含 層 109 4 頁　 岩 2 ．9 2 ．0 0 ．3 2．0

6 磨 製 石 錬 A 包 含 層 SI－15 6 3 頁　 岩 3．0 2 ．0 0 ．2 2．2

7 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 F12 頁　 岩 3．0 2 ．0 0 ．3 2．6

8 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 D14　3層 頁　 岩 2 ．9 1．8 0 ．3 2．2

9 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 K8 頁　 岩 3．1 1．9 0 ．4 2．0

1 0 磨 製 石 鉄 F 包 含 層 S6－24 5 頁　 岩 3．4 1．8 0 ．3 2．0

1 1 磨 製 石 嫉 D 包 含 層 S5－41 0 0 ホル ンフ ェル ス 3．3 2 ．2 0 ．4 2．2

1 2 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 F14 頁　 岩 3．6 2 ．0 0 ．3 2．8

1 3 磨 製 石 錬 A 包 含 層 S2－4 区 頁　 岩 2 ．0 2 ．1 0 ．2 1．6

1 4 磨 製 石 鉱 D 包 含 層 S3西 頁　 岩 3 ．5 2 ．1 0 ．3 2．4

1 5 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 HlO 頁　 岩 3 ．2 2 ．0 0 ．2 1．5

1 6 磨 製 石 錬 A 包 含 層 12 トレ 頁　 岩 3 ．9 1．9 0．2 1．6

1 7 磨 製 石 鉱 A 包 含 層 Sエー12 6 3 頁　 岩 3 ．3 1．6 0．3 1．9

1 8 磨 製 石 鉱 A 包 含 層 S7一 括 頁　 岩 1．9 2 ．0 0．2 1．1

1 9 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 J8 頁　 岩 4 ．0 2 ．3 0．3 2 ．3

2 0 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 IlO 頁　 岩 3 ．7 2 ．3 0 ．3 3．4

2 1 磨 製 石 鉄 F 包 含 層 S6－38 5 頁　 岩 3 ．6 2 ．3 0 ．3 2 ．9

2 2 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 E13 頁　 岩 2 ．9 3 ．0 0 ．2 2 ．3

2 3 磨 製 石 鍍 A 包 含 層 H 9 頁　 岩 2 ．9 2 ．9 0 ．4 3 ．0

2 4 磨 製 石 鉄 F 包 含 層 S6－85 4 頁　 岩 3 ．9 1 ．2 0 ．3 2 ．7

2 5 磨 製 石 鉄 D 包 含 層 SOO 3西カクラン 頁　 岩 3 ．8 2 ．0 0 ．2 2 ．4

2 6 磨 製 石 鉄 F 包 含 層 S6－99 8 頁　 岩 4 ．7 2 ．5 0 ．4 5 ．5

2 7 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 K 8 頁　 岩 4 ．5 2 ．7 0 ．4 5 ．6

2 8 磨 製 石 鉄 B 包 含 層 頁　 岩 4 ．7 2 ．3 0 ．4 6 ．8

2 9 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 G 13 頁　 岩 2 ．5 2 ．2 0 ．3 2 ．6

3 0 磨 製 石 錬 F 包 含 層 SC 6 頁　 岩 2 ．9 2 ．5 0 ．3 2 ．7

3 1 磨 製 石 金族 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 4 ．2 2 ．4 0 ．3 4 ．6

3 2 磨 製 石 鉱 F 包 含 層 12トレ ホル ン′フェル ス 5 ．3 2．3 0 ．4 6 ．0

3 3 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 3 ．5 2．1 0 ．4 3 ．8

3 4 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 I9 頁　 岩 3 ．9 1．0 0 ．4 1．8

3 5 磨 製 石 鉄 D 包 含 層 SO O 3西カクラン 頁　 岩 3 ．2 1．5 0 ．3 1．3

3 6 磨 製 石 鉱 A 包 含 層 29 トレ 頁　 岩 5 ．8 3．4 0 ．3 7 ．6

3 7 磨 製 石 嫉 F 包 含 層 S6－13 2 5 頁　 岩 5 ．9 2．8 0 ．4 1 0 ．8

3 8 磨 製 石 錬 A 包 含 層 J8 頁　 岩 4 ．0 1．5 0 ．3 2 ．0

3 9 磨 製 石 鉄 A 包 含 層 IlO 頁　 岩 2 ．8 1．7 0 ．3 2 ．1

4 0 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 I9 頁　 岩 3 ．7 1．0 0 ．4 1．8

4 1 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 S I－47 5 頁　 岩 3 ．5 1．0 0 ．3 1．5

4 2 磨 製 石 錬 D 包 含 層 SOO 3西 カクラン 頁　 岩 3 ．9 1．6 0 ．2 1 ．8

4 3 磨 製 石 鉄 F 包 含 層 S6－10 9 5 頁　 岩 4 ．2 3．1 0 ．6 8 ．8

4 4 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 Ill 頁　 岩 3 ．1 2 ．7 0 ．2 3 ．0

4 5 磨 製 石 錬 A 包 含 層 IlO 頁　 岩 1 ．8 1．8 0 ．3 1 ．2

4 6 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 D 12 頁　 岩 2 ．0 2 ．1 0 ．3 1 ．5

4 7 磨 製 石 嫉 A 包 含 層 F 13 頁　 岩 3 ．1 1．1 0 ．3 1 ．2

4 8 石 嫉 未 製 品 A 包 含 層 14 トレ 頁　 岩 4 ．7 1．9 0 ．5 5 ．0

4 9 石 鉄 未 製 品 A 包 含 層 頁　 岩 3 ．6 2 ．7 0 ．6 6 ．4

5 0 石 鉄 未 製 品 F 包 含 層 南 頁　 岩 4．5 3 ．1 1 ．1 1 2 ．2

5 1 石 鉄 未 製 品 A 包 含 層 H9 頁　 岩 5．5 3 ．3 0 ．8 1 5 ．3

5 2 石 嫉 未 製 品 B 包 含 層 頁　 岩 8 ．8 3 ．8 0 ．7 2 3 ．4

5 3 石 庖　 丁 D 包 含 層 Ⅲ層 中 流紋岩 10 ．4 4 ．0 0 ．6 3 4 ．2

5 4 石 庖　 丁
－

包 含 層 ホル ン フェルス 9 ．8 4 ．8 0 ．9 5 0 ．7

5 5 石 庖　 丁 D 包 含 層 SOO 3西 カクラン ホル ン フェルス 7．1 4 ．6 0 ．4 2 7 ．9

5 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 G9 頁　 岩 9．5 4 ．1 0 ．5 2 8 ．3

5 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 G lO 頁　 岩 9．3 5 ．1 0 ．7 4 6 ．0

5 8 石 庖　 丁 D 包 含 層 カクラン 頁　 岩 5．0 4 ．6 0 ．5 1 8 ．7

5 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 J8 頁　 岩 1 0．9 5 ．0 0 ．9 8 8 ．6

第4表　下那珂遺跡出土石器計測表（1）
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番 号 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石　 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

6 0 石 庖　 丁 D 包 含 層 SOO 3酉 カクラン 流 紋岩 9．4 4 ．1 0 ．8 3 9 ．7

6 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 S2　3 区 ホル ン フェル ス 8．1 5 ．1 0 ．9 5 9 ．5

6 2 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－25 0 ホル ン フェルス 9．1 5 ．0 0 ．7 3 8 ．9

6 3 石 庖　 丁 D 包 含 層 S5－42 4 4 頁　 岩 1 0．5 4 ．3 0 ．6 4 2 ．9

6 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 H5 頁　 岩 8．8 4 ．3 0 ．6 3 7 ．5

6 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 G12 頁　 岩 6．4 5 ．9 1 ．0 5 1 ．0

6 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 工9 頁　 岩 8．0 4 ．0 0 ．5 2 5 ．6

6 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 25 トレ 頁　 岩 4 ．6 3 ．7 0 ．8 2 0 ．4

6 8 石 庖　 丁 D 包 含 層 S4－46 9 5 頁　 岩 6 ．6 3 ．3 0 ．3 1 0 ．2

6 9 石 庖　 丁 F 包 含 層 1トレ 頁　 岩 4 ．7 4 ．0 0 ．5 1 2 ．4

7 0 石 庖　 丁 D 包 含 層 SOO 3西 カクラン 頁　 岩 3 ．8 3．9 0 ．4 8 ．5

7 1 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－20 5 5 頁　 岩 3 ．9 2 ．0 0 ．6 1 0 ．2

7 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 G lO 頁　 岩 10 ．0 4 ．9 1．1 8 6 ．4

7 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 J8 頁　 岩 10 ．2 4 ．2 0 ．6 3 8 ．7

7 4 石 庖　 丁 C 包 含 層 カクラン 頁　 岩 10 ．2 4 ．9 1．0 7 6 ．2

7 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 13 頁　 岩 8 ．9 5．1 0 ．6 3 8 ．1

7 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 I5 ・ホル ン フェルス 9 ．3 4 ．8 1．1 6 4 ．8

7 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 13 ホル ン フェルス 8 ．1 4 ．4 1．2 5 7 ．8

7 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 S4－24 9 頁　 岩 8．6 3 ．7 0 ．6 3 0 ．4

7 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 E 13 頁　 岩 4．1 4 ．2 0 ．6 1 3 ．0

8 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 H lO 頁　 岩 4．5 3 ．4 0 ．7 1 5 ．7

8 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 I7 頁　 岩 4 ．9 4 ．7 0 ．8 2 1 ．5

8 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 I12 頁　 岩 5 ．9 4 ．7 0 ．4 1 3 ．6

8 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 14 頁　 岩 5 ．8 2 ．8 0 ．4 1 0 ．1

8 4 石 庖　 丁 G 包 含 層 I－69 ホル ン フェルス 8 ．3 5．1 0 ．9 6 2 ．0

8 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 I7 頁　 岩 7 ．8 4 ．4 0 ．9 3 8 ．9

8 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 J8 頁　 岩 6 ．9 3．7 0 ．7 2 2 ．6

8 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 14 頁　 岩 4 ．0 4 ．7 0 ．8 2 0 ．4

8 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 I5 頁　 岩 4．2 4 ．0 0 ．8 1 9 ．4

8 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 13 ホル ン フェルス 8 ．7 4 ．4 1．1 5 8 ．7

9 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 13 ホル ン フェルス 8 ．3 4 ．8 1．0 5 5 ．3

9 1 石 庖　 丁 D 包 含 層 S5 ホル ン フェルス 8 ．5 4 ．3 0 ．8 4 8 ．7

9 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 J8 ホル ン フェルス 8．6 4 ．9 0 ．5 2 6 ．7

9 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 S 1－18 4 頁　 岩 7．7 4 ．6 1．0 4 5 ．0

9 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 S 1－119 1 頁　 岩 9．0 4 ．7 0 ．6 4 5 ．0

9 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 13 ホル ン フェルス 8．6 4 ．9 0 ．7 4 8 ．3

9 6 石 庖　 丁 G 包 含 層 SE l一 括 頁　 岩 6．7 4 ．7 0 ．4 2 9 ．5

9 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 H9 頁　 岩 8．8 5 ．0 1．3 7 6 ．3

9 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 14 頁　 岩 6．0 4 ．1 0 ．7 2 7 ．1

9 9 石 庖　 丁 G 包 含 層 I－28 頁　 岩 7．1 4 ．3 1．3 5 2 ．8

1 0 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 F ll＋9 トレ 頁　 岩 7．5 3 ．9 0 ．6 2 5 ．1

1 0 1 石 庖　 丁 G 包 含 層 I－53 頁　 岩 8．5 4 ．9 0 ．9 5 0 ．0

1 0 2 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－42 頁　 岩 7．9 4 ．6 0 ．9 4 3 ．3

1 0 3 石 庖　 丁 D 包 含 層 S2－6 頁　 岩 7．0 4 ．1 0 ．9 4 0 ．9

1 0 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 E 13 頁　 岩 7．1 3 ．9 0 ．9 3 5 ．8

1 0 5 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－10 2 0 珪質岩 9．1 3 ．6 0 ．7 2 9 ．2

1 0 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 S2－8 16 頁　 岩 9．1 4 ．5 0 ．7 5 0 ．3

1 0 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 D 13 頁　 岩 7．7 4 ．2 0 ．6 3 5 ．4

1 0 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 H ll 頁　 岩 8．2 5 ．0 1 ．0 5 4 ．0

1 0 9 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－20 5 4 頁　 岩 7．6 5 ．0 1 ．0 4 6 ．7

1 1 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 S4－24 0十一23 3 頁　 岩 8 ．9 4 ．5 0 ．8 4 6 ．1

1 1 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 表 採 頁　 岩 8 ．0 4 ．4 0 ．8 3 1．1

1 1 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 H lO 頁　 岩 7 ．6 4 ．7 0 ．8 3 8 ．4

1 1 3 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－519 頁　 岩 8 ．3 4 ．8 0 ．8 4 3 ．2

1 1 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 8 ．1 4 ．8 0 ．8 4 9 ．9

1 1 5 石 庖　 丁 D 包 含 層 SOO 3西 カクラン 頁　 岩 7 ．5 5 ．0 0 ．8 5 0 ．3

1 1 6 石 庖　 丁 D 包 含 層 S2－17 1 頁　 岩 9 ．4 4 ．1 0 ．9 5 5 ．4

1 1 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 SA2－16 5 頁　 岩 9 ．4 4 ．0 0 ．7 4 6 ．1

1 1 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 S2－36 2 ホル ンフェル ス 10 ．7 4 ．5 0 ．7 6 5 ．3

第5表　下那珂遺跡出土石器計測表（2）
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番 号 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

1 1 9 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－18 1 頁　 岩 1 0．2 5 ．5 0 ．8 7 7 ．3

1 2 0 石 庖　 丁 F 包 含 層 7 トレ＋S6 頁　 岩 9．6 4 ．3 0 ．7 5 1 ．2

1 2 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 S 1－17 2 0 頁　 岩 9．5 5 ．2 1 ．5 8 5 ．7

1 2 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 14 頁　 岩 8．7 3 ．6 0 ．7 3 0 ．6

1 2 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 S3－16 6 頁　 岩 8．7 4 ．2 0 ．7 3 6 ．2

1 2 4 石 庖 丁 D 包 含 層 SOO 3カクラン ホル ン フェル ス 5．1 5 ．7 0 ．4 2 5 ．4

1 2 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 H13 頁　 岩 4 ．7 4 ．4 0 ．7 2 4 ．5

1 2 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 I8 貢　 岩 8．6 5 ．5 0 ．5 3 6 ．0

1 2 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 I12 頁　 岩 9．0 5 ．0 1 ．2 6 6 ．3

1 2 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 I9 頁　 岩 8．9 5 ．2 0 ．6 4 4 ．9

1 2 9 石 庖　 丁 G 包 含 層 上 層 一 括 ホル ン フェル ス 8．6 5 ．0 0 ．4 4 3 ．2

1 3 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 S1－72 0 頁　 岩 1 0．0 5 ．9 1 ．4 1 0 3 ．4

1 3 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 S1－11 9 2 頁　 岩 9．6 5 ．2 9 ．6 5 3 ．0

1 3 2 石 庖　 丁 A ＿ 包 含 層 S2－39 8 頁　 岩 7．0 5 ．2 0 ．7 4 6 ．2

1 3 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 S5－20 頁　 岩 1 0．0 4 ．8 1 ．0 7 8 ．7

1 3 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 8 ．2 3 ．6 0 ．6 3 2．0

1 3 5 石 庖　 丁 D 包 含 層 S3　西 頁　 岩 7．4 4 ．2 0 ．7 3 3．3

1 3 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 HlO 頁　 岩 7．4 3 ．2 0．6 2 2．2

1 3 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 J8 頁　 岩 7．5 5 ．1 0．6 3 7．4

1 3 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 G13 頁　 岩 6 ．2 4 ．2 0．7 2 1．3

1 3 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 F13 ホル ン′フ ェル ス 7 ．3 4 ．5 0．8 3 2．1

1 4 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 F13 頁　 岩 10 ．1 4 ．7 1．2 7 6．1

1 4 1 石 庖　 丁 D 包 含 層 表 採 頁　 岩 8 ．5 4 ．3 0．4 4 1．9

1 4 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 F lO 頁　 岩 7 ．4 4 ．9 1．3 4 2．4

1 4 3 石 庖　 丁 F 包 含 層 上 層 頁　 岩 4 ．5 5 ．5 0．7 2 1．6

1 4 4 石 庖　 丁 B 包 含 層 115 2 頁　 岩 7 ．3 3 ．8 0 ．9 2 4 ．6

1 4 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 S1－14 0 8 頁　 岩 7 ．4 4 ．1 0 ．6 2 6 ．6

1 4 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 S1－14 2 9 頁　 岩 8 ．5 4 ．1 1．8 6 8 ．7

1 4 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 9 ．0 3 ．9 0 ．8 4 4 ．6

1 4 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 F ll 頁　 岩 9 ．3 4 ．1 0 ．9 3 3．0

1 4 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 14 頁　 岩 7 ．3 4 ．5 0 ．7 3 0 ．2

1 5 0 石 庖　 丁 D 包 含 層 SOO 3北カクラン 頁　 岩 8 ．5 4 ．5 1．2 5 9 ．4

1 5 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 S4 頁　 岩 9 ．8 6 ．1 1．1 7 6 ．2

1 5 2 石 庖　 丁 F 包 含 層 S 6－85 0 頁　 岩 8 ．8 5 ．0 0 ．9 4 6 ．4

1 5 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 K 9 頁　 岩 8 ．3 3 ．6 1．0 3 4 ．4

1 5 4 石 庖　 丁 F 包 含 層 頁　 岩 5 ．3 5 ．4 1．0 2 7 ．1

1 5 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 J 7 砂　 岩 5 ．1 5．0 0 ．7 2 0 ．8

1 5 6 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 5 ．5 4．1 0 ．4 9 ．9

1 5 7 石 庖　 丁 A 包 含 層 D 14　3層 頁　 岩 4 ．2 4．3 0 ．4 1 0 ．1

1 5 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 4 ．5 3．1 0 ．5 1 0 ．9　－

15 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 S4－23 1 頁　 岩 2 ．7 2．9 0 ．3 2 ．5

1 6 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 13 頁　 岩 3 ．6 1．9 0 ．6 2 ．6

1 6 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 H lO 頁　 岩 2 ．9 2 ．3 0 ．5 2 ．8

1 6 2 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 3 ．4 2 ．5 0 ．6 6 ．5

1 6 3 石 庖　 丁 A 包 含 層 G 14 頁　 岩 4 ．8 2 ．5 0 ．4 5 ．1

1 6 4 石 庖　 丁 A 包 含 層 G lO ホル ン′フェルス 5 ．6 3．9 0 ．7 1 6 ．2

1 6 5 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 3 ．9 3．2 0 ．6 7 ．8

1 6 6 石 庖　 丁 F 包 含 層 S6－20 7 5 頁　 岩 5 ．3 4 ．3 0 ．5 1 4 ．8

1 6 7 石 庖　 丁 D 包 含 層 S 1－20 頁　 岩 4 ．1 3．6 0 ．5 8 ．4

1 6 8 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 12 頁　 岩 4 ．0 2 ．8 0 ．5 5 ．7

1 6 9 石 庖　 丁 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 4 ．2 2 ．6 0 ．4 4 ．7

1 7 0 石 庖　 丁 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 4 ．5 2 ．4 0 ．4 3 ．9

1 7 1 石 庖　 丁 A 包 含 層 I ll 頁　 岩 3 ．8 5．2 1．3 2 3 ．1

1 7 2 石 庖 丁 A 包 含 層 頁　 岩 3 ．1 3．9 0 ．4 6 ．7

1 7 3 砥　　 石 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 5 ．0 1．2 1 ．1 1 2 ．9

1 7 4 砥　　 石 A 包 含 層 S2－2 10 1 頁　 岩 5 ．8 2 ．5 1 ．3 2 5 ．6

1 7 5 砥　　 石 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 7 ．3 2 ．2 2 ．0 3 6 ．4

1 7 6 砥　　 石 D 包 含 層 S3　西 頁　 岩 10 ．5 2 ．1 1 ．6 6 7 ．6

1 7 7 砥　　 石 D 包 含 層 S4－20 16 頁　 岩 10 ．4 1．9 1 ．9 4 3 ．3
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番 号 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

1 7 8 砥　　 石 A 包 含 層 G14 砂　 岩 10 ．6 4 ．1 3．4 1 9 7．6

1 7 9 砥　　 石 A 包 含 層 S1－13 1 3 頁　 岩 1 1．9 2 ．9 1．9 8 3．6

1 8 0 砥　　 石 A 包 含 層 I12 頁　 岩 9 ．0 2 ．2 1．6 4 9 ．0

1 8 1 砥　　 石 A 包 含 層 HlO 頁　 岩 5 ．7 2 ．4 0．9 1 4 ．6

1 8 2 砥　　 石 D 包 含 層 S4－14 2 4 3 頁　 岩 9 ．8 3 ．4 1．6 5 0 ．5

1 8 3 砥　　 石 B 包 含 層 －111 3 砂　 岩 7 ．7 3 ．9 4 ．0 1 5 5．8

1 8 4 砥　　 石 A 包 含 層 G12 砂　 岩 7 ．7 3 ．2 1 ．3 5 8．4

1 8 5 砥　　 石 A 包 含 層 F14 頁　 岩 15 ．6 3 ．2 1．2 5 2．1

1 8 6 砥　　 石 A 包 含 層 表 採 頁　 岩 12 ．3 3 ．1 2．1 9 1．3

1 8 7 砥　　 石 A 包 含 層 HlO 頁　 岩 9 ．8 3 ．9 2 ．2 5 8．8

1 8 8 砥　　 石 C 包 含 層 カクラン 頁　 岩 12 ．6 3 ．4 1．1 5 8．4

1 8 9 砥　　 石 A 包 含 層 I7 頁　 岩 1 1．5 4 ．0 0．9 5 6．6

1 9 0 砥　　 石 A 包 含 層 IlO 頁　 岩 5 ．7 2 ．9 1．1 2 2．2

1 9 1 砥　　 石 A 包 含 層 E14 頁　 岩 2 ．4 2 ．4 0 ．6 6．2

1 9 2 砥　　 石 A 包 含 層 S2　S区 頁　 岩 4 ．7 4 ．2 1 ．5 3 7．1

1 9 3 砥　　 石 F 包 含 層 18 トレ 頁　 岩 3 ．6 1．6 0 ．4 4．0

1 9 4 砥　　 石 A 包 含 層 G13 頁　 岩 5 ．4 3 ．8 0 ．9 2 2．7

1 9 5 砥　　 石 A 包 含 層 下 層 －201 頁　 岩 4 ．8 2 ．6 0 ．4 7．9

1 9 6 砥　　 石 F 包 含 層 北 頁　 岩 5 ．5 2 ．4 0 ．7 1 3．4

1 9 7 砥　　 石 A 包 含 層 6 トレ 頁　 岩 5 ．5 3 ．0 0 ．6 1 2．4

1 9 8 砥　　 石 A 包 含 層 F－14 頁　 岩 8 ．1 4 ．1 0‘．7 3 4 ．6

1 9 9 砥　　 石 A 包 含 層 J8 頁　 岩 5 ．0 4 ．0 1．1 1 7．3

2 0 0 砥　　 石 D 包 含 層 S4－20 2 3 頁　 岩 4 ．2 3 ．9 1．1 2 4 ．8

2 0 1 砥　　 石 A 包 含 層 E 14　3層 貢　 岩 6 ．5 4 ．6 1．0 3 2．1

2 0 2 砥　　 石 F 包 含 層 北 頁　 岩 6 ．9 3 ．8 1．0 4 0．6

2 0 3 砥　　 石 D 包 含 層 S3　西 頁　 岩 5 ．3 3 ．4 0 ．6 1 1．2

2 0 4 砥　　 石 A 包 含 層 D 13 頁　 岩 5 ．3 4 ．2 0 ．8 2 5．8

2 0 5 砥　　 石 A 包 含 層 I12 頁　 岩 5 ．7 3 ．6 0 ．9 2 3．7

2 0 6 砥　　 石 A 包 含 層 S7－01 3 9 堆積岩 系 4 ．1 4 ．6 1．7 4 7．3

2 0 7 砥　　 石 A 包 含 層 G14＋F 1 4　3層 頁　 岩 10 ．4 5 ．2 1．3 8 9．2

2 0 8 砥　　 石 A 包 含 層 G14 砂　 岩 8 ．5 4 ．8 1 ．4 9 1．5

2 0 9 砥　　 石 D 包 含 層 S2－4区 砂　 岩 7 ．1 7 ．0 1 ．1 8 4．8

2 1 0 砥　　 石 A 包 含 層 S1－15 1 4 頁　 岩 8 ．1 7 ．1 2 ．4 1 4 7．0

2 1 1 砥　　 石 A 包 含 層 Fll 頁　 岩 5 ．2 4 ．5 1．6 3 8．2

2 1 2 砥　　 石 A 包 含 層 G14 頁　 岩 12 ．0 7 ．8 1．9 1 6 5．7

2 1 3 砥　　 石 A 包 含 層 I12 頁　 岩 1 1．8 6 ．2 1．3 1 2 4 ．3

2 1 4 砥　　 石 D 包 含 層 S3 頁　 岩 7 ．2 5 ．7 0．3 1 7．1

2 1 5 砥　　 石 F 包 含 層 北 頁　 岩 6 ．1 4 ．9 1．0 2 4 ．6

2 1 6 砥　　 石 A 包 含 層 F 12 頁　 岩 6 ．3 2 ．6 1．2 2 0 ．2

2 1 7 砥　　 石 F 包 含 層 北 頁　 岩 5 ．4 3 ．2 0 ．7 9 ．7

2 1 8 砥　　 石 A 包 含 層 F 14 頁　 岩 4 ．6 3 ．5 0 ．8 1 1．4

2 1 9 砥　　 石 A 包 含 層 F 14 3層 頁　 岩 3 ．7 3．0 0 ．7 8 ．5

2 2 0 砥　　 石 ※ 包 含 層 頁　 岩 4 ．0 4 ．2 1．1 1 8 ．2

2 2 1 砥　　 石 D 包 含 層 SA4－14 2 5 3 頁　 岩 5 ．2 2．5 1．1 1 4 ．4

2 2 2 砥　　 石 A 包 含 層 S5 頁　 岩 5 ．7 3．5 0 ．8 1 3 ．5

2 2 3 砥　　 石 A 包 含 層 H 13 頁　 岩 5 ．6 4 ．1 1．0 1 9 ．8

2 2 4 砥　　 石 A 包 含 層 E 14　 3層 頁　 岩 5 ．2 3．2 0 ．8 1 4 ．4

2 2 5 砥　　 石 F 包 含 層 15トレ 頁　 岩 5 ．2 2．3 0 ．8 1 2 ．2

2 2 6 砥　　 石 A 包 含 層 S1 1 8トレ 頁　 岩 4 ．1 2．9 0 ．6 7．1

2 2 7 砥　　 石 F 包 含 層 上 層 頁　 岩 4 ．7 2．7 0 ．4 6 ．5

2 2 8 砥　　 石 A 包 含 層 S2 頁　 岩 4 ．1 3．3 1．0 1 2．3

2 2 9 砥　　 石 A 包 含 層 J8 頁　 岩 4 ．5 2．2 1．3 7．7

2 3 0 砥　　 石 A 包 含 層 2 トレ 頁　 岩 4 ．6 5 ．4 0 ．7 2 3．8

2 3 1 砥　　 石 ．A 包 含 層 J8 頁　 岩 6 ．4 4 ．5 1．0 2 8．7

2 3 2 砥　　 石 A 包 含 層 F 14 貢　 岩 7 ．2 7 ．8 0．7 5 2．8

2 3 3 砥　　 石 F 包 含 層 S6－15 0 4 頁　 岩 6 ．7 5 ．7 1．6 4 6．8

2 3 4 砥　　 石 A 包 含 層 S2 1 0区 頁 ．岩 1．6 3 ．6 0．4 2 ．9

2 3 5 砥　　 石 A 包 含 層 S1－40 8 頁　 岩 7 ．5 5 ．5 0．7 2 2 ．3

2 3 6 砥　　 石 B 包 含 層 B－11 2 2 頁　 岩 8 ．2 5 ．7 1．1 7 5．2

第7表　下那珂遺跡出土石器計測表（4）
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番号 器　　 種 出土区 出土位置 注記番号 石 材
最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm ）

重量

（g ）

2 3 7 砥　　 石 A 包含層 E 15 3層 頁　 岩 7．0 3．5 1．1 34．0

2 3 8 砥　　 石 A 包含層 H 12 頁　 岩 6．9 2．4 0．5 1 1．3

2 3 9 砥　　 石 C 包 含層 H 5 頁　 岩 9．2 6．4 0．8 59．9

2 4 0 砥　　 石 A 包 含層 S 1－42 5 頁　 岩 8．2 5．2 1．3 36．1

2 4 1 砥　　 石 A 包 含層 S 1－6 76 頁　 岩 1 1．1 3．0 1．0 4 5．5

2 4 2 砥　　 石 F 包 含層 S6－128 1 頁　 岩 10．8 4．4 1．3 54．4

2 4 3 砥　　 石 A 包 含層 S 3－153 頁　 岩 4．6 5．9 1．3 4 0．3

2 4 4 砥　　 石 A 包 含層 H lO 頁　 岩 4．7 5．7 1．4 38．0

2 4 5 砥　　 石 F 包 含層 19トレ 頁　 岩 3．5 4．0 0．6 12．2

2 4 6 砥　　 石 A 包 含層 F 13 頁　 岩 4．4 3．6 0．5 10．2

2 4 7 砥　　 石 F 包 含層 S6－204 頁　 岩 9．9 5．3 2．2 1 1 1．0

2 4 8 砥　　 石 A 包 含層 K9 頁　 岩 1 1．6 4．6 3．6 12 5．7

2 4 9 砥　　 石 A 包 含層 G 14 頁　 岩 1 1．6 8．1 2．7 2 70．9

2 5 0 砥　　 石 A 包 含層 S 1－39 1 頁　 岩 15．0 5．1 2．3 1 30．2

2 5 1 砥　　 石 A 包 含層 下 H 12 頁　 岩 9．1 5．7 2．5 19 6．1

2 5 2 砥　　 石 A 包 含層 S 1－680 頁　 岩 1 1．5 4．8 1．9 1 30．1

2 5 3 砥　　 石 A 包 含層 F ll 頁　 岩 13．9 4．8 1．9 1 57．5

2 5 4 砥　　 石 D 包 含層 ．S3　酉 凝灰岩 1 1．6 4．8 2．1 16 5．7

2 5 5 砥　　 石 A 包 含層 I12 砂　 岩 8．3 4．3 1．6 6 9．2

2 5 6 砥　　 石 A 包 含層 S2－242 頁　 岩 8．7 8．1 3．1 40 4．4

2 5 7 砥　　 石 B 包 含層 B－1339 凝灰岩 6．7 7．4 3．4 24 1．2

2 5 8 砥　　 石 A 包 含層 S 1－8 17 凝灰岩 11．5 6．3 3．6 48 2．7

2 5 9 砥　　 石 A 包 含層 H 13 頁　 岩 10．2 2．6 4．1 15 7．4

2 6 0 砥　　 石 A 包 含層 SA40 砂　 岩 7．7 8．5 3．3 27 8．0

2 6 1 砥　　 石 A 包 含層 S2－125 砂　 岩 12．1 6．9 5．8 43 8．5

2 6 2 砥　　 石 A 包 含層 S 1－546 砂　 岩 9．7 9．8 4．9 6 13．0

2 6 3 砥　　 石 A 包 含層 S 1－1743 凝灰岩 2 6．4 16．1 5．1 2 97 1．0

2 6 4 砥　　 石 A 包 含層 S3－西 砂　 岩 17．3 9．3 4．0 104 2．0

2 6 5 砥　　 石 D 包 含層 S4－4778 砂　 岩 3 7．5 14．9 5．7 4 20 0．0

2 6 6 削　　 器 F 包 含層 北　 上層 頁　 岩 10．0 4．7 2．1 8 0．6

2 6 7 削　　 器 A 包 含層 I ll 凝灰岩 9．3 4．2 1．6 5 8．5

・2 6 8 削　　 器 A 包 含層 S2 10 10 頁　 岩 9．4 3．9 1．3 5 3．6

2 6 9 削　　 器 A 包 含層 I5 頁　 岩 10．2 4．9 1．3 6 5．2

2 7 0 削　　 器 A 包 含層 E 13 頁　 岩 8．9 5．3 1．0 5 5．7

2 7 1 削　　 器 A 包 含層 13トレ 凝灰岩 10．3 3．0 1．4 5 6．5

2 7 2 蛤形 剥片石器 D 包 含層 6層 砂　 岩 5．0 6．4 1．7 5 9．0

2 7 3 蛤形 剥片石器 D 包 含層 S4－24 187 砂　 岩 4 ．2 5．7 0．9 2 5．1

2 7 4 蛤形 剥片石器 A 包 含層 S2 砂　 岩 5．5 7．5 1．5 6 1．2

2 7 5 蛤形 剥片石器 A 包 含層 S4－247 頁　 岩 4．8 5．8 0．8 18．2

2 7 6 蛤形 剥片石器 F 包含層 S6－1120 山砂　 石 4．4 4．9 1．2 2 8．1

2 7 7 蛤形 剥片石器 D 包含層 S3　北 頁　 岩 4．5 6．1 1．1 4 0．4

2 7 8 蛤形 剥片石器 A 包含層 H9 頁　 岩 3．5 5．6 0．9 19．3

2 7 9 蛤形 剥片石器 A 包含層 GlO 砂　 岩 4．2 6．0 1．2 34．8

2 8 0 蛤形 剥片石器 D 包含層 レキク寸ンー12 砂　 岩 3．9 5．0 1．2 2 0．5

2 8 1 蛤形 剥片石器 A 包含層 S4－227 砂　 岩 5．6 8．3 1．5 8 2．0

2 8 2 蛤形 剥片石器 A 包含層 Hll 頁　 岩 6．1 8．7 1．1 6 9．9

2 8 3 蛤形 剥片石器 A 包含層 I7 貢　 岩 5．8 8．1 1．4 7 1．1

2 8 4 蛤形 剥片石器 A 包含層 I9 凝灰岩 5．5 7．7 1．5 6 2．7

2 8 5 蛤形 剥片石器 F 包含層 S6－2075 流紋岩 8．9 8．6 2．2 15 1．0

2 8 6 蛤形 剥片石器 A 包含層 SZ1 3B 砂　 岩 7．7 8．4 1．5 104．0

2 8 7 蛤形 剥片石器 A 包含層 Gll 凝灰岩 10．1 1 1．9 2．7 3 89．3

2 8 8 蛤形 剥片石器 A 包含層 HlO 頁　 岩 5．9 8．9 7．4 8 5．6

2 8 9 蛤形 剥片石器 A 包含層 J8 凝灰岩 5．2 7．5 1．2 59．1

2 9 0 蛤形 剥片石器 A 包含層 IlO 頁　 岩 5．5 7．9 1．3 68．1

2 9 1 蛤形 剥片石器 D 包含層 S3　北 凝灰岩 3．6 4．2 0．9 1 2．4

2 9 2 蛤形 剥片石器 A 包含層 SZl 凝灰岩 3．9 5．5 1．0 2 0．3

2 9 3 蛤形 剥片石器 A 包含層 HlO 頁　 岩 4．1 4．9 1．1 24．5

2 9 4 蛤形 剥片石器 A 包含層 S5 頁　 岩 4．2 4．5 0．9 2 3．1

2 9 5 蛤形 剥片石器 A 包含層 J8 頁　 岩 9．2 6．6 1．2 100．0

第8表　下那珂遺跡出土石器計測表（5）
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番 号 ‾‘・ 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

2 9 6 蛤 形 剥 片 石 器 A 包 含 層 I9 堆積岩 系 8 ．6 1 1 ．4 1．6 1 3 5．8

2 9 7 蛤 形 剥 片 石 器 A 包 含 層 26 トレ 堆積岩 系 5 ．9 8 ．2 1．2 6 2 ．0

2 9 8 蛤 形 剥 片 石 器 F 包 含 層 S6－20 9 5 堆積岩 系 6 ．4 7 ．0 1．4 6 4 ．0

2 9 9 蛤 形 剥 片 石 器 B 包 含 層 －101 9 凝灰 岩 6 ．6 6 ．7 1．9 7 9 ．8

3 0 0 蛤 形 剥 片 石 器 F 包 含 層 S6－16 3 3 頁　 岩 4 ．5 4 ．2 1．2 2 2．7

3 0 1 蛤 形 剥 片 石 器 F 包 含 層 S6－41 0 凝灰 岩 5 ．6 4 ．4 1．3 3 1．2

3 0 2 蛤 形 剥 片 石 器 B 包 含 層 －134 0 堆積岩 系 5 ．5 4 ．0 1．1 1 9．0

3 0 3 礫　　 器 A 包 含 層 JlO 凝灰 岩 8 ．8 8 ．0 3．0 2 4 0 ．7

3 0 4 礫　　 器 D 包 含 層 S3　西 砂　 岩 10 ．1 8 ．6 3．0 3 0 5 ．8

3 0 5 礫　　 器 A 包 含 層 S2－53 4 安山岩 1 3．2 1 3 ．2 5．0 1 0 0 8 ．5

3 0 6 礫　　 器 A 包 含 層 HlO 頁　 岩 1 1．3 9 ．2 3 ．2 3 6 9 ．3

3 0 7 礫　　 器 B 包 含 層 泥　 岩 10 ．0 8 ．4 4 ．7 4 6 0 ．0

3 0 8 磨 製 石 斧 A 包 含 層 S1－13 8 3 頁　 岩 14 ．2 6 ．3 4 ．6 6 9 2 ．1

3 0 9 磨 製 石 斧 A 包 含 層 I 12 頁　 岩 7．8 4 ．1 2 ．0 7 6 ．4

3 1 0 磨 製 石 斧 F 包 含 層 S6－16 0 0 頁　 岩 10 ．2 4 ．3 1 ．8 1 1 2 ．0

3 1 1 磨 製 石 斧 A 包 含 層 S2－24 3 1 頁　 岩 1 1．1 3 ．2 4 ．4 3 0 8 ．3

3 1 2 打 製 石 斧 A 包 含 層 表 採 頁　 岩 1 1．6 5 ．9 2 ．7 2 7 5 ．6

3 1 3 打 製 石 斧 G 包 含 層 一 括 凝灰岩 12 ．9 5 ．3 2 ．4 1 8 2 ．0

3 1 4 打 製 石 斧 D 包 含 層 S4－48 6 7 凝 灰岩 1 1．5 5 ．6 2 ．2 1 4 9 ．0

3 1 5 打 製 石 斧 B 包 含 層 砂　 岩 13 ．0 8 ．4 2 ．9 3 3 6 ．1

3 1 6 打 製 石 斧 A 包 含 層 I12 堆積 岩系 8 ．2 3 ．9 1 ．3 5 2 ．0

3 1 7 打 製 石 斧 C 包 含 層 H6 堆積 岩系 9 ．0 4 ．5 1 ．6 8 9 ．0

3 1 8 打 製 石 斧 C 包 含 層 堆積 岩系 1 0．0 6 ．3 2 ．4 1 6 0 ．0

3 1 9 打 製 石 斧 A 包 含 層 下　 H 13 凝灰岩 7．6 5 ．3 2 ．1 1 0 9 ．0

3 2 0 打 製 石 斧 A 包 含 層 S2 泥　 岩 8．9 5 ．2 2 ．6 1 5 2 ．2

3 2 1 打 製 石 斧 C 包 含 層 HS 頁　 岩 9．9 5 ．2 1 ．6 1 0 8 ．0

3 2 2 打 製 石 斧 F 包 含 層 7 トレ 頁　 岩 9．1 4 ．3 1 ．6 8 5 ．0

3 2 3 打 製 石 斧 A 包 含 層 下 層　 G 13 泥　 岩 8．2 5 ．2 3 ．1 1 7 7 ．9

3 2 4 敲　　 石 A 包 含 層 S2 堆 積岩系 4．9 1．5 1．3 1 3 ．7

3 2 5 敲　　 石 D 包 含 層 レキク寸ンー3 1 砂　 岩 6 ．5 4 ．7 3 ．8 1 8 1 ．1

3 2 6 敲　　 石 A 包 含 層 S4－24 2 砂　 岩 12 ．7 5．4 5 ．1 4 6 5 ．7

3 2 7 敲　　 石 A 包 含 層 S2－23 3 凝灰岩 11 ．3 5．4 5 ．1 4 8 9 ．5

3 2 8 敲　　 石 D 包 含 層 レキクやン 凝灰岩 10 ．1 5．6 4 ．6 3 6 5 ．9

3 2 9 敲　　 石 A 包 含 層 10 トレ 砂　 岩 13 ．3 7．5 5 ．9 8 5 3 ．7

3 3 0 敲　　 石 A 包 含 層 H ll 砂　 岩 10 ．5 6．0 5 ．0 4 1 5 ．0

3 3 1 敲　　 石 A 包 含 層 S 1－14 6 0 流紋岩 9 ．8 5．6 4 ．9 4 1 2 ．9

3 3 2 凹　　 石 A 包 含 層 S 1－75 3 砂　 岩 2 0 ．9 6 ．8 3 ．2 6 9 3 ．0

3 3 3 凹　　 石 F 包 含 層 S6－16 0 1 砂　 岩 11 ．1 7．9 7 ．1 8 7 0 ．0

3 3 4 凹　　 石 D 包 含 層 S3　西 砂　 岩 12 ．4 5．4 4 ．0 3 6 5 ．9

3 3 5 凹　　 石 A 包 含 層 G ll 砂　 岩 2 1 ．4 2 1．1 5 ．3 3 2 8 7 ．0

3 3 6 磨　　 石 A 包 含 層 F 凝灰岩 7 ．5 7．2 3 ．6 2 8 4 ．0

3 3 7 磨　　 石 A 包 含 層 I9 凝灰岩 9 ．7 9 ．5 4 ．6 6 2 2 ．0

3 3 8 石　　 皿 A 包 含 層 S4－34 9 砂　 岩 2 3 ．4 1 5．0 6 ．6 2 8 5 2 ．0

3 3 9 剥 片 石 器 A 包 含 層 S2－66 ホ／レン‘フェル ス 6 ．5 1 1．3 1．3 9 6 ．0

3 4 0 剥 片 石 器 A 包 含 層 S6－69 5 頁　 岩 14 ．4 6．2 1．3 1 5 9 ．0

3 4 1 削　　 器 A 包 含 層 I9 珪質岩 5 ．7 7 ．0 1．5 6 0 ．0

3 4 2 礫　　 器 A 包 含 層 I9 ホル ンフェル ス 8 ．1 5 ．7 2 ．4 1 2 8 ．0

3 4 7 石 庖　 丁 A S A 4 5 S A 4 5－14 頁　 岩 8 ．8 4 ．9 0 ．7 5 1．2

3 4 8 石 庖　 丁 A S A 4 5 S A 4 5－1 ホル ン′フェル ス 9 ．2 5 ．7 1．0 8 6 ．0

3 4 9 石 庖　 丁 A SA 4 5 S A 4 5－6 3 ホル ンフェル ス 8 ．6 3 ．6 0 ．7 4 2 ．2

3 6 3 石 庖 丁 A S A 4 4 S A 4 4－8 9 ホル ンフェル ス 9 ．2 5 ．2 1．0 7 0 ．3

3 6 4 石 鍍 未 製 品 A SA 4 4 S A 4 4 頁　 岩 6 ．0 3 ．2 1．6 2 2 ．3

3 8 6 砥　　 石 A SA 2 1 SA 2 1－13 2 頁　 岩 4 ．4 2 ．9 0 ．6 1 0 ．4

3 8 7 石 庖　 丁 A SA 2 1 SA 2 1－11 6 頁　 岩 7 ．9 4 ．3 0 ．7 3 5 ．5

3 8 9 砥　　 石 A SA 3 5 SA 3 5 頁　 岩 5 ．5 5 ．3 0 ．7 1 6 ．8

3 9 0 蛤 形 剥 片 石 器 A SA 3 5 SA 3 5 ホル ンフェル ス 4 ．4 6 ．1 0 ．7 1 8 ．1

3 9 7 敲　　 石 A SA 3 7 SA 3 7－5 凝灰 岩 9 ．6 5 ．6 4 ．1 3 2 7．6

3 9 8 敲　　 石 A SA 3 7 SA 3 7－13 0 砂　 岩 16 ．7 7 ．2 6 ．5 1 0 6 7．0

3 9 9 台　　 石 A SA 3 7 SA 3 7－18 3 砂　 岩 17 ．1 3 2 ．2 6 ．3 5 6 2 9 ．0

第9表　下那珂遺跡出土石器計測表（6）
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番 号 器　　 種 出 土 区 出 土 位 置 注 記 番 号 石 材
最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重 量

（g ）

4 0 8 蛤 形 剥 片 石 器 A SA 3 9 SA 3 9－19 4 ホル ン′フ ェル ス 6 ．7 6 ．4 1．6 8 2 ．0

4 0 9 礫　　 器 A SA 3 9 SA 3 9－27 9 ホル ンフ ェル ス 8 ．6 7 ．8 3．3 2 2 5．3

4 1 0 砥　　 石 A SA 3 9 SA 3 9－17 1 頁　 岩 22 ．9 4 ．5 3．5 4 5 4 ．2

4 1 3 磨 製 石 嫉 A SA 4 2 SA 4 2一 括 頁　 岩 3 ．3 2 ．2 0 ．4 3．2

4 1 4 砥　　 石 A SA 6 3 SA 6 3－67＋71 頁　 岩 10 ．6 3 ．2 2 ．3 7 5 ．0

4 2 3 石 庖　 丁 A SA l l SA l l ・12　 SH ホル ン’フ ェル ス 8 ．5 5 ．1 0 ．6 4 2 ．2

4 2 4 砥　　 石 A SA l l SA l l ・12－12 9 頁　 岩 9 ．4 2 ．3 2 ．2 4 1．0

4 2 5 蛤 形 剥 片 石 器 A SA l l SA l l ・12－16 7 ホル ンフ ェル ス 8 ．3 4 ．7 2 ．1 9 5 ．0

4 2 8 磨 製 石 嫉 A SA 1 2 SA l l ・12－22 4 頁　 岩 2 ．1 1 ．9 0 ．3 1．1

4 3 1 石 庖　 丁 A SA 1 3 SA 1 3 頁　 岩 9 ．4 4 ．3 0 ．7 4 1．4

4 3 6 砥　　 石 A SA 2 SA 2－63 頁　 岩 8 ．4 2 ．8 1．1 3 2 ．7

4 3 7 蛤 形 剥 片 石 器 A SA 9 SA 9－4 8 ホル ンフェル ス 6 ．7 6 ．6 1．1 6 3 ．0

4 4 4 石 庖　 丁 A SC 1 4 SC 1 4－6 頁　 岩 9 ．0 5 ．6 1．1 8 9 ．6

4 5 3 敲　　 石 A SA 1 5 SA 1 5－84 砂　 岩 7 ．7 4 ．6 3 ．8 2 0 4 ．6

4 5 4 砥　　 石 A SA 1 5 SA 1 5－5 砂　 岩 10 ．2 3．7 3 ．3 8 6 ．4

4 6 8 砥　　 石 A SA 2 8 S A 2 8 頁　 岩 8 ．0 1．9 1．9 4 4 ．2

4 7 6 石 庖　 丁 A S A 2 9 S A 2 9－68 頁　 岩 5 ．4 5．0 0 ．6 2 0 ．7

4 7 7 石 庖　 丁 A S A 2 9 S A 2 9 南 ホル ンフェル ス 7 ．8 6．2 0 ．5 3 3 ．5

4 7 8 石 庖　 丁 A S A 2 9 S A 2 8 ・29 ホル ン′フェル ス 4 ．6 3．0 0 ．7 1 1．6

4 7 9 砥　　 石 A S A 2 9 S A 2 8 ・29一 括 頁　 岩 12 ．8 3．8 2 ．3 1 1 7 ．2

4 9 5 砥　　 石 A S A 5 S A 5－13 4 頁　 岩 4 ．9 2 ．8 0 ．7 1 1．3

4 9 6 砥　　 石 A S A 3 0 S A 3 0 頁　 岩 12 ．7 3．7 1 ．6 1 0 9 ．0

5 0 0 磨 製 石 嫉 A SA 3 2 S A 3 2 頁　 岩 3 ．9 2 ．1 0 ．3 2 ．5

5 0 1 磨 製 石 嫉 A SA 3 2 S A 3 2 頁　 岩 2 ．7 3 ．0 0 ．3 1 ．9

5 0 6 磨 製 石 錬 A SA 3 3 S A 3 3－19 3 0 頁　 岩 2 ．8 1．4 0 ．3 1 ．3

5 1 4 敲　　 石 A SA 4 6 S A 4 6－18 3 8 砂　 岩 8．7 5 ．4 3 ．5 2 4 4 ．6

5 2 6 砥　　 石 A SA 4 7 S A 4 7－17 4 6 頁　 岩 7．1 3 ．5 0 ．8 1 9 ．2

5 2 7 敲　　 石 A SA 4 7 S A 4 7－16 4 2 砂　 岩 1 2．8 6 ．4 4 ．5 6 1 2 ．0

5 2 8 敲　　 石 A SA 4 7 S A 4 7－16 4 2 砂　 岩 15．0 1 3 ．3 9 ．6 2 6 6 2 ．0

5 3 7 砥　　 石 A S A 7 S A 7 頁　 岩 4．1 2 ．4 1 ．0 1 2 ．6

5 5 9 磨 製 石 嫉 A S C 1 3 S C 13 頁　 岩 3．0 2 ．5 0 ．3 2 ．5

5 6 0 砥　　 石 A S C 1 3 S C 1 3－25 頁　 岩 3．3 3 ．5 0 ．9 8 ．4

6 0 1 磨 製 石 嫉 A SA 5 4 S A 5 4 ・55－44 1 頁　 岩 2．6 2 ．1 0 ．3 2 ．3

6 0 2 台　　 石 A SA 5 4 S A 5 4－35 0－12 凝 灰岩 9．9 7 ．2 ． 4 ．7 4 5 5．0

6 1 0 砥　　 石 A SC 9 S C 9－5 頁　 岩 18 ．9 6 ．0 1．8 3 7 1．2

6 1 1 磨 製 石 鉄 A SC 9 S C 9－49 頁　 岩 3．4 2 ．0 0．2 2 ．4

6 1 3 石 庖　 丁 A SA 5 7 SA 5 7－6 ホル ンフ ェル ス 10 ．4 ．5 ．0 0．7 5 4 ．5

．6 1 9 磨 製 石 嫉 A SA 5 8 SA 5 8－40 頁　 岩 2 ．0 1 ．3 0．4 1．4

6 2 0 敲　　 石 A SA 5 8 SA 5 8－18 3 9 凝灰 岩 9 ．6 7 ．2 4 ．5 5 6 1．0

6 2 8 敲　　 石 A SA 2 2 SA 2 2 ・23－15 砂　 岩 7 ．2 5 ．5 2 ．1 1 0 2 ．9

6 2 9 砥　　 石 A SA 2 2 SA 2 2 貢　 岩 7 ．0 2 ．7 1．1 1 8 ．9

6 3 0 石 庖　 丁 A SA 2 2 SA 2 2 ホル ンフェル ス 7 ．9 4 ．6 0 ．8 3 8 ．8

6 4 7 砥　　 石 A SA 2 7 SA 2 7－5 砂　 岩 10 ．1 5 ．1 4 ．1 2 9 3 ．2

6 5 7 磨 製 石 嫉 B SA 9 1 S A 9 1南 一括 頁　 岩 3 ．9 1 ．8 0 ．2 2 ．1

6 5 8 敲　　 石 B S A 9 1 S A 9 1－60 砂　 岩 8 ．9 5．2 3 ．8 2 4 4 ．7

6 5 9 敲　　 石 B S A 9 1 S A 9 1－20 砂　 岩 12 ．7 5．0 3 ．6 3 3 1．6

6 6 0 石　　 錘 B S A 9 1 S A 9 1－8 砂　 岩 5 ．8 8 ．7 2 ．4 1 8 4 ．0

6 6 7 砥　　 石 B S A 9 3 S A 9 3 頁　 岩 6 ．4 3．8 1．3 3 1．0

6 6 8 石 庖 丁 B S A 9 3 S A 9 3－8 1 貢　 岩 5 ．6 4 ．2 0 ．5 1 1 ．7

6 6 9 台　　 石 B S A 9 3 S A 9 3 C 砂　 岩 2 7 ．6 1 1．4 9 ．9 3 4 6 6 ．0

6 8 1 砥　　 石 B S A 9 5 S A 9 5－35 砂　 岩 5 ．0 6 ．3 3 ．1 1 7 6 ．0

6 8 2 磨 製 石 嫉 B S A 9 5 S A 9 5 南一 括 頁　 岩 3 ．1 2 ．2 0 ．3 2 ．5

6 8 3 石 庖 丁 B S A 9 5 S A 9 5－28 ホル ンフェル ス 9 ．2 5．5 1．0 6 8 ．2

6 8 7 石 庖 丁 B S A 9 6 S A 9 6－52 頁　 岩 8 ．2 4 ．8 0 ．7 4 5 ．1

6 9 9 石 庖　 丁 B S A 9 7 S A 9 7　2 区上 ホル ン′フェルス 9 ．0 5．3 1．0 6 0 ．5

7 8 2 敲　　 石 D SA l O 3 S A 2 0 1－1 凝灰岩 8 ．4 5 ．2 5 ．7 3 6 3 ．0

7 8 3 敲　　 石 D SA l O 3 S A 2 0 1－40 8 頁　 岩 9 ．8 5 ．4 2 ．1 1 3 3 ．0

8 0 8 敲　　 石 D SA l O 4 S A 2 0 9－18 8 砂　 岩 8 ．3 5 ．6 4 ．4 2 6 6 ．0

8 0 9 蛤 形 剥 片 石 器 D SA l O 4 S A 2 0 9－12 5 砂　 岩 10．8 9 ．9 2 ．2 2 1 9 ．0

第10表　下那珂遺跡出土石器計測表（7）
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番号 器　　 種 出土区 出土位置 注記番号 石 材
最大長

（cm ）

最大幅

（cm ）

最大厚

（cm）

重量

（g ）

8 1 0 石 庖 丁 D S A l O4 SA209－25 堆積岩系 8．3 4．6 0．6 3 9．5

8 1 1 砥　　 石 D S A l O4 SA209－24 頁　 岩 1 1．9 3．9 1．9 154 ．5

8 2 4 敲　　 石 D S A lO 5 SA208－65 砂　 岩 7．9 5．5 2．4 14 4．0

8 3 6 打製 石斧 D S A lO 6 SA207－6 ホルンフェルス 8．4 6．0 3．0 2 0 5．0

8 3 7 石 庖 丁 D S A l O6 SA207－63 頁　 岩 9．4 3．8 0．8 4 6．3

8 5 0 砥　　 石 D SA l O7 SA202－157 頁　 岩 5．7 5．0 0．9 2 1．0

8 6 1 石 庖 丁 D SA l O9 SA2 13－67 頁　 岩 8．6 5．2 1．1 6 3．2

8 6 2 磨製 石鉄 D SA l O9 SA2 13－163 頁　 岩 3．5 2．3 0．3 3．3

9 0 0 砥　　 石 D SA 1 14 SA203－41 1 砂　 岩 9．9 4．0 2．0 8 6．9

9 0 1 磨製 石錬 D SA 1 14 SA203－407 頁　 岩 5．6 2．1 0．6 8．0

9 0 2 敲　　 石 D SA 1 14 SA203－187 砂　 岩 11．1 6．3 3．3 2 9 7．0

9 0 3 磨　　 石 D SA 1 14 SA203－102 砂　 岩 5．5 1．3 2．1 2 2．0

9 0 5 石 庖 丁 D SA 1 14 SA203－336 頁　 岩 1 0．5 4．9 0．9 7 2．5

9 1 5 石 庖 丁 D S A 1 15 SA205－29 ホルンフェルス 9．4 5．6 0．5 5 5．6

9 1 6 砥　　 石 D S A 1 15 SA205－271 頁　 岩 7．8 3．4 2．0 4 8．0

9 1 7 敲　　 石 D S A 1 15 SA205－176 砂　 岩 10．3 6．8 4．3 2 8 4．0

9 18 石　　 皿 D S A 1 15 SA205－211 砂　 岩 28．5 2 1．5 9．5 5 72 1．0

10 2 3 砥　　 石 F S A 1 16 SA215－129 頁　 岩 5．4 2．8 0．8 9．0

10 2 4 磨製 石錬 F S A 1 16 SA215 頁　 岩 2．4 2．1 0．2 1．9

10 5 7 石 庖 丁 D S A 1 19 SA216－36 頁　 岩 7．6 3．8 0．8 2 9．1

1 1 4 1 磨 製 石嫉 C SA 9 0 SA90－③ 頁　 岩 2．9 1．4 0．3 1．3

1 1 4 7 ナ イ フ形石器 A 包含層 表採 チャート 2．2 1．6 0．5 2．5

1 1 4 8 ナ イ フ形石器 A 包含層 表採 頁　 岩 5．4 2．4 1．3 1 3．7

1 1 4 9 ナ イ フ形石器 A 包含層 SA13－53 ホルンフェルス 7．4 2．2 0．9 1 7．3

1 1 5 0 ナ イ フ形石器 A 包含層 F9 頁　 岩 6．8 2．5 1．5 1 5．1

1 1 5 1 尖 ・頭 器 E 包含層 I－83 ホルンフェルス 4．8 1．7 0．6 7．7

1 1 5 2 尖 頭 器 A 包含層 I7 珪質岩 7．8 3．0 1．2 3 2．0

1 1 5 3 削　　 器 A 包含層 表採 頁　 岩 6．3 5．7 1．7 3 8．7

1 1 5 4 細 石 核 A 包含層 Fll 頁　 岩 3．4 6．3 3．2 5 9．3

1 1 5 5 細 石 核 A 包含層 D14 頁　 岩 3．4 2．7 1．4 14．5

1 1 5 6 細 石 核 A 包含層 F13 砂　 岩 4．5 3．6 0．7 1 0．4

1 1 5 7 細 石 核 B 包含層 カクラン 砂　 岩 3．4 4．3 2．1 44．1

1 1 5 8 細 石 核 A 包含層 表採 砂　 岩 5．0 5．3 1．7 6 5．6

1 1 5 9 細 石 核 A 包含層 表採 砂　 岩 4．6 6．5 2．1 9 1．4

1 1 6 0 粗製 剥片石器 A 包含層 下層－283 頁　 岩 7．0 8．7‾ 1．1 6 5．2

1 1 6 1 粗製 剥片石器 A 包含層 下層－242 ホルンフェルス 5．5 6．6 1．0 36．0

第11表　下那珂遺跡出土石器計測表（8）
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調牢・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

34 3 高 杯 口縁部 ．A S A 4 5 26．9
風化著しく調整不

明

風化著しいが，ミガ

キ痕が確認できる
明黄褐 明黄褐 2mm以下の灰・褐色粒

を含む

34 4 高 坪 脚部 A 白A 4 5
横走する凹線と羽状
連続刺突文，縦方向

のミガキ

ナデ
にぷい

黄橙
橙 2mm以下の灰・黄灰・

黒・褐色粒を含む

34 5 高 杯 脚部 A S A 4 5
裾部は凹線文，ミガ

キ，羽状連続刺突文
横方向のパケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の灰・黄灰・
褐色粒を含む

34 6 器 台 柱部 A S A 4 5 横走する9条の凹線
文，縦方向のミガキ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の灰・乳白・
褐色粒を含む

3 5 0 蛮
口縁部～

底部
A S A 4 4 20．2 ナデ，工具ナデ ナデ 橙 橙 1～3mmの灰・褐色粒

を含む

3 5 1 嚢 口縁部～

胴部
A SA 4 4 16．3

口縁部は斜方向の

パケ目の後に横方
向のナデ，胴部は斜
方向のパケ目

口縁部はパケ目の
後にナデ，胴部は横
と斜方向の工具ナ

＿＿や7‾

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の褐・灰色石
粒，1mm以下の赤褐
色粒を含む

3 5 2 小 型 餐
口縁部～

胴部
A SA 4 4 11．6 縦方向の工具ナデ

斜と縦方向の工具
ナデ

橙 橙 6mm以下の褐色粒を
含む

3 5 3 －＝ヒ宝E 口縁部 A SA 4 4 12．1 縦方向のパケ目
斜と横方向の工具
ナデ

浅黄橙 浅黄橙
3mm以下の赤褐，1mm
以下の無色透明・黒
色透明粒を含む

3 5 4 1 小 型 壷
口縁部～

底部
A SA 4 4 5．0 3．6 10．8

ロ縁部は指ナデ，頸

部はミガキ，胴部は
縦方向の工具ナデ

工具ナデの後にナ

デ後に指ナデ

にぷい

黄橙
黄灰 2mm以下の赤褐・褐

灰・黄褐色粒を含む

3 5 5 「＝土ご笠
胴部～底

部
A SA 4 4 4．3

風化著しく不明で

あるが，おそらくナ
＿°7‾

ナデ，底部付近は指
押さえ

橙 灰黄 2mm以下の褐・乳白色

粒を含む

3 5 6 ＝量ご笠
胴部～底

部
A SA 4 4 3．6 縦方向の工具ナデ 斜方向の工具ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐・灰色粒
を含む

3 5 7 鉢 口縁部～

底部
A SA 4 4 26．8 4．6 10．0

風化著しいが縦方
向のミガキが残る

風化著しいが縦方
向のミガキが残る

橙
にぷい

黄橙

1mm以下の黒色光沢・
無色光沢粒・褐・白色
色粒を含む

3 5 8 鉢 口縁部～

胴部
A S A 4 4 12．7

斜方向ミガキ，縦方
向パケ目

斜方向の工具ナデ 浅黄橙 浅黄橙
2mm以下の赤褐・褐色
粒を含む

3 5 9 高 坪 脚部 A S A 4 4 風化著しく調整不
明

風化著しく調整不
明

橙 橙 1m皿以下の褐・黒・無
色透明粒を含む

3 6 0 高 杯
師部～脚

部
A SA 4 4

師部は斜方向のパ

ケ目，脚部は縦方向

のミガキ

師部は放射状のミガ
キ，脚部はナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の褐・黒色粒
を含む

3 6 1 鉢
口縁部～

底部付近
A SA 4 4 21．8

口唇部は横方向の

ナデ，胴部は風化著
しく調整不明

風化しているが放射

状のミガキが残る

にぷい

橙

にぷい

樫

1m血以下の黒色光沢・
褐・無色光沢粒を含

む

3 6 2 高 杯 脚部 A SA 4 4 17．4
風化著しいがわず

かにミガキが残る
円周方向のパケ目

にぷい

橙

にぷい

橙
1mm以下の褐色粒を
含む

3 6 5 ＝量ご笠 頸部 A SA 4 3
櫛措波状文，線刻あ

り，パケ目
指ナデ 橙

にぷい

黄橙

2mm以下の褐色粒を

含む

3 6 6 鉢
胴部～底

部
A SA 4 3 6．7

縦方向の工具ナデ，
底部付近は指ナデ

と横方向のナデ

不定方向のミガキ 橙 橙
1mm以下の黒色，2mm
程の褐・灰・灰白色粒

を含む

3 6 7 高 坪 口縁部 A SA 4 3
上半は縦方向のミガ
キ，下半横方向のミ
ガキ

縦方向のミガキ 橙 橙
3mm以下の褐色 1mm
程の灰・黒・無色透明
粒を含む

3 6 8 高 杯
杯部と脚

部の連結

部

A S A 4 3 工具ナデ ナデ
にぷい

黄橙
灰
2mm以下の褐・灰色，

1～4mm赤褐色粒を
含む

3 6 9 鉢
口縁部～

底部
A S A 4 3 19．5 2．9 6．2

横方向のナデの後
縦方向のミガキ

横方向のナデ，ナデ 橙
にぷい

橙
1血程の褐・灰色粒を
含む

3 7 0 賓
口縁部～

胴部
A S A 2 1 15．3

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向のパケ目

不定方向のパケ目
にぷい

橙

にぷい

橙

1mm程の褐色，3～5

mmの褐・灰・灰白・黒
色粒を含む

3 7 1 嚢
口縁部～

胴部
A S A 2 1 16．1

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向のパケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向の工具ナデの
後にナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の明赤褐

色2mm以下の褐灰・
灰褐色粒を含む

3 7 2 窺
口縁部～

胴部
A S A 2 1 20．1

5．7 19．0

口縁部はナデ，胴部

は縦と斜方向のパ
ケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向の工具ナデ

にぷい

樫

にぷい

橙

4mm以下の褐・灰色

2mm以下の黒色粒を
含む

3 7 3 餐
口．縁部～

胴部
A S A 2 1 16．7

11．6

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向のパケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向の工具ナデ

にぷい

黄橙
橙
3mm以下の黒・灰・褐
色，2mm以下の黒・透

明光沢粒を含む

3 7 4 －＝ヒ韮 口縁部 A S A 2 1
二次口縁部に楔状

の連続刺突文
ナデ 橙 橙

3m皿以下の赤褐色 1

mm以下の透明光沢粒
を含む

3 7 5 壷 口縁部～

底部
A S A 2 1 縦と斜方向に工具

ナデ

口縁部と頸部は指
ナデ，胴部は斜方向

の工具ナデ

橙
にぷい

黄橙
3mm以下の赤褐・灰・
黒・黄橙色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調 ・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

3 7 6 ＝ヒ宝E
頸部～胴

部
A S A 2 1 縦方向の工具ナデ

頸部は指ナデ，胴部

は斜方向の工具ナ

＿・．＿マフ‾

浅黄橙
にぷい

黄橙
1mm程の黒色，2mm程

の褐色粒を含む

3 7 7 「＝量：ご宝E
口縁部～

頸部
A S A 2 1 13．0

口縁部は横方向の
ナデ，頸部は縦方向

のミガキ

横方向の工具ナデ 橙
にぷい

橙
2～3mmの褐・黒色粒

を含む

3 7 8 窺 底部 A S A 2 1 4．2
風化著しく不明で

あるがおそらく縦方
向の工具ナデ

風化著しく不明で

あるがおそらく縦方
向の工具ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
3mm以下の褐・褐灰色
を含む

3 7 9 －＝ヒ笠
胴部～底

部
A S A 2 1 5．3 縦方向の工具ナデ

胴部は斜方向の工
具ナデ，底部付近は
指ナデ

浅黄橙
にぷい

黄橙
1mm程の黒色，2mm程

の褐色粒を含む

3 8 0 高 杯 脚部 A S A 2 1 縦と斜方向のミガキナデ
にぷい

橙
橙
4mm以下の赤褐・灰褐
色，1mm以下の透明
光沢粒を含む

3 8 1 高 杯 杯部 A S A 2 1 27．5 縦方向のミガキ 縦方向のミガキ 橙 橙 ．－1 2mm以下の赤褐・黒・
無色透明粒を含む

3 8 2 鉢
口縁部～

胴部
A S A 2 1 26．3 縦方向のミガキ 縦と斜方向のミガキ ．橙 橙

3mm以下の灰自・にぷ

い黄褐・褐灰・無色透
明粒を含む

3 8 3 高 杯 師部 A S A 2 1
風化著しく不明で
あるが，おそらく縦

方向のミガキ

黒変，縦と斜方向の

ミガキ
浅黄橙 黒褐

3mm以下の赤喝色1

m以下の透明光沢粒
を含む

3 8 4 鉢 口縁部 A S A 2 1 主に縦方向のミガキ主に縦方向のミガキ
にぷい

赤褐
橙
1mm以下の透明光沢
粒，3mm以下の赤褐
色粒を含む

3 8 5 ＝ヒ韮 底部 A S A 2 1 2．0 縦方向のミガキ 縦方向のミガキ
にぷい

黄橙
橙
3mm以下の赤褐色，1

mm以下の透明光沢粒
を含む

3 8 8 鉢
口縁部～

底部
A S A 3 4 7．2 6．3 2．5

口縁部は横方向の，
胴部は縦と斜方向

の工具ナデ

口縁部は横方向の，
胴部は縦と斜方向

のナデ

橙 橙
1～3mmの赤褐・褐色

石粒，2mm以下の褐
灰色石粒を含む

3 9 1 餐 頸部～胴

部
A S A 3 7 横と斜方向のタタキ斜と縦方向のナデ

にぷい

橙
橙 2mm以下の赤褐，1mm

程の乳白色粒を含む

3 9 2 蛮 胴部～底

部
A S A 3 7 6．1

横と斜方向のタタ

キ，底部付近は指ナ
、．＿°フ‾

縦と斜方向のナデ，

底部付近は指ナデ
橙
にぷい

橙

5mm以下の灰白・灰
褐・にぷい褐色石粒
を含む

3 9 3 「＝土ご宝E
頸部～胴

部
A S A 3 7 縦方向のパケ目

頸部附近は指ナデ，
胴部はナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄褐
1mm以下の黒・灰白粒
をわずかに含む

3 9 4 「＝土ご宝E 口縁部 A S A 3 7 12．2

二次口縁部に櫛描
波状文，口縁部は指

ナデと縦方向のハ
ケ目

二次口縁部は横方

向の指ナデ，口縁部
は横方向のパケ目

にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の透明光沢

粒を含む

3 9 5 「＝土ご宝E 口縁部 A S A 3 7
二次口縁部に凹線
文と円形浮文，口縁
部はナデ

ナデ 橙
にぷい

橙

2mm以下の褐色石
粒，1mm以下の透明
光沢粒を含む

3 9 6 ＝ヒ笠 口縁部 A S A 3 7
二尾口縁部に櫛描
波状文，口縁部はナ
デとパケ目

ナデ 橙 I橙 1mm以下の褐色粒を
含む

4 0 0 鉢 口縁部～

底部
A S A 3 8 10．0 2．4 7．9

風化著しいがパケ

目がわずかに残る

縦方向の工具ナデ

の後にナデ
橙 橙

3mm以下の褐灰色石
粒，1mm以下の透明

粒を含む

4 0 1 ＝ヒ宝E
口縁部～

頸部
A S A 3 8 8．3

口縁部は横方向の

工具ナデ，頸部は風
化著しいが縦方向

のミガキ

風化著しいが縦方
向のミガキがわずか
に残る

明赤褐 明赤褐
1mm以下の透明光
沢，褐灰，乳白色石
粒を含む

4 0 2 「＝土ご宝E
口縁部～

底部
A S A 3 9 13．3 5．0 25．1

二次口縁部は櫛描
波状文，胴部は斜方

向のパケ目

ナデ，指ナデ
にぷい

黄橙
灰黄褐
2mm以下の灰黄褐・
褐・透明光沢粒を含

む

4 0 3 －＝ヒ宣E
口縁部～

底部
A S A 3 9 11．4 0．8 24．2

縦と斜方向の工具
ナデ

頸部は指ナデ，胴部

は横と斜方向の工
具ナデ

にぷい

橙
褐灰
4mm以下の褐灰，1mm
以下の褐・黒・透明光
沢粒を含む

4 04 「＝土ご宣E
頸部～底

部付近
A S A 3 9

斜と縦方向のパケ

目

頸部は指ナデ，胴部

は風化著しいが斜
方向のパケ目

にぷい

橙
橙 3mm以下の褐灰・灰色
粒を含む

4 0 5 襲
胴部～底

部
A S A 3 9 6．4

風化著しいが，おそ

らくナデか工具ナ
デ，底部付近は指ナ

＿．．・．す7‾

風化著しいが，おそ
らくナデか工具ナ

＿．．．＿す7‾

橙 灰褐
4mm以下の褐灰・灰
白・透明光沢・橙色粒
を含む

4 0 6 襲 胴部～底

部
A S A 3 9 5．0

風化著しいが，おそ

らくナデ

風化著しいが，おそ

らくナデ
橙 橙

2mm以下の褐灰・灰
自・透明光沢・赤褐色

粒を含む

4 0 7 賓 底部 A S A 3 9 6．2 指ナデ 指ナデ 橙 灰 5mm以下の褐灰・灰
白・黒色粒を含む

4 1 1 餐 底部 A S A 4 0

22．6

5．4

10．5

単位不明だが，縦方
向のパケ目が残る

ナデ，底部付近は指

ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
3mm以下の灰・黄橙・
褐・黒色粒を含む

4 1 2 鉢
口縁部～

底部
A S A 4 1 6．1

風化著しいが，斜と

縦方向のパケ目が
認められる

ナデ，一部横方向の

パケ自らしき痕跡が
残る

橙 橙 4mm以下の褐灰・黒色
粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調 ・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面 ・

4 1 7 ＝ヒ笠 口縁部 A S A 6 5 8．7
二次口縁部は櫛描

波状文
横方向のナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐・灰色粒
を含む

4 1 8 ＝ヒ宜
胴部～底

部
A S A 6 5 3．6 ナデ ナデ 橙 橙

3mm以下の灰・黒色，

8mm以下の高師小僧
を含む

4 1 9 鉢
口縁部～

底部
A S A 8 6 11．3 5．4 14．3

胴部は縦方向のパ

ケ目，底部付近は指

ナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は工具ナ
デの後にナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の赤褐色，2

mm以下の褐灰色石粒
を含む

4 2 0 士宜 底部 A SA l l 5．9 ナデ，工具ナデ 不定方向のパケ目
にぷい

樫
黒灰 1mm以下の灰白・褐・

無色透明粒を含む

4 2 1 高 杯 脚部 A SA l l
縦方向のミガキ，円

形透かし
ナデ

にぷい

橙
灰黄褐 2mm以下の褐・白・黒

色粒を含む

4 2 2 勾 玉 A SA l l 橙 橙 1～2mm程の黒色粒

を含む

4 2 6 高 杯 脚部 A S A 1 2 裾部に凹線文，縦方
向のナデ

斜と横方向の工具
ナデ

にぷい

黄橙
浅黄 1mm程の褐色粒を含
む

4 2 7 －＝ヒ笠 底部 A SA 12 4．1
工具によるナデの後

にミガキ
主に縦方向のミガキ

にぷい

橙

にぷい

黄橙
1mm以下の灰白・無色
透明光沢粒を含む

4 2 9 士笠 口縁部 A S A 1 3 12．5
横方向のナデで一

部工具痕が残る
横方向のナデ 橙 橙 3mm以下の褐・灰・乳

白色粒を含む

4 3 0 士
韮 胴部 A S A 1 3

台状の貼付突帯，模

状の連続刺突文，縦
方向のミガキ

縦と斜方向のナデ
にぷい

橙
灰
1mm以下の褐色粒を

含む

4 3 2 ．壷 口縁部 A S A 2 12．6
口唇部は横方向の
ナデ，口縁部は斜方

向のパケ目

横方向のナデ，ナデ 橙 栓 1m皿以下の無色透明

粒を含む

4 3 3 「＝土ご笠 胴部 A S A 2
線刻絵画文の一部

あり
ナデ 橙 樫

1mm以下の褐灰・灰

白・金色光沢粒を含

む

4 3 4 高 杯 杯部 A S A 2
横方向の工具ナデ

後にミガキ
不定方向のミガキ

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm程のにぷい褐色

石粒，1mm以下の明
赤褐・褐灰色石粒を

含む

4 3 5 器 台 裾部 A S A 2
裾部に凹線文，縦方

向のパケ目の後ナ

ー＿＿°7‾

縦方向のミガキ
にぷい

橙

にぷい

黄橙

5mm以下の灰黄褐・赤

褐色石粗 3mm以下

の灰白石粒を含む

4 3 8 窺
口縁部～

胴部
A S A 1 8 19．3

頸部に斜位の刻文，
縦と斜方向のパケ

目

主に斜方向のパケ

目

にぷい

黄橙

にぷい

黄褐
1mm程の褐色粒を含

む

4 3 9 高 杯 師部 A S C 1 4 26．9
上半は横方向のナ

デ，下半はミガキ

風化著しいが横方

向のミガキ

にぷい

黄栓

にぷい

黄橙

2mm以下の赤褐・褐

灰・乳白色粒を含む

4 4 0 高 杯 師部 A S C 1 4
屈曲部はナデ，他は

縦方向のミガキ
屈曲部付近に指ナ
デ，他はミガキ

橙
にぷい

黄橙
2mm以下の褐灰・赤褐
色粒を含む

4 4 1 襲 胴部 A S C 1 4 縦と斜方向の工具

ナデ

縦と斜方向のパケ

目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の黒褐・褐

灰・灰白色粒を含む

4 4 2 器 台 柱部 A S C 1 4
中央部に10条の凹
線，縦方向のミガキ

とパケ目，穿孔

ナデ 橙 橙 2mm以下の赤褐・褐

灰・黒褐色粒を含む

4 4 3 器 台 裾部 A S C 1 4 30．5

縦方向のパケ目，裾

端部は横方向のパ

ケ目

斜方向のミガキ 橙 橙 3mm以下の自・褐・黒・
赤褐色粒を含む

4 4 4 餐 底部 A S C 1 4 5．2
縦方向のパケ目，底

部付近は指ナデ
ナデ

にぷい

黄橙
灰
1～3mmの灰白・黄橙

色粒を含む

4 4 5 「＝土ご笠 口縁部 A S C 1 4
二次口縁部に円形

浮文

風化著しいがおそら

くナデ
橙 橙 2mm以下の乳白・黒

褐・褐灰色粒を含む

4 4 7 賓 底部 A S A 1 4 6．9
ナデ，底部付近は指

ナデ
指ナデ

にぷい

黄橙
黄灰 4mm以下の灰褐・赤
褐・褐色石粒を含む

4 4 8 器 台 裾部 A S A 1 4 22．6 縦方向のミガキ
縦と斜方向のパケ

目
橙 橙

1mm以下の赤褐・褐

色・透明光沢粒を含
む

4 4 9 こと宜
口縁部～

胴部
A S A 1 5 18．7

二次口縁部に櫛描
波状文，胴部は工具

による丁寧なナデ

工具ナデ 橙
にぷい

橙

2m皿以下の灰・黒・褐

色粒を含む

4 5 0 「＝土ご韮 口縁部 A S A 1 5 11．8
口縁部付近は横方

向，頸部附近は縦方
向のパケ目

口縁部付近は横方

向，頸部附近は縦方

向のハケ目

橙 橙
2mm以下の灰褐・赤

褐・無色透明粒を含

む

4 5 1
手 軽 土

器

口縁部～

底部
A S A 1 5 5．3 1．1 4．3 斜方向の指ナデ

横と斜方向の工具

ナデ
橙 橙 2mm以下の黒・灰・褐

色粒粒を含む

4 5 2 窺
口縁部～

胴部
A S A 1 5

口縁部付近は斜，胴

部は縦方向のパケ

目

斜方向のパケ目 橙 橙
5mm以下のにぷい橙・

灰褐・赤褐色粒を含

む

第14表　下那珂遺跡出土土器観察表（3）
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調黎・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

4 5 6 襲 口縁部～

胴部
A S A 1 9 14．0

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は縦方向

のパケ目

口綾部は横方向の
ナデ，胴部は縦方向

の工具ナデの後に
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1～3mmの黒・褐色粒

を含む

4 5 7 士宜
口縁部～

胴部
A S A 1 9 10．3 縦方向のパケ目

口縁部は工具ナデ，

胴部はナデと指ナ

．＿す7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の赤色粒を
含む

4 5 8 「＝土ご宝E
口縁部～

胴部
A S A 1 9 9．0 斜方向のパケ目

口縁部はナデ，頸部

は指ナデ，胴部はナ
＿一．や7《

にぷい

橙
灰黄 3mm以下の褐灰・白・
赤褐・褐色粒を含む

4 5 9 ＝ヒ宝E 底部 A S A 1 9 3．3 風化著しいがおそら
く工具ナデ

ナデ 橙 灰黄
2mm以下の赤褐色
粒，10mm以下の高師
小僧を含む

4 6 0 餐 口縁部～
A S A 2 5 28．3

口縁部はナデ，胴部ナデ，頸部附近は指 にぷい にぷい 1m皿以下の褐・褐灰色

底部 は斜方向のパケ目 ナデ 橙 黄橙 石粒を含む

4 6 1 蛮 胴部～底

部
A S A 2 5 4．9

ナデの後，不定方向

のパケ目，底部付近
は指ナデ

縦方向のパケ目
にぷい

黄橙

にぷい

橙
2mm以下の褐・灰白色
粒を含む

4 6 2 鉢 底部 A S A 2 5 3．1
風化著しく調整不
明だがおそらくナデ

ナデ
にぷい

黄橙
黄橙

4mm以下の黄橙・灰
色，2mm以下の赤褐・
黒・無色透明粒を含

む

4 6 3 「＝土ご笠 底部 A S A 2 5 9．2
ナデ，底部付近は指

ナデ
斜方向の工具ナデ 褐灰

にぷい

黄橙
1mm以下の褐・褐灰・
金色光沢粒を含む

4 6 4 「＝壬：さ笠
頸部～底

部
A S A 2 5 2．9

風化著しく調整不
明だが，おそらくナ

＿＿＿や7‾

風化著しく調整不
明だが，おそらくナ

＿．＿．e7‾

橙
にぷい

黄
2mm以下の明赤褐・褐

灰・灰白色粒を含む

4 6 5 鉢 口縁部 A S A 2 5
風化著しく調整不

明だが，おそらくミ
ガキ

風化著しく調整不

明だが，おそらくミ
ガキ

浅黄橙
にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰白色
粒を含む

4 6 6 襲
胴部～底

部
A S A 2 6 4．9

縦方向のパケ目の
後にナデ

縦方向のパケ目 浅黄橙
にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰白色
粒を含む

4 6 7 襲 底部 A S A 2 8 6．6 ナデ ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の褐色粒を
含む

4 6 9 二＝ヒ宝E
口縁部～

胴部
A S A 2 9

頸部は横方向のナ

デ，胴部は平行タタ
キ

ナデ，指ナデ
にぷい

橙
黄灰 2mm以下の褐色粒を
含む

4 7 0 士宣E 肩部 A S A 2 9

三角状の貼付突帯
文の上に斜位の連
続刻文，縦方向の工

具ナデ

ナデ，頸部附近は指

ナデ斜方向の工具
ナデ

にぷい

橙
橙 2mm以下の褐・灰白色

粒を含む

4 7 1 鉢 口縁部～

底部
A S A 2 9 7．7 2．3 7．7

ナデ，底部付近は指
ナデ

ナデ
にぷい

黄橙
灰黄褐 4皿以下の灰・黄檀・
褐・黒色粒を含む

4 7 2 鉢
口縁部～

底部
A S A 2 9 9．7 3．5 7．5

口唇部は横方向の

ナデ，胴部はナデ，
底部付近は指ナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は斜方向

のパケ目

灰白 灰黄 3mm以下の褐・黒褐色
粒を含む

4 7 3 鉢
口縁部～

底部
A S A 2 9 7．9 4．6 7．0

ナデ，底部付近は指

ナデ
ナデ 灰黄 暗灰黄 4mm以下の黄橙・灰・

黒色粒を含む

4 7 4 高 杯 脚部 A SA 2 9
縦方向のミガキ，円
形透かし

ナデ
にぷい

橙

にぷい

黄橙
1m皿以下の白・無色透

明粒を含む

4 7 5 高 杯 脚部 A SA 2 9 縦方向のミガキ，円
形透かし

ナデ 橙 橙 1～2mm以下の灰・
白・褐・黒色粒を含む

4 8 0 一＝ヒ宣E 口縁部 A SA 4 二次口縁部に凹線
文，横方向のパケ目

ミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
4mm以下の灰褐・明褐

灰・黒色粒を含む

4 8 1 高 杯 脚部 A SA 4
縦方向にパケ目，ミ

ガキ，ナデ，円形透
かしあり

埴回転の工具ナデ

の後にナデ
橙 橙 3～5mmの赤褐・褐

灰・灰白粒を含む

4 8 2 襲 口縁部～

底部
A SA 5 19．0 5．0 16．5

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は斜方向

の工具ナデ，底部付
近は指ナデ

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は斜方向

の工具ナデ後にナ
＿．＿e7‾

灰黄
にぷい

黄橙

3mm以下の明赤褐，1

mm以下の褐灰・黒色
粒を含む

4 8 3 ＝ヒ宝E
口縁部～

胴部
A SA 5 13．0

口縁部は縦方向の

ナデ，胴部は不定方
向の工具ナデ

不定方向の工具ナ

デ，頸部附近は指ナ

＿．．・．．e7‾

橙
にぷい

橙

5mm程の黄橙色 3mm

以下の褐・褐灰・黒色
粒を含む

4 8 4 「＝土ご宜 底部 A S A 5 5．6
縦と斜方向のパケ

目

縦と斜方向のパケ

目
明黄褐 明黄褐

3mm以下の赤褐・灰
白・透明光沢粒を含

む

4 8 5 「＝壬：さ笠 胴部 A S A 5

胴部屈曲部に羽状
刻文の突帯，竹管
文・幾何学文，刺突
文を施す

斜方向のパケ目，ナ

＿ナ7嶋
橙 灰 2mm以下の褐・無色透

明粒を含む

4 8 6 ＝ヒ笠 胴部 A S A 5

4．4

斜方向のパケ目の

後に縦と横方向に
沈線文1

横方向のパケ目
にぷい

黄橙
褐灰 1mm以下の褐色粒を
含む

4 8 7 「＝ゴ＝ご宝E 底部 A S A 5 縦と斜方向のミガ
キ，底部付近はナデ

横と斜方向のパケ

目

にぷい

黄橙
褐灰 3mm以下の赤褐・灰
褐・浅橙色を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調贅・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

4 8 8 小 型 杯
口縁部～

底部
A S A 5 7．1 2．2 4．8 指ナデ 指ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の黒色，2～

3mmの褐・灰色粒を含
む

4 8 9 高 杯 師部 A S A 5 24．0
上半は横方向のパ

ケ目，下半は不定方
向の工具ナデ

上半は横方向のパ

ケ目，下半は不定方
向の工具ナデ

橙
にぷい

橙

1mm以下の灰白・無色

透明粒を含む

4 9 0 高 杯 師部 A S A 5 25．8 縦と斜方向のミガキ縦と斜方向のミガキ 明黄樫 浅黄橙
2m皿以下の赤褐・無色

透明粒を含む

4 9 1 高 杯 脚部 A S A 5 13．6
斜方向のパケ目の
後ミガキ

裾部は横方向のパ
ケ目，その他はナデ

橙 黒褐 1mm以下の黒色粒を
含む

4 9 2 高 坪 脚部 A S A 5 13．6
風化著しく調整不

明，円形透かしあり

上半は指ナデ，下半

はナデ
橙 橙 2～3mmの褐・灰色石

粒を含む

4 9 3 器 台 受部 A S A 5 31．4
6条の凹線文，横と
斜方向のパケ目

横方向のナデ，縦と
斜方向のパケ目

橙 浅黄橙
2mm以下の灰自・褐・
黒・赤褐・透明光沢粒

を含む

．4 9 4 器 台
受部～脚

部
A SA 5 21．3 19．5 19．4

口縁部には凹線文，
上下2カ所に円形透

かし，全体に縦と斜
方向のミガキ

上部は横方向のミガ
キ，下部は横方向の

パケ目，他はナデ

灰褐 橙 2mm以下の褐・黒・無
色透明粒を含む

4 9 7 嚢 口縁部～

胴部
A S A 3 0

風化著しいが，おそ
らく斜方向のパケ

目

口縁部は横方向の
ナデの後に指ナデ

橙 橙 1mm程の褐・黒色粒を
含む

4 9 8 ＝ヒ宝E 口縁部 A S A 3 0 8．6
横方向のナデ，一部

工具ナデが認めら
れる

口縁部は横方向の
ナデ

にぷい

橙
橙 2mm以下の褐・黒色粒
を含む

4 9 9 鉢 口縁部 A S A 3 0 不定方向のパケ目不定方向のパケ目 橙 黒褐 1mm以下の黒色粒を

含む

5 0 2 小 型 襲 口縁部 A S A 3 3 16．3 縦方向のパケ目
横と斜方向のパケ

目
橙 橙 1mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

5 0 3 嚢
胴部～底

部
A S A 3 3 2．7 縦方向のパケ目 縦方向の工具ナデ 明黄褐 明黄褐

1mm以下の灰・黒・褐
色粒を含む

5 04 鉢 口縁部～

底部
A S A 3 3 15．2 6．9 8．9

上半は縦方向の丁
寧なナデ，下半は縦
方向のナデ

風化著しく調整不

明
褐灰 褐灰

2mm以下の赤褐・灰白

石粒，1mm以下の透
明光沢粒を含む

50 7 嚢 口縁部～

胴部
A S A 4 6 19．0

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は縦方向

のパケ目

ナデ，部分的に工具

ナデが認められる

にぷい

黄橙
灰白 4mm以下の灰褐色粒
を含む

50 8 賓
日縁部～

胴部
A S A 4 6 16．8

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は縦方向

のパケ目

ナデ，部分的に工具
ナデが認められる

褐灰 虫褐 4mm以下の褐色石粒
を含む

50 9 襲 底部 A S A 4 6 5．6 風化著しく調整不
明

底部付近では指ナ

＿ナ7‾
浅黄橙 浅黄橙

5mm以下の赤褐・灰
褐・透明光沢色粒え
お含む

5 10 －＝ヒ宝E
胴部～底

部
A S A 4 6 5．2 縦と斜方向にミガキ指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

橙

3m皿以下の灰・黒。褐

色粒を含む

5 1 1 奮 底部 A S A 4 6 5．8
胴部は縦と斜方向

のパケ目，底部付近
指ナデ

ナデ
にぷい

黄橙
褐灰 3mm以下の灰褐・赤褐
色を含む

5 12 鉢
胴部～底

部
A S A 4 6 4．8 縦方向のパケ目

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の灰・黒。褐
色粒を含む

5 1 3 器 台 脚柱部 A S A 4 6 縦方向のミガキ ナデ 橙 橙 1mm程の褐色粒を含

む

5 1 5 賓 口縁部～

底部
A S A 4 7 12．4 4．2 18．9

風化著しいが，口縁
部は横方向のパケ

目，胴部はおそらく

パケ目

風化著しいが，口縁
部は横方向のパケ

目，胴部はおそらく
ナデ

橙 橙 3mm以下の灰・黄灰・
黒・褐色粒を含む

5 16 寮 口縁部 A S A 4 7

口唇部は横方向の

パケ目，口縁部は縦
方向・胴部が横方向

の工具ナデ

斜方向の工具ナデ 橙 橙
4mm以下の赤褐，2mm

以下の灰褐・透明粒
を含む

5 17 ＝ヒ
笠 口縁部 A S A 4 7 13．6

二次口縁部は櫛描

波状文，縦方向のパ
ケ目

口縁部は指ナデ，頸

部は斜方向のパケ
目

にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の黒色石粒

を含む

5 18 ＝ヒ笠 口縁部 A S A 4 7 10．9
斜方向のパケ目の

後に横方向のパケ
目

口縁部は横方向の

パケ臥頸部は斜方
向のパケ目

にぷい

橙

にぷい

橙

1m皿以下の透明砂粒

を含む

5 19 「＝土ご
笠 肩部 A S A 4 7

沈線文状の施文，縦

方向のパケ目

指ナデ，横方向のパ

ケ目
橙 橙

2m皿以下の赤褐石

粒，1mm以下の黒色
石粒を含む

5 2 0 餐 頸部～胴

部
A S A 4 7

17．4

8．1

斜位の刻文をもつ
貼付突帯，縦方向の

パケ目

パケ目の後にナデ

風化著しく不明で
あるが，おそらく斜
方向のミガキ

指ナデ

にぷい

黄樫

にぷい

黄栓

3mm以下の灰褐石
粒，1mm以下の灰白

粒を含む

5 2 1 高 坪 口縁部 A S A 4 7
風化著しいが，縦方
向の工具ナデの後

に縦方向のミガキ

橙 橙
3mm以下の赤褐・褐
灰・樟・灰白色粒を含

む

5 2 2 鉢
口縁部～

底部
A S A 4 7 6．9

風化著しいが，おそ
らくナデ，底部付近

は指ナデ

・橙 栓 2mm以下の灰・黄灰・
褐色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調贅・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 ．外　 面 内　 面 外面 内面

5 2 3 高 杯 脚部 A ・・ S A 4 7 12．4 ナデ 横方向のパケ目
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の橙・褐・灰・
黒色粒を含む

5 2 4 「＝土ご
宝E
頸部～胴

部
．A 1S A 4 7

頸部にU字状のへラ
描き文，斜方向の工

具ナデ

横方向のパケ目，指

ナデ
橙 橙 1mm以下の明赤褐・褐

灰・黒色粒を含む

5 2 5 器 台 裾部 A S A 4 7 23．9

裾部は横方向のナ
デ，脚部は縦方向の

工具ナデの後にミガ
キ

横方向の工具ナデ，

横方向のパケ目
橙 橙 4m血以下の灰・黒・褐

色粒を含む

5 2 9 ＝ヒ
宝E 底部 A S A 4 8 3．6 ナデ 放射状の工具ナデ

にぷい

黄橙
褐灰 2～3mm程の褐色石
粒を含む

5 3 0 蛮 ‘
胴部～底

部
A S A 4 8 4．6

縦と斜方向のパケ

目，底部付近は指ナ

＿．＿や7‾

斜方向の工具ナデ 橙 褐灰 4mm以下の自・灰・褐・
乳白・黒色粒を含む

5 3 1 「＝土ご宝E
胴部～底

部
A S A 4 8 3．3

斜方向のパケ目，底

部付近は指ナデ
放射状の指ナデ 橙 橙 3mm以下の褐・灰・黒

色石粒を含む

5 3 2 高 杯 脚部 A S A 4 8 2 1．3
円形透かし，縦方向

のミガキ

裾部は横と斜方向

のパケ目，脚柱部は
ナデと指ナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙

4mm以下の灰・乳白・

褐色粒を含む

5 3 3 高 杯 脚部 A S A 4 8 18．9
円形透かし，風化気
味だが縦方向のミガ
キ

裾部は横と斜方向

のパケ目，脚柱部は
ナデ

にぷい

橙
橙 1mm程の黒・褐・灰色
粒を含む

5 3 5 鉢
ロ縁部～

胴部
A S A 7

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向のパケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦と斜
方向のパケ目

浅黄橙
にぶヤ、

黄橙

2mm以下の灰色石

粒，1mm以下の透明
粒，5mm程の高師小
僧を含む

5 3 6 鉢
口縁部～

底部付近
・A S A 7 10．5 7．0

工具によるナデの後

にナデ
縦方向のパケ目 褐灰 褐灰 1mm以下の透明光沢

粒・灰白粒を含む

5 3 8 嚢 口縁部 A S A 5 5 35．8

口縁部は斜方向の
ナデ，斜位の刻目文
をもつ1条の貼付突
帯をもつ

風化著しく不明で
あるがおそらくナデ

橙 橙 2mm以下の自・乳自・
褐灰色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 3 9 襲 口縁部～

底部
A S A 5 5

風化著しいが，斜方

向の工具ナデ

口縁部はナデ，胴部

は横方向の工具ナ
＿＿ナフ‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の灰褐・褐灰
色粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 4 0 士宝E 口縁部 A S A 5 5 7．5 風化著しく不明
風化著しいが指ナ
デが残る

橙 橙 1mm以下の赤褐・灰
褐・黒褐色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 4 1 士宝E 口縁部 A S A 5 5
口唇部に凹線状沈
線，口縁部はナデ

ナデ 橙 橙 2mm以下の黒褐・灰
自・褐灰色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 4 2 ＝ヒ 口縁部～ A S A 5 5
風化著しいが斜方 風化著しいが斜方 明黄褐

にぷい 1mm以下の灰白・赤 実測図なし，

笠 頸部 向のパケ目が残る 向のパケ目が残る 黄橙 褐・黒褐色粒を含む 写真のみ

5 4 3
円盤 状

土製 晶
A S A 5 5 ナデ ミガキ 明褐

にぷい

橙
1mm以下の黒褐・灰白
色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 4 4 鉢
口縁部～

底部
A S A 5 5 15．5 4．1 8．1 斜方向の工具ナデ 風化著しく不明 明黄褐 橙

3mm以下の赤褐・灰
褐・赤褐色石粒を含

む

実測図なし，

写真のみ

5 4 5 「＝土ま笠 口縁部 A S C 3 20．8
二次口縁部は櫛描
波状文，頸部はパケ
目

横方向のナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
4mm以下の褐・黒褐・
灰褐・透明粒を含む

5 4 6 ＝ヒ笠 底部 A S C 3 6．8
縦方向のパケ臥ナ

＿＿＿す7‾
不定方向のナデ 橙 橙 3mm以下の赤褐色粒

を含む

5 4 7 窺 底部 A S C 3 4．7 縦方向のパケ目 工具ナデ，指ナデ 橙 橙 3mm以下の褐・灰褐色

粒を含む

5 4 8 ＝ヒ宝E 胴部 A S C 3 不定方向のパケ目
頸部は指ナデ，横方
向の工具ナデ

橙 橙
3mm以下の褐灰，1mm
以下の黒色光沢粒を
含む

5 4 9 襲 口縁部 A S C 3 21．0
縦と斜方向のパケ

目
斜方向のパケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の黒・褐・乳
白色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 5 0 襲 口縁部 A S C 3
ロ縁部は横方向の

ナデ，胴部は方向の

ハヶ月

口縁部は横方向，胴
部は縦方向のパケ

目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の透明光沢

粒・灰自粒を含む黒
褐色粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 5 1 士笠
口縁部～

A S C 3 10．3
口縁部は横方向，胴
部は縦方向の工具
ナデ

横方向のパケ目，指 にぷい にぷい 2m皿以下の黒褐・赤褐実測図なし，
胴部 ナデ 黄橙 黄橙 色粒を含む 写真のみ

5 52 聾 口縁部 A S C 3 18．6
口縁部は横方向，胴
部は斜方向のパケ

目

口縁部は横方向の

パケ目，胴部はナデ
橙 橙 1mm以下の白色粒を

含む
実測図なし，

写真のみ

5 5 3 鉢 胴部 A S C 3

27．1

ナデ ナデ 橙 橙 1m皿以下の白色粒を
含む

実測図なし，
写真のみ

5 54 高 杯 脚部、 A S C 3 縦方向のミガキ
横方向のパケ目，ナ

、＿ナ7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の黒褐・赤褐
色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 5 5 器 台 受部 A S C 3 放射状のミガキ 横方向のミガキ
にぷい

橙

にぷい

橙

2mm以下の赤褐色，1

mm以下の黒褐・乳白
色粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 56 －＝ヒ宝E 胴部 A S C 3 縦方向のミガキ
不定方向の工具ナ

、＿de7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄栓
1mm以下の黒褐，赤
褐色粒を含む

実測図なし，
写真のみ
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調贅・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

5 5 7 高 杯 脚部 A S C 3
風化著しいが，おそ

らくナデ
不定方向のパケ目，
ナデ

貞橙 橙
5mm以下の赤褐色，3

mm以下の黒褐・乳白
色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 5 8 ＝土ご宜
頸部～底

A S C 3 4．3
横と斜方向の工具 風化著しいが縦方 にぷい 黄灰 1mm以下の灰白色粒実測図なし，

部 ナデ 向のミガキが残る 黄橙 を含む 写真のみ

5 6 1 聾
口縁部～

胴部
A S A 5 1 25．9

風化著しいが縦と斜
方向のパケ目が残

る

風化著しいが不定
方向のパケ目が残

る

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の赤褐・橙・

灰褐・灰白色粒を含
む

5 6 2 賓
口縁部～

胴部
A S A 5 1 31．6

斜位の刻目文をも

つ貼付突帯，パケ目

口縁部付近は指ナ
デ，不定方向の工具

ナデ

橙 橙 1mm以下の褐・黒色粒

を含む

5 6 3 高 杯 師部 A S A 5 1 36．6
口唇部は横方向のミ
ガキ，杯部は縦方向

のミガキ

放射状のミガキ
にぷい

橙

にぷい

橙

2mm以下の黒・透明光
沢粒，4mmほどの高師
小僧を含む

5 6 4 嚢 胴部～底

部
A S A 5 1 6．3 縦方向のパケ目

風化著しいが不定

方向のパケ目が残
る

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
4mm以下の灰褐・灰白
色粒を含む

5 6 5 賓 口縁部 A S A 5 1 平行タタキ ナデ 橙 橙 2mm程の灰白・褐色粒

を含む

5 6 6 －＝ヒ宝E 口縁部 A S A 5 1 5．1
口縁部は縦方向の
ナデ，頸部は縦方向

のパケ目

指ナデ 橙 橙
3mm以下の灰褐色石
粒，2mm以下の黒・透
明光沢粒を含む

5 6 7 高 杯 脚部 A S A 5 1 14．8
縦方向のミガキ，裾
部は凹線状の工具

ナデ

横方向のナデ 橙 橙
2mm以下の赤褐・黒・

灰白・透明光沢粒を
含む

5 6 8 蛮 口縁部～

底部 ・
A S A 5 2 12．4 4．8 26．4

口縁部は横方向，胴
部は斜方向のハヶ

月

ナデ，指ナデ 橙 橙 5mm以下の黒・灰・乳

自・褐色粒を含む

5 6 9 嚢 口縁部～

胴部
A S A 5 2 17．6

口縁部は横方向，胴
部は縦方向のパケ

目

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目か工具
ナデ

橙 橙
3mm以下の褐・灰褐・
褐灰・黒褐色粒を含

む

5 7 0 賓
胴部～底

部
A S A 5 2 5．6

胴部は横方向のパ
ケ目，底部付近は指

ナデ

胴部はナデ，底部付

近は指ナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙
5mm以下の褐・黄橙・

灰・黒色粒を含む

5 7 1 鋒
胴部～底

部
A S A 5 2 5．0

風化著しいがおそら
くパケ目，底部付近

は指ナデ

ナデ，底部付近は指

ナデ
橙 橙 4mm以下の褐・黄橙・

灰・黒色粒を含む

5 7 2 嚢
胴部～底

部
A S A 5 2 5．1

胴部は斜方向のパ
ケ目，底部付近は指
ナデ

斜方向の工具ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下のにぷい樫・
褐・黄橙・灰・黒色粒

を含む

5 7 3 ＝ヒ宜
口縁部～

胴部
A S A 5 2

風化著しいがおそら

くナデ

風化著しく不明で

あるが指ナデが確
認できる

橙 灰黄褐 2mm以下の灰褐・乳
白・黒褐色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 7 4 士 口縁部～
A S A 5 2

口縁部は横方向の，

胴部は斜方向のパ
ケ目

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方 にぷい にぷい 2mm以下の灰褐・乳白実測図なし，

笠 胴部 向の工具ナデと指
ナデ

黄橙 黄樫 色粒を含む 写真のみ

5 7 5 ＝ヒ宝E 口縁部 A S A 5 2

口唇部は凹線丸頸
部に斜位の刻目文

をもつ1条の貼付突
廿〒F

口縁部は横方向の，

頸部は斜方向の工
具ナデ

黄橙 黄橙 2mm以下の灰褐・赤褐

色石粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 7 6 ＝ヒ宜 口縁部 A S A 5 2 口唇部に凹線文，横
方向の工具ナデ

横方向の工具ナデ 淡黄橙 淡黄橙
1m皿以下の乳白・灰色
粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 7 7 ＝＝ヒ 口縁部～ A S A 5 2 風化著しいがおそら
口縁部は横方向の
工具ナデ，胴部はナ
デと指ナデ

にぷい にぷい 1mm以下の乳白・褐色実測図なし，
笠 胴部 くナデ 黄橙 黄橙 粒を含む 写真のみ

5 7 8
手 軽 土

器

口縁部～

底部
A S A 5 2 指ナデ 指ナデ 浅黄 灰黄 3mm以下の黒褐，1mm

以下の白色粒を含む
実測図なし，
写真のみ

5 7 9
手 軽 土

器

口縁部～

底部
rA S A 5 2 指ナデ 横方向のナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の栓・乳白色
粒を含む

実測図なし，
写真のみ

58 0 鉢 口縁部～

底部
A S A 5 2

風化著しいが，一部

縦方向の工具ナデ
が確認できる

主に横方向の工具

ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の乳白色，2

mm以下の黒褐・灰色
粒を含む

実測図なし，

写真のみ

58 1 鉢 口縁部～

底部
A S A 5 2 ナデ

口縁部は指ナデ，胴

部はナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の黒色，3mm

以下の乳白色粒を含
む

実測図なし，

写真のみ

5 8 2 高 杯 杯部 A S A 5 2 縦方向のミガキ 横方向のミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の赤褐・黒褐
色粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 8 3 ＝ヒ
正
胴部～底

部
A S A 5 2 風化著しいがおそら

くナデ
不定方向の工具ナ

＿．．＿ナ7‾
剥離・風化著しく不

明

にぷい

黄橙
黄灰 2mm以下の灰褐・乳白
色粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 8 4 ＝ヒ笠 底部 A S A 5 2
縦方向の工具ナデ，
指ナデ

黄灰 褐灰 2mm以下の黄灰・橙色

粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 8 5 ＝ヒ
肩部～胴

A S A 5 3
頸部は不定方向の

工具ナデ，胴部は縦
方向のミガキ

、＿＿e
にぷい にぷい 1mm以下の赤褐・黒 実測図なし，

笠 部 ナァ 黄橙 黄橙 褐・灰褐色粒を含む 写真のみ
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調孝・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

5 8 6 窺 口縁部 A S A 5 3
口縁部は横方向の，
胴部は縦と斜方向

のパケ目

口縁部は横方向の，
胴部は縦と斜方向

のパケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の赤褐・黒褐
色石粒を含む

実測図なし，
写真のみ

5 8 7 「＝土ご笠 底部 A S A 5 3 7．0
風化著しく不明で

あるが，底部付近は
指ナデ

不定方向のパケ目，

指ナデ

にぷい

黄樫
黒褐 1mm以下の乳白・黒色

粒を含む

実測図なし，

写真のみ

5 8 8 小 型 蛮
口縁部～

底部
A S A 5 3 5．0 1．2 5．4

ロ縁部は横方向，胴
部は縦方向のミガキ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の乳白色粒
を含む

実測図なし，
写真のみ

5 8 9 襲 ？ 胴部 A S A 5 3
横と斜方向のパケ

目，3本の液だれ状

の痕跡が確認できる

不定方向工具ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

2mm以下の黒褐・灰

褐・赤褐色石粒を含
む

実測図なし，

写真のみ

5 9 0 嚢
口縁‘部～

胴部
A S A 5 4 31．4

口唇部は横方向の

ナデ，胴部は斜方向

のパケ目

斜方向のパケ目，底

部と頸部は指ナデ
橙 橙 4mm以下の褐灰色粒

を含む

5 9 1 餐 口縁部～

胴部
A S A 5 4 24．0

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向
のパケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向
の工具ナデ

橙 橙 3mm以下の灰褐・灰
自・褐色石粒を含む

5 9 2 賓 口縁部～

胴部
A S A 5 4 11．3

風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明だがおそらくナデ
橙 橙

3mm以下の灰白・灰
褐・褐・黒褐色粒を含

む

5 9 3 襲 口縁部 A S A 5 4 19．8

斜位の刻文をもつ1
条の貼付突帯誹同部

は斜方向の工具ナ
＿．．＿や7‾

口縁部は斜方向に

工具ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の赤褐・褐・
黒褐色粒を含む

5 9 4 蛮 底部 A S A 5 4 5．9
風化著しいが，おそ
らくナデ，底部は指
ナデ

ナデ，指ナデ
にぷい

黄橙
黄褐
3mm以下の黒・褐・赤
褐色石粒，2mm以下

の透明粒

5 9 5 襲 頸部 A S A 5 4
台形状の貼付突帯

文，横方向のパケ目
横方向の工具ナデ 浅黄橙 浅黄橙

3mm以下の灰褐・灰

白・褐色石粒を含む

5 9 6 士宝E 肩部 A S A 5 4
三角状の貼付突帯，
突帯の上下に連続
刺突文

ミガキ，ナデ 明黄褐
にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰褐色
粒を含む

5 9 7 鉢
口縁部～

胴部
A S A 5 4 12．6

口唇部は横方向の

ナデ，胴部は斜方向
のミガキ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向
の工具ミガキ

赤褐 橙 2mm以下の黒褐・褐色

粒を含む

5 9 8 鉢 胴部～底

部
A S A 5 4 4．8

胴部は斜方向のパ
ケ目，底部付近はミ
ガキ

斜方向のパケ目
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の黒褐・淡黄
色粒を含む

5 9 9 襲
胴部～底

部
A S A 5 4 7．1 風化著しいが，おそ

らくナデ
斜方向の工具ナデ

にぷい

黄橙
橙 2mm以下の灰白色粒

を含む

6 0 0 鉢
口縁部～

胴部
A S A 5 4 32．8 横方向のミガキ 斜方向のミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

橙
3mm以下の褐・黒褐・
乳白色粒を含む

6 0 3 鉢 口縁部～

胴部
A S A 5 6 14．8

口縁部は横方向の
ナデ，縦方向のミガ
キ

横と斜方向のパケ
目

橙 橙 3mm以下の褐・黒褐色
粒を含む

6 0 4 「＝土ご笠 口縁部 A S A 5 6 10．2
ロ縁部は横方向の

ナデ，頸部は指ナデ
と工具ナデ

ナデ，工具ナデ 明黄褐 明黄褐
3mm以下の褐・赤褐色

粒を含む

6 0 5 －＝ヒ
宝E 底部 A S A 5 6 6．4

縦方向の工具ナデ，
指ナデ

工具ナデ 橙 明黄褐 2mm以下の灰白・褐灰
粒を含む

6 0 6 器 台
受部～裾

部
A S A 5 4

柱部に2段の円形透
かし，縦方向のミガ
キ

ナデ，一部工具ナデ

の痕跡が確認される
橙 橙 3mm以下の灰褐・灰

白・赤褐色粒を含む

6 0 7 鉢
口縁部～

底部
A S A 5 4 23．1 10．1 4．9

口唇部は横方向の

ナデ，頸部は縦方向

のパケ目，胴部はミ
ガキ

ナデ，縦方向のミガ

キ
橙 橙 2mm以下の黒褐・赤

褐・灰白色粒を含む

6 1 2 蛮 底部 A S A 5 7 5．6 平行タタキ 不定方向のナデ
にぷい

橙
褐灰 4mm以下の褐・灰褐色
粒を含む

6 1 4 鉢 口縁部～

底部
A S A 5 7 26．0 3．4 8．9

縦方向のミガキ，縦
方向の工具ナデ

不定方向のパケ目，

ミガキ
赤褐 赤福 2mm以下の黒・褐・乳

白色粒を含む

6 1 5 蛮 底部 A S A 5 7 7．3
横方向の工具ナデ，
指ナデ

ナデ，指ナデ
にぷい

黄樫

にぷい

橙
1～2mmの黒褐・褐・
灰白粒を含む

6 16 「＝土ご宝E 底部 A S A 5 7 9．9 縦方向のパケ目 不定方向のパケ目 橙 橙 3m皿以下の灰白・灰
褐・褐色粒を含む

6 17 士笠 底部 A S A 5 7 8．4
風化著しく不明，斜
方向の工具痕

斜方向の工具痕，ナ

、＿＿°7‾
橙
にぷい

黄橙
4mm以下の黒褐・にぷ

い赤褐色粒を含む

6 18 「＝土ご笠 底部 A S A 5 7

16．1

4．9

3．5

風化著しいが斜方

向のパケ目
風化著しく不明 浅黄橙 浅黄橙

1mm以下の褐色，3mm

程の赤褐色粒を含む

6 2 1 嚢
口縁部～

A S A 2 2
風化著しく調整不 風化著しく調整不 にぷい にぷい 3mm以下の灰・黒・褐

胴部 明 明 橙 黄橙 色粒を含む

6 2 2 ・＝ヒ笠 口縁部 A S A 2 2 21．1
風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明
橙
にぷい

橙

5mm以下の灰・褐・黄

灰色粒を含む

6 2 3 ＝ヒ笠
胴部～底

部
A S A 2 2 斜方向のパケ目 ナデ 橙

にぷい

橙
4mm以下の灰・褐・黄

灰色石粒を含む
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番号 種 別
器 種

部位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調黎・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

6 2 4 高 杯 脚部 A S A 2 2 15．0
脚柱部は縦方向の

工具ナデ，円形透か
しあり。裾部はナデ

ナデ 橙 橙 2mm以下の黄灰・灰・
黒・褐色粒を含む

6 2 5
手 軽

土器

口縁部～

底部
A S A 2 2 4．7 横と斜方向のミガキ

口縁部付近は指ナ
＿＿．ナ7‾

浅黄橙 浅黄樫
1mm以下の赤褐色
粒，5mm程の高師小
僧を含む

6 2 6 鉢
口縁部～

A S A 2 2 12．4 10．6 9．8
縦方向のパケ目，底口綾部付近は斜方 にぷい にぷい 1～2mmの褐・黒色粒

底部 部付近は指ナデ 向のパケ目 橙 橙 を含む

6 2 7 鉢
口縁部～

A S A 2 2 10．3 4．3 5．5
風化著しく調整不 ナデ，部分的に横方 にぷい にぷい 5mm以下の褐灰石

底部 明だがおそらくナデ向のパケ目が残る 黄橙 黄橙
粒，2mm以下の透明
光沢粒を含む

6 3 1 ＝ヒ 胴部～底 A S A 2 3 4．4
底部付近は縦方向 胴部は斜方向のハ 橙

にぷい 1mm以下の赤褐・灰
宝E 部 の工具ナデ ケ目，底部付近は指

ナデ
黄橙
自・無色透明光沢粒
を含む

6 3 2 襲 口縁部 A S A 2 4 19．2
横方向のナデ，斜方

向のパケ目
ナデ

にぷい

黄橙
橙
5mm程の褐色粒，2mm
以下の灰・黒・褐色粒
を含む

6 3 3 窺 口縁部 A S A 2 4 17．0 横方向のナデ，斜方
向のパケ目

ナデ
にぷい

黄栓
浅黄樫 2mm以下の灰・褐色粒
を含む

6 3 4 「＝土ご宝E 口縁部 A S A 2 4 13．8
二次口縁部は櫛措
波状文，頸部は縦と
斜方向の工具ナデ

口縁部は横方向の
ナデ，頸部は横方向

の工具ナデ

樫 橙 4mm以下の赤褐・灰・
黒色粒を含む

6 3 5 鉢 口縁部∴

胴部
A S A 2 4

口縁部は横方向の

ナデ，胴部はナデ
パケ目の後にナデ 浅黄橙 橙 2mm以下の灰・灰褐・

無色光沢粒を含む

6 3 6 士宝E
胴部～底

部
A S A 2 4 5．5

頸部付近は縦方向

のパケ目，底部付近
は縦方向の工具ナ

＿ナ7‾

頸部付近は指ナデ，
胴部はナデと工具
ナデ

橙 橙 1mm以下の黒・灰白・
褐色粒を含む

6 3 7 ＝ヒ 頸部～胴＿ A S A 2 4
風化著しいが，一部頸部付近は指ナデ，にぷい

浅黄橙 1～2mm程の褐色粒笠 部 斜方向の工具ナデ

が残る

胴部は斜方向のパ

ケ目
橙 を含む・

6 3 8 高 杯 口縁部 A S A 2 4 25．5
口唇部は横方向の
丁寧なナデ，杯部は
縦方向のミガキ

縦方向のミガキ 橙 橙 2mm以下の黒・灰白・
褐色粒を含む

6 3 9 高 坪 脚部 A S A 2 4 2段の円形透かし，
縦方向のミガキ

ナデ，裾部は斜方向

のパケ目
橙
にぷい

橙
2mm以下の黒・灰白・
褐色石粒を含む

6 4 0 高 杯 脚部 A S A 2 4 10．6
円形透かしあり，調
整は風化著しく不
明

風化著しいがわず

かにパケ目が残る
橙 橙 1m血以下の黒色粒を

含む

6 4 1 士宣E 底部 A S A 2 4 8．8 縦方向の工具ナデ 斜方向の工具ナデ
にぷい

黄樫

にぷい

黄橙
2mm以下の灰・黒・褐
色粒を含む

6 4 2 器 台 r裾部 A SA 2 4 16．6
放射状のミガキ，裾

端部は横方向のナ
デ，円形透かしあり

指ナデ，裾部は横方
向のナデ

橙 橙 1mm以下の黒色粒を
含む

6 4 3 器 台 裾部 A SA 2 4 27．4 斜方向のミガキの後
に放射状のミガキ

横方向のパケ目の
後に斜方向の工具
ナデ

橙 橙 3mm以下の赤褐・灰・
透明光沢粒を含む

6 4 4 襲 口縁部～
A S A 2 7 15．5

口縁部はナデ，胴部
口縁部は横方向の
ナデ胴部は斜方向 にぷい にぷい

4mm以下の灰黄褐色

胴部
は縦と斜方向のパ
ケ目

I
のパケ目，－部指頭
痕あり

橙 黄褐
石粒，2mm以下の赤
褐・灰白色粒を含む

6 4 5 聾
口縁部～

胴部
A S A 2 7

1条の貼付突帯，口
縁部は横方向の・胴
部は不定方向のパ

ケ目

口縁部は横方向の
ナデの後にナデ，横
と斜方向のパケ目

浅黄橙 浅黄橙
2mm以下の赤褐・褐

灰・灰黄褐色石粒を
含む

6 4 6 賓 底部 A S A 2 7 8．0
縦方向の工具ナデ，

底部付近は指ナデ

縦方向の工具ナデ，

底部付近は指ナデ
橙 黒褐 1～2mmの灰白・黒・

褐色粒を含む

64 8 聾
口縁部～

底部
B S A 9 1 13．5 4．7 22．7

ナデ，斜方向のパケ

目

ナデ，斜方向のパケ

目
橙 樫 1～4mmの褐粒・赤

褐・灰色石粒を含む

64 9 聾
口縁部～

底部
B S A 9 1 4．0

風化著しいがおそら
くナデ

全体はナデ，底部付
近は指ナデ

橙 橙 6mm以下の灰・黄灰・
褐色石粒を含む

6 5 0 嚢 口縁部～

底部
B S A 9 1 15．5 4．7 18．1

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向

のミガキ

全体的にナデ，頸部
付近は指ナデ

黄橙 橙
1mm程の褐・灰白色
粒，2～3mmの褐色粒
を含む

6 5 1 ＝ヒ宝E
頸部～底

部
B S A 9 1 4．7 ナデ

ナデ（指ナデの可能
性）

橙 橙 2～3mmの褐・黒・灰
色石粒を含む

6 5 2 襲 底部 B S A 9 1

29．3

12．2

6．4

9．7 14．3

縦方向のパケ目 ナデ，指おさえ
にぷい

黄橙
灰黄褐
5mm以下の灰・黄灰・
褐・乳白色石粒を含

む

6 5 3 高 杯 師部 B S A 9 1
上部は斜方向のミガ
キ，下痢は螺旋状の

ミガキ

ミガキ，丁寧なナデ

ナデ

橙 橙
2～9m皿の赤褐色 1

～2mmの灰・褐色粒を
含む

6 54 高 坪 脚部 B S A 9 1 穿孔あり，縦方向の

ミガキ
橙 浅黄橙

3mm以下の赤褐，1mm
以下の黒・灰自・透明
光沢色粒を含む

6 5 5 高 坪
口縁部～

裾部
B S A 9 1

口縁部は丁寧なナ
デ，脚部は縦方向の

ミガキ

横方向の丁寧なナ
＿．・．＿や7‾

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の赤褐色・1

mm以下の黒・透明色
粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調率・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

6 5 6 鉢 口縁部～

底部
B S A 9 1 24．6 6．9 16．3

口縁部付近は横方
向のナデ，胴部は斜
方向のパケ目

螺旋状のパケ目 橙 橙 3mm以下の褐・灰白・
黒色粒を含む

6 6 1 賓
口縁部～

胴部
B S A 9 3 20．3

風化著しいがおそら
くナデ

風化著しいがおそら
くナデ

橙 橙 2m皿程の灰白，4mm程

の褐色石粒を含む

6 6 2 餐
胴部～底

部
B SA 9 3 6．7

ナデ，一部幅の広い

工具痕が残る，底部
付近は指ナデ

斜方向の工具ナデ，

底部付近は指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

6 6 3 嚢 胴部 B SA 9 3 風化著しいがおそら
くナデ

風化著しいがおそら
くナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2～3mmの褐・灰色石
粒を含む

6 6 4 高 杯 師部 B SA 9 3 30．2
風化著しいがミガキ

が残る
放射状のミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

橙

2m皿以下の黒・褐色

粒，3～5mmの褐色粒
を含む

6 6 5 鉢
口縁部～

底部
B SA 9 3 15．2 3．9 11．5

縦方向のミガキ，ナ

、．＿＿や7‾

風化著しいがおそら

くナデ
橙 橙 2mm以下の灰・灰白・

透明光沢石粒を含む

6 6 6 小 型 鉢
口縁部～

底部
B SA 9 3 8．5 ナデ 指ナデ 灰黄

にぷい

黄橙

3mm以下の灰・黒・黄

灰・乳白，4血程の高
師小僧を含む

6 7 0 蛮 口縁部 B SA 9 5 縦位の刻文をもつ2
条の貼付突帯文

丁寧なナデ，一部指
ナデ

浅黄橙
にぷい

黄橙
1～4mmの褐色石粒
を含む

6 7 1 賓 口縁部 B SA 9 5
縦位の刻文をもつ2
条の貼付突帯文

丁寧なナデ，一部指

ナデ
暗灰黄

にぷい

褐

1血程の褐色粒を含

む

6 7 2 士宝E
口縁部～

胴部
B S A 9 5 18．5

不定方向のパケ目，
ナデ

ナデ，指ナデ
にぷい

橙

にぷい

橙

3mm以下の灰褐・灰色
石粒，1mm以下の黒・
透明光沢粒を含む

6 7 3 鉢
ロ縁部～

胴部
B S A 9 5 25．1 不定方向のパケ目

主に横方向の工具

ナデ
橙 橙 1～6mmの赤褐・褐・

灰色粒を含む

6 7 4 皿
口縁部～
底部 B S A 9 5 12．3 2．4

風化著しいがミガキ

の可能性がある

工具によるナデの後

にミガキ
橙
にぷい

黄橙

5mm以下の褐・赤褐・
乳白・黒・無色透明粒

を含む

6 7 5 賓
口縁部～

胴部
B S A 9 5 20．3 斜方向のパケ目

横と斜方向のパケ
目

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の赤褐・灰白

石粒，1mm以下の黒
色石粒を含軸

6 7 6 鉢 口縁部～

胴部
B S A 9 5 22．7

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は不定方
向のパケ目とナデ

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は不定方
向のパケ目とナデ

浅黄樫 黄橙

2mm以下の赤褐・灰
白・黒・透明光沢石
粒，4血程の高師小
僧を含む

6 7 7 小 型 壷
口縁部～

胴部
B S A 9 5 9．0 ナデ ナデ，頸部は指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm以下の灰・黒・褐

色，1mm以下の透明
光沢粒を含む

6 7 8 高 杯 杯部 B SA 9 5 ・ 32．3
工具による横方向の
ナデ，下部はその後
放射状のミガキ

工具による横方向の
ナデ，下部はその後

不定方向ののミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm以下の黒・灰・褐
色，1mm以下の透明
光沢粒を含む

6 7 9 器 台 裾部 B S A 9 5
穿孔あり，縦方向の

パケ目の後に斜方
向のミガキ

ナデ，一部横方向の

パケ目
浅黄橙 灰黄褐 2mm以下の乳白色粒

を含む

6 8 0 器 台 裾部 B S A 9 5
縦方向のパケ目の
後にへラ状工具によ

る横方向の凹線

ナデ，横と斜方向の

工具ナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙

1mm以下の乳白色
粒，4mm以下の高師

小僧を含む

6 8 5 蛮 ロ縁部 B S A 9 6 縦位の刻文をもつ2
条の貼付突帯，ナデ

風化著しいがおそら
くナデ

にぷい

橙
橙 2mm以下の赤褐・褐・
透明色石粒を含む

6 8 6 「＝土ご
宝E 肩部 B S A 9 6

斜方向のミガキ，縦
位の刻文をもつ1条

の貼付突帯

丁寧なナデ，一部指
頭痕が残る

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3Ⅲ皿以下の褐色石
粒，1mm以下の浅黄・
褐・透明色石粒を含

む＿

6 8 8 賓 胴部～底

部
B S A 9 7 6．1

口縁部は縦方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目

横方向のパケ目 橙
にぷい

黄橙

4mm以下の褐・褐灰・
浅黄樺色粒，1m皿以
下の黒・白色粒を含
む

6 8 9 嚢 口縁部～

底部
B SA 9 7 25．6 6．5 29．1

口縁部～胴部は斜
方向のパケ目，底部
付近は指押さえ

口縁部は斜方向の

工具ナデ，胴部はナ
＿＿や7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の褐・灰褐・
浅黄石粒を多く含む

6 9 0 窺 口縁部 B SA 9 7 口縁部は横方向の

パケ目

口縁部は横方向の

パケ目，斜方向の工
具ナデ

にぷい

黄橙
浅黄橙 2mm以下の赤褐・褐・

透明色石粒を含む

6 9 1 ＝ヒ宝E 口縁部 B SA 9 7 櫛描波状文 ナデ，指ナデ 橙
にぷい

黄橙
1mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

7．9．

7．2 1．6 10．7

ま　方向の

ナデ，頸部は指ナデ

ナデ，頸部は指ナデ

6 9 2

6 9 3

小 型 壷

小型 壷

口縁部～

胴部

口縁部～

胴部

B

B

SA 9 7

SA 9 7

口′　郡は欄抗殖

パケ目，胴部はナデ
と主に横方向のパ
ケ目

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は横と
縦方向のパケ目

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

4mm以下の褐・乳白・
灰・黒色粒を含む

6mm以下の褐・灰・黄
灰・黒色石粒を含む

6 9 4 鉢 口縁部～

底部付近
B SA 9 7 29．6 8．8 18．7

口縁部は斜方向の

工具ナデ，斜と縦方
向の工具ナデ

縦方向工具ナデ 橙
にぷい

橙
2mm以下の暗褐・褐
灰・黒色石粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調 ・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

6 9 5 士宝E 底部 B S A 9 7 1．7
風化著しいが縦方
向のパケ目痕が残
る

風化著しいが放射
状のパケ目痕が残
る

浅黄橙 浅黄橙 1mm以下の赤褐・黒色
粒を含む

6 9 6 器 台 ？ 裾部 B S A 9 7 23．5
風化著しいがおそら
くナデ

風化著しいがおそら
くナデ，裾端に横方
向のパケ目

橙 橙
1～4mm程の褐・赤
褐・乳灰白色粒を含
む

6 9 7 鉢
口縁部～

底部
B S A 9 7 9．8 4．8 13．7

ナデ，口縁部下2cm
程下に凹線状のく
ぼみあり

ナデ 橙 橙 2mm以下の灰褐・黒・
透明色粒を含む

6 9 8 鉢
口縁部～

底彿
B S A 9 7 28．7 5．9 7．5 風化著しいがミガキ

が残る
風化著しいがおそら
くミガキ

明赤褐 橙 1～2mm程の赤褐色
粒を含む

7 0 0 嚢 口縁部～

胴部
B S A 9 8 20．2

口縁部は斜方向の

パケ臥胴部は平行
タタキ

ロ縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目

橙 橙 1～4血程の褐・灰白
色粒を含む

7 0 1 「＝土さ宝E
胴部～底

部
B S A 9 7 4．4 平行タタキ ナデ

にぷい

黄橙
橙
1mm程の灰・乳白色，

8mm以下の赤褐色粒
を含む

7 0 2 高 杯
口縁部～

裾部
B S A 9 8 13．3 11．7 17．0 風化著しいがおそら

くナデ
風化著しいがおそら
くナデ

橙 橙 1～3血程の褐・黒色
粒を含む

7 0 3 高 杯 杯部 B S A 9 8 28．9

上部は工具による横
方向のナデの後に
縦位の刻線文，下部
はミガキ

ナデ，上部はナデの
後にミガキ

橙 橙 2mm以下の灰・黒・透

明光沢粒を含む

7 0 4 襲 口縁部～

底部
B S A 9 8 22．7 2．9 25．9

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は一部
工具痕が残るが主
にナデ

ナデ，底部付近は指

ナデ
黄橙 黄橙 4m皿以下の灰・黄灰・

黒・褐色石粒を含む

7 0 5 襲 口縁部 B S A 9 9 25．1 平行タタキ 横方向のパケ目
にぷい

橙

にぷい

橙

2mm程の褐色1mm以
下の褐灰・浅黄橙色
粒を含む

7 0 7 ＝ヒ∃互
口縁部～

B S A 9 9 11．3

風化著しいがおそら
くナデ　ロ縁部に押

風化著しいがおそら
橙
にぷい 5m皿以下の褐・赤褐・

胴部 I
引気味の文様が確
認できる

くナデ，頸部は指ナ
＿ナ7‾

橙
乳白・黒・無色透明粒
を含む

7 0 8 士
胴部～底

B SA 9 9 3．6
風化著しいがおそら

風化著しいがおそら
橙
にぷい 8mm以下の褐・灰・黄

宝E 部 くナデ くナデ，底部付近は
指ナデ

黄橙 灰・黒色石粒を含む

7 0 9 高 杯 杯部 B SA 9 9 23．9
風化著しいがおそら
く斜方向のパケ目

の後にナデ

風化著しいがおそら

くナデ

にぷい

黄橙
橙
41皿以下の褐・灰・白
色，7mm以下の赤褐
色石粒を含む

7 10 「＝王：さ宝E
頸部～胴

部
B SA lO O 5．2

頸部附近は斜方向

のミガキ，胴部はナ
デと平行タタキ

ナデ，斜方向の工具

ナデ
橙 橙 2～3mmの褐・黒色粒

を含む

7 1 1 「＝量：ご宣E 底部 B SA lO O 5．0
風化著しいがおそら

くナデ

風化著しいがおそら

くナデ

にぷい

黄橙
橙 2mm程の灰・黒・褐色
石粒を含む

7 12 小 型 襲
口縁部～

底部
B SA lO O 9．6 5．4 11．5

胴部は斜方向のパ

ケ目，口縁部と底部
は指押さえ

ナデ
にぷい

黄橙
橙 2mm以下の褐・灰・黄
橙色粒を含む

7 13 小 型 壷
胴部～底

部
B SA lO O 1．6 縦方向のパケ目 風化著しいがおそら

くナデ

にぷい

黄橙
栓 2mm以下の褐・灰・浅
黄色粒を含む

7 1 4 襲
口．縁部～

底部付近
B SA lO l 20．4

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は平行タ
タキ

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は斜方向
の工具ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

2mm以下の褐・灰色，

1～5mmの赤褐色粒
を含む

7 1 5 襲 口縁部～

胴部
B SA lO l 23．6 平行タタキ（横方向と

斜方向）
口縁部はナデ，胴部
は斜方向のパケ目

灰黄 灰黄
3mm以下の高師小
僧，1mm以下の褐・灰
白色粒を含む

7 1 6 賓
口縁部～

頸部
B S A lO l 22．0

風化著しく調整不
明

風化著しく調整不
明であるが，パケ自
らしき痕跡が確認で
きる

にぷい

橙

にぷい

黄橙
4m皿以下の褐・灰・赤
褐色石粒を含む

7 1 7 聾 胴部 B S A l O l
平行タタキ（横方向と
斜方向）

ナデ，一部パケ目が

確認できる

にぷい

黄樫

にぷい

橙

2mm以下の褐・浅黄

色，2mm程の灰・赤褐
色粒を含む

7 1 8 襲 口縁部～

頸部
B SA l O l 28．3

水平と斜方向の平
行タタキ，頸部に格
子状の刻みをもつ
貼付突帯

ナデ 浅黄橙
にぷい

黄橙

4mm以下の褐・灰・黒
色，1mm以下の黒・透
明光沢粒を含む

7 1 9 －＝ヒ宝E 底部 B S A l O l 3．1
風化著しく調整不
明

風化著しく調整不
明

にぷい

橙

にぷい

黄橙

4mm以下の褐・灰色石
粒，2mm以下の赤褐
色・灰白色粒を含む

7 2 0

7 2 1

士宝E

注 口土

器

底部

胴部～底

部

B

B

S A l O l

S A l O 2

3．0

7．1

ナデ

ナデ，指ナデ

ナデ，一部パケ目が
確認できる

ナデ，指ナデ

浅黄

灰白

にぷい

橙

にぷい

黄橙

5mm程の高師小僧，1

mm以下の褐・灰褐・浅
黄・無色透明粒を含

む

1mm以下の灰白・浅黄
色粒を含む

7 2 2 －＝ヒ宝E B S C 2 2 斜方向の工具ナデ ナデ，横方向の工具
ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

8mm以下の褐色，3mm
以下の灰・白・黄灰色
粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調 ・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

72 3 高 坪 杯部 B S C 2 3 22．0 横方向の工具ナデ 横方向の工具ナデ 灰黄橙 灰黄橙
1～3m皿の赤褐色1

mm程の白・黒色粒を
含む

72 4 高 杯 脚部 B S C 2 3 縦方向のミガキ 丁寧なナデ 灰黄橙 灰黄橙
1～3mmの赤褐色，1

血程の白・黒色粒を
含む

72 5 高 杯 脚部 B S C 2 3 20．0 縦方向のミガキ 丁寧なナデ 灰黄橙 灰黄橙
1～3mmの赤褐色1

mm程の白・黒色粒を
含む

72 6 高 杯 脚部 B S C 2 3 22．2
縦方向のミガキ，赤

彩の可能性あり
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄樫

2mm以下の褐・灰白・

乳白色粒を含む

7 2 7 －＝ヒ笠 口縁部 B S C 2 3 14．3 ヨコナデ，ナデ ヨコナデ，ナデ
にぷい

橙

にぷい

黄橙

2mm以下の浅灰・褐色

粒を含む

7 2 8
手 軽 土

器

口縁部～

底部
B S C 2 3 4．4 1．4 ナデ ナデ 灰白 浅黄 1mm以下の赤褐・灰褐

色粒を含む

7 2 9 襲
口縁部～

胴部
B 包 含層 22．3 斜方向の平行タタキ

口縁部は主に横方
向のナデ，胴部上半

は斜方向の工具ナ
デ，下半は指ナデ

浅黄橙 浅黄橙
4mm以下の褐・灰・黒
色，1mm以下の黒色

光沢粒を含む

7 3 0 蛮 口縁部～

胴部
B 包 含 層 23．3

口縁部は横方向・胴
部は斜方向の平行

タタキ

口縁部はナデ，胴部
は斜方向の工具ナ

＿ナ7‾

明黄褐 明黄褐
1mm以下の褐・黒・灰
色，2～3mmの褐・灰
色粒を含む

7 3 1 て＝ヒ
宜
頸部～底

部
B 包 含 層 2．2

縦方向のミガキ，ナ

＿＿°フ車

頸部は指おさえ，上

半はパケ目，下半は
ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

3mm以下の褐・黒色石
粒，2mm以下の灰白・

透明光沢粒を含む

7 3 2 「＝土ご韮
胴部～底

部
B 包 含 層 1．2

風化著しいが斜方

向の工具ナデ痕跡
が残る

風化著しいが斜方

向のパケ目が残る
橙 橙

7mm程の褐色粒，2～

3mm程の褐色粒を含
む

7 3 3 二＝ヒ宜
胴部～底

部
B 包 含 層

風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明だが，ナデの可能
性

橙 橙
1～5mm程の褐・赤褐

色石粒，2～3mm程の
灰白石粒を含む

7 34 二＝土倉韮
口縁部～

底部
B 包 含 層 7．6 2．9 13．3

胴部は縦方向のミガ
キ，底部はナデ

口縁部は横方向の

パケ目，胴部下半は
斜方向のパケ目，底

部はナデ

橙 橙 1～2mmの褐・灰色粒
を含む

7 3 5 餐 頸部～底

部
B 包 含層 2．9

頸部は斜方向のパ

ケ目，胴部はパケ目
とナデ

上半は斜方向のパ

ケ目，下半はナデ

にぷい

橙
橙
3mm以下の褐・黒色石
粒，2mm以下の灰白・

透明光沢粒を含む

7 3 6 ＝土ご笠
口縁部～

底部付近
B 包 含層 14．7

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目，下半は

ミガキ

口縁部は横方向の

パケ目，斜方向のパ
ケ目

橙
にぷい

黄橙
1～3mmの灰・褐・白
色粒を含む

7 3 7 ＝ヒ宜
口縁部～

頸部
B 包 含層 15．9

風化著しいが，一部
横方向の工具ナデ

痕跡が残る。

風化著しいが，一部
横方向の工具ナデ

痕跡が残る。

橙 橙 4mm以下の灰・赤褐・
透明光沢石粒を含む

7 3 8 ＝土ご宜
胴部～底

部
B 包 含層 4．3

風化著しいが，一部

横方向の工具ナデ
痕跡が残る。

風化著しいが，一部

横方向の革具ナデ
痕跡が残る。

橙 橙 4mm以下の灰・赤褐・

透明光沢石粒を含む

7 3 9 「＝土ご笠
口縁部～

胴部
B 包 含層 12．2

風化著しく調整不
明

風化著しいが，一部
横方向の工具ナデ
痕跡が残る。

橙 橙
5m皿以下の灰・黒・白・
褐・透明光沢石粒を
含む

74 0 ＝土ご
笠
胴部～底

部
B 包 含層 5．4

風化著しく調整不

明

風化著しいが斜方
向のパケ目が残る，

底部付近は指押さえ

橙 橙
5mm以下の灰・黒・白・
赤褐・透明光沢石粒

を含む

74 1 「＝土ご笠
胴部～底

部
B 包 含層 5．5

上半はナデとパケ

目，下半は平行タタ
キ

斜方向の工具ナデ，

底部付近は指ナデ
浅黄橙

にぷい

黄橙

4m皿以下の灰・黒・乳

白・褐色粒を含む

7 4 2 器 台 受部 B 包 含層 28．7
指ナデ・指押さえの

後に斜方向のミガキ
縦と斜方向のミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の灰・黒・褐
色 1mm以下の透明

光沢粒を含む

7 4 3 器 台 受部 B 包 含層
口唇部に櫛描き波

状文・縦方向のミガ
キ

風化著しいが，縦方

向のミガキ痕跡があ

る

橙 橙 2mm以下の赤褐・透明

光沢粒を含む

7 4 4 器 台 受部 B 包 含層
口唇部に櫛描き波
状文・横方向のミガ

キ

風化著しいが，縦方

向のミガキ痕跡があ

る

橙 橙 2mm以下の赤褐・黒色
光沢粒を含む

7 4 5 士
笠 口縁部

頸部～底

部

B 包 含層

3’．6

口唇部に櫛描き波

状文・横方向のナデ
横方向のナデ

ナデ，斜方向のパケ
目

橙
にぷい

橙
2mm以下の赤褐・褐・

灰白色粒を含む

7 4 6 紡 錘 車 B 包 含層
ナデ，中心部に径8

mmの穿孔

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の黄灰・黒・
透明光沢粒を含む

7 4 7 ＝ヒ笠 B 包 含層
風化著しいが，一部

縦方向のミガキ痕跡
が残る。赤彩？

橙 褐灰 1～3mmの灰白・褐・

黒色粒を含む

7 4 8 ＝ヒ宜 底部 B 包 含層 4．1 ナデ，工具ナデ 放射状の工具ナデ 橙 橙 1～3mmの灰白・褐色

粒を含む
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番号 種別
器種

部位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調 ・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面

74 9 小型襲
口縁部～

胴部
B 包含層 13．2

風化著しいが縦方
向のミガキ痕跡が残
る

縦方向のミガキ 橙 橙 1mm程の褐・灰色粒を
含む

750 小型壷
胴部～底
部

B 包含層 2．3

風化著しく調整不
明，おそらくナデ，
底部に未完通の穿
孔

ナデ 橙 橙 2mm以下の褐・灰・赤
褐色粒を含む

7 51 小型鉢 口縁部 B 包含層 口唇部に3条の凹線
文，縦方向のミガキナデ

橙 橙 1m皿以下の黒色粒を
含む

7 52 小型壷
胴部～底
部 B 包含層 6．1 胴部はナデ，脚部に

幾何学文
胴部・底部ともにナ
＿．．＿や7‾

橙 橙 1mm以下の黒・赤褐・
透明光沢粒を含む

7 53
杓子状

土器
柄部 B 包含層 棒状工具によるナデ中空 橙 橙 1mm程の黒色粒を含

む

7 54
杓子状

土器
柄部 B 包含層 棒状工具によるナデ中空 橙 にぷい

黄橙
1mm程の黒色粒を含
む

7 55 襲 口縁部～ D SA lO3 19．0 斜方向の工具による斜方向の工具によるにぷい にぷい
3mm程の灰白・褐・灰
色粒，2mm以下の灰

胴部 ナデ・ナデ ナデ・ナデ 黄 黄 白・褐・黄褐色粒を含
む

756 襲
口縁部～
胴部

D SA lO3 ナデ，縦方向のパケ
目

横・斜方向のパケ目
にぷい
黄橙
にぷい
黄橙 2mm程の褐色を含む

757 餐
口縁部～
頸部

D SA lO3 斜方向のパケ目 斜方向のパケ目 浅黄橙 浅黄樫
1～5mmの褐・赤褐・
灰褐色粒を含む

758 襲 口縁部 D SA lO 3
口唇部は横方向の
ナデ，口縁部は縦方
向のパケ目

丁寧なナデ，縦方向
のハケ目

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐色1mm
程の黒色石粒を含む

759 賓
胴部～底
部

D SA lO 3 7．1 縦・斜方向のパケ
目，指おさえ ナデ

橙
にぷい
黄樫
1～3mmの赤褐・褐・
透明色粒を含む

760 ＝ヒ笠 底部 D SA lO 3 4．9 ナデ
風化により不明瞭で
はあるが，ハケ自ら
しき痕跡がある

橙
にぷい

橙

3mm以下の赤褐色2
mm以下の黒・乳白色
粒を含む

76 1 襲 底部 D SA lO 3 6．0 平行タタキ ナデ
にぷい
黄橙
黄灰 2～3mmの白・褐色粒
を含む

762 襲 底部 D SA lO 3 7．6 ナデ 斜方向のパケ目，ナ
＿＿や7‾

橙 橙
1～4mmの褐・乳白
色1mm以下の透明
粒を含む

763 「＝土ご笠
口縁部～
頸部

D SA lO 3 風化により調整不明
瞭

風化により調整不明
瞭・口唇部付近に円
形竹管文

橙 橙
1mm以下の白色粒，4

mm以下の褐色石粒を
含む

764 －ヨゴ笠 口縁部 D SA lO 3 16．2
口唇部に2個1組の
円形刺突文，横方向
のナデ

横方向のナデ，ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1～4皿の褐色・赤褐
色を含む

765 「＝ヒ笠 頸部 D SA lO3
縦方向のパケ目，斜
位の刺突文，円形竹
管による刺突文

ナデ，一部指ナデか浅黄橙 淡黄 2m皿以下の褐・灰・乳白色粒を含む

766 窺 底部 D SA lO3 8．5 縦・斜方向のパケ目ナデ
にぷい
黄橙
にぷい
黄橙
1～3mmの乳白・褐・
黒・透明粒を含む

767 「＝土ご笠 底部 D SA lO3 6．8 縦と斜方向のミガキナデ，斜方向のミガ
キ

橙 橙 1皿以下の透明・灰・
黒色粒を含む

768 高杯 口縁部 D SA lO3 風化により調整不明
瞭，ナデ？

風化により調整不明
晩ナデ？

浅黄橙 浅黄橙 2mm程の褐・灰・黒色
角閃石を含む

769 高杯 脚部 D SA lO3 12．4 縦方向のミガキ・穿
孔あり ナデ・指ナデ 橙 橙

1mm以下の灰自・黒・
透明光沢粒，2mm程
の褐・灰色粒を含む

770 高杯 ？ 脚部？ D SA lO3 25．9 斜と縦方向のミガキ横・斜方向のパケ目
にぷい

黄橙

にぷい

黄栓

1m皿以下の透明・黒色
角閃石・褐色粒を含
む

771 鉢
口縁部～
底部

D SA lO3 19．7 4．5 5．9
一部ミガキが残る。
あとは風化により調
整不明瞭

一部ミガキが残る。
あとは風化により調
整不明瞭

橙 橙 1mm程の褐色石粒を
含む

772 鉢
口縁部～
胴部

D SA lO3 斜。縦方向のミガキ丁寧なナデ 橙 橙 1mm以下の褐・褐灰・
灰黄色粒を含む

773 鉢 口縁部 D SA lO3 横方向のナデ・斜方
向のナデ

斜・横方向のミガキ，
丁寧なナデ

にぷい
橙
橙 1mm以下の褐色粒を
含む

774 小型嚢
口縁部～
底部

D SA lO3 11．1 4．2 9．3 斜方向のナデ，ナデ
横・斜方向の工具ナ
デ，ナデ，底部付近
は指ナデ

浅黄橙 浅黄橙
3血褐・灰・黒・乳白色
粒，1mm以下の透明
光沢粒を含む

775
ミニチュ

ア土器
底部 D SA lO3 3．9 丁寧な指ナデ ナデ ’ 橙 橙 1mm以下の褐・黒・乳

白色粒を含む

776 小型襲 底部 D SA lO3 5．2 ナデ 橙 －
1～4mmの褐・赤褐・
乳白色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法　 量 （cm） 手法・調黎・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

7 7 7 小 型 鉢
胴部～底

部
D S A l O 3 4．4

縦方向のパケ目，ナ

＿・．＿°7‾
ナデ 橙 橙 1～3mmの褐・灰白色

粒を含む

7 7 8
ミニチュ

ア土器

胴部～底

部
D S A l O 3 3．0 丁寧な指ナデ

丁寧な指ナデ，指お

さえ

にぷい

黄樫
褐灰
1mm以下の灰白。に

ぷい赤褐・灰褐色粒
を含む

7 7 9 小 型 壷
口縁部～

胴部
D S A l O 3

一部ミガキらしき痕跡

が残るが，風化によ
り調整不明瞭

ナデ，指おさえ
にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐色粒を
含む

7 8 0 小 型 壷
口縁部～

頸部
D S A l O 3 5．0

8～9条の櫛描き文，
横方向のナデ

ナデ
にぷい

橙

にぷい

橙
1mm程の灰・褐色粒を
含む

7 8 1 小 型 壷
口縁部～

底部
D SA l O 3 4．3 3．5 9．7 縦と斜方向のミガキ

縦と斜方向のミガ
キ，ナデ

橙 橙
2mm以下の黒色角閃

石・褐色・灰・黒色粒
を含む

7 8 4 賓 口縁部～

胴部
D SA lO 4 21．4 4．4 28．9

風化著しいが，おそ
らく縦方向のパケ

目とナデ

口縁部と頸部は指

ナデ，胴部は風化著
しいが，おそらくナ

＿＿オフ‾

浅黄栓
にぷい

橙
3mm以下の褐・灰白・
褐灰石粒を含む

7 8 5 餐 頭部～胴

部
D SA lO 4

頸部は横方向のナ
デ，胴部は斜方向の

パケ目

斜方向のパケ目の
後，縦方向の工具ナ

＿．＿オフ‾

にぷい

橙
橙 4mm以下の灰・黒・乳
白・褐色石粒を含む

7 8 6 小 型 賓
口縁部～

胴部
D SA lO 4

口唇部は横方向の

パケ目，ロ縁部は上
部が縦方向・下部が
横方向のパケ目

上部は斜方向のパ
ケ目，下部はナデ

浅黄橙 浅黄橙 1m皿以下の褐・黒・灰
色粒を含む

7 8 7 「＝土ご
∃互 口縁部 D SA lO 4 16．3

口唇部は横方向の
ナデ，口縁部は上部
が横方向・下部が縦
方向のナデ

ナデ 橙
にぷい

橙

3mm程の褐色石粒，1

m皿以下の灰白・褐灰・
乳白色粒を含む

7 8 8 「＝土：ご笠 口縁部 D SA lO 4

口唇部は横方向の
ナデ，口縁部は斜方
向のパケ目と横方
向のナデ

横方向のナデ 浅黄橙
にぷい

黄橙
2mm以下の褐・白色光
沢粒を含む

7 8 9 嚢 底部 D SA lO 4 6．8
縦方向の工具ナデ，

底面はナデ
丁寧なナデ

にぷい

黄橙
橙 ． 2mm以下の赤褐・褐・

灰・乳白色粒を含む

7 9 0 賓 底部 D SA lO 4 6．4 縦方向のナデ 指ナデ，ナデ 浅黄橙
にぷい

黄橙
3mm以下の灰・褐・黒・
樫色石粒を含む

7 9 1 鉢
胴部～底

部
D SA lO 4 5．3

ナデ，縦方向のナ
デ，横方向のナデ，
指ナデ

ナデ 橙 橙 2～4mmの褐・灰白色
石粒を含む

．7 9 2 襲 底部 D SA lO 4 6．1
斜方向の工具ナデ，

底部付近は工具ナ
デの後に指ナデ

ナデ，指ナデ 明褐灰 褐灰 2mm以下の浅黄・灰

白・透明粒を含む

7 9 3 鉢 胴部～底

部
D SA lO 4 4．5

指ナデ，縦方向のパ
ケ目

ナデ 灰黄 浅黄橙 1mm以下の浅黄・赤

褐・灰白色粒を含む

7 9 4 ＝ヒ宝E
口縁部～

胴部
D SA lO 4 15．3

風化により不明晩お

そらくナデ
ナデ，指押さえ 橙 橙 3mm以下の灰・黄灰・

褐・橙色石粒を含む

7 9 5 二王＝f笠
胴部～底

部
D SA lO 4 5．8

ナデ，縦方向の工具

ナデ
ナデ，指押さえ 橙 橙 3m皿以下の灰・黄灰・

褐・橙色石粒を含む

7 9 5 鉢
口縁部～

胴部
D SA lO 4

上部は横方向のナ
デ，下部は縦方向の

パケ目

横方向のナデ 橙 橙 2mm以下の褐色石粒

を含む

7 9 6 「＝土ご
口縁部～

D SA lO 4 8．3
上部は横方向，下部横方向のパケ目，頸 にぷい にぷい 2m皿以下の褐・灰・乳

宝E 頸部 は縦方向のハケ目部は指ナデ 黄橙 黄橙 白色粒を含む

7 9 8 小 型 壷 底部 D SA lO 4 3．7 ナデ
ナデ，一部パケ目が
残る

橙 橙 5mm以下の褐・灰白色

石粒を含む

7 9 9 －＝ヒ宝E
胴部～底

部
D SA lO 4 6．3

ナデ，工具によるナ

＿．＿や7‾
工具によるナデ 橙

にぷい

橙

2mm以下の灰白石
粒，2mm以下の灰褐・
赤褐色粒を含む

8 0 0 鉢
口縁部～

胴部
D SA lO 4 11．2

風化により不明晩お

そらくナデ

風化により不明晩お

そらくナデ
橙 黄橙 2mm以下の灰・乳白・

透明石粒を含む

8 0 1 小 型 鉢
口縁部～

底部
D S A lO 4 9．9 2．7 8．2

口唇部は横方向の

ナデ，胴部はナデ・
指ナデ

横と斜方向のパケ

目

にぷい

黄橙

にぷい

橙
1～3mmの褐色粒を
含む

8 0 2 ＝ヒ笠
胴部～底

部
D S A lO 4 4．1 ナデ ナデ 灰白 暗灰 2mm以下の灰白・褐灰

色石粒を含む

8 0 3 高 杯 師部 D S A l O4

29．8

2．1

上部は横方向のミガ

キ，下部は縦方向の
ミガキ

放射状のミガキ

ナデ

橙 橙 1mm以下の褐色粒を
含む

8 0 4 小 型 鉢
胴部～底

部
D S A l O 4

斜方向のパケ目，下

部は指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1～3mmの赤褐色，1

mm以下の無色透明粒
を含む

8 0 5 小 型 鉢
胴部～底

部
D S A l O 4 2．4 ナデ，工具ナデ ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
1mm以下の赤褐・無色
透明粒を含む

8 0 6 鉢 師部 D S A l O 4 放射状のミガキ 放射状のミガキ 浅黄橙 浅黄橙
1mm以下の褐・褐灰・

黒色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調贅・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

8 0 7 高 坪 脚部 D S A l O 4
縦と横方向のミガ
キ，横走する櫛描

文，穿孔

ナデ，斜方向に工具
痕

にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の浅黄・灰・

無色透明粒を含む

8 1 2 蛮
口縁部～

胴部
D S A l O 5 18．2

斜方向のパケ目，斜
方向のミガキ

斜方向のパケ目，斜

方向のミガキ

にぷい

黄橙
黒褐 2mm以下の赤褐，灰

褐，透明粒を含む

8 1 3 蛮 口縁部 D S A l O 5
縦位の刻文をもつ2
条の突帯，縦方向の

パケ目

横方向のナデ 橙
にぷい

橙
1～3mmの黒褐，褐色
粒を含む

8 14 襲 胴部～底

部
D S A l O 5 4．6 縦方向のパケ目

風化により不明晩お
そらくナデ

橙 黄橙 4mm以下の灰・黒・乳
白・褐色石粒を含む

8 1 5 ＝ヒ笠 口縁部 D S A l O 5 横走凹線文，縦方向

のミガキ
ナデ 橙 橙 1mm以下の白色粒を

含む

8 16 二＝上ご笠 口縁部 D S A l O 5 櫛描波状文，横方向

のナデの後ミガキ

横方向のナデの後

にミガキ
橙 橙 1mm以下の褐，白色

粒を含む

8 17 ＝ヒ笠 肩部 D S A l O 5
ナデ，パケ目の後ナ

＿や7‾
ナデ 橙 橙 2mm以下の灰白・褐

灰・褐色粒を含む

8 18 鉢 胴部～底

部
D S A l O 5 8．1

縦方向のパケ目，ナ

＿．や7‾
工具ナデ，指頭痕 浅黄橙 浅黄橙

2～5mmの褐色石粒，

2mm以下の褐・黒・灰
褐色粒を含む

8 19 ＝ヒ宜
胴部～底

部
D S A l O 5 3．8 ナデ，指頭痕あり 工具ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm程の赤褐・褐色石
粒を含む

8 2 0 小 型 壷
口縁部～

底部
D SA lO 5

風化により不明晩お

そらくナデ

風化により不明晩お

そらくナデ，指頭痕
あり

橙 橙 1m血程の乳白・灰白・
褐灰色石粒を含む

8 2 1 小 型 壷
口縁部～

胴部
D SA lO 5 9．2 縦と斜方向のミガキ

ロ縁部は横方向のミ
ガキ，ナデ

橙 橙 2mm以下の灰・褐色の

粒を含む

8 2 2 高 杯 師部 D SA lO 5 28．3
口唇部は横方向の

ナデ，師部は斜方向

のミガキ

斜方向のミガキ，丁

寧なナデ
浅黄橙

にぷい

橙

1～7mmの赤褐色，1

mm以下の透明粒を含
む

8 2 3 高 杯 師部 D SA lO 5 縦方向のミガキ ミガキ 橙 橙 2mm以下の褐・赤褐・
乳白色粒を含む

8 2 5 賓
口縁部～

胴部
D SA lO 6 17．8 斜方向のパケ目

斜方向のパケ目，指

ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐，灰褐，
灰白色粒を含む

8 2 6 襲 底部 D SA lO 6 6．9 横方向のナデ，ナデパケ目の後にナデ
にぷい

橙
灰 1～5mmの灰白・褐，
乳白色石粒を含む

8 2 7 蛮 底部 D SA lO 6 6．1
ナデ，不定方向のパ

ケ目，指頭痕あり

ナデ，指ナデ，指頭

痕あり

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
4mm以下の灰，乳白，
褐色石粒を含む

8 2 8 －＝ヒ笠
口縁部～

胴蔀
D S A l O 6 19．5

風化により不明晩お

そらくナデ

風化により不明晩お

そらくナデ
橙 橙

1～3mmの灰・赤褐・

透明色，黒色角閃石
を含む

8 2 9 「＝土ご韮 口唇部 D S A l O 6
4条の凹線文，斜位

の押圧刻丈ヨコナ
＿°7‾

ヨコナデ
にぷい

橙

にぷい

橙
1mm以下の浅黄・灰・
無色透明粒を含む

8 3 0 －＝ヒ笠 底部 D S A l O 6 5．2
風化により不明晩お

そらく縦方向のパケ
目とナデ

指頭痕あり，縦方向

のパケ目，ナデ

にぷい

橙
浅黄橙 5mm以下の灰，褐色

石粒を含む

8 3 1 「＝土ご笠 底部 D S A l O 6 7．2
斜方向のハケ目，底

部はナデ

指ナデの後に棒状

工具ナデ
橙 暗灰黄 1mm以下の乳白色の

石粒を含む

8 3 2 ＝ヒ宜 胴部 D S A l O 6 風化により不明晩お

そらくナデ

風化により不明晩お

そらくナデ
橙 灰

1～2mmの褐，乳白色

粒を含む

8 3 3 鉢
口縁部～

底部
D S A l O 6 27．7 6．8 13．0

ナデ，底部付近は指

ナデ
ナデ 黄橙 黄橙 1mm程の黒・赤褐色石

粒を含む

8 3 4 鉢
口縁部～

底部
D S A l O 6 10．7 4．5 4．8

縦と横方向のパケ

目の後にナデ
ナデの後にパケ目 浅黄橙 浅黄橙

2mm以下の赤褐，灰

色粒を含む

8 3 5 高 杯 師部 D SA lO 6 縦方向のミガキ 縦方向のミガキ
にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の赤褐・黒色

石粒を含む

8 3 8 嚢 口縁部 D S A lO 7 縦方向の工具ナデ 横方向のナデ
にぷい

黄橙
浅黄橙
1～3mmの褐・赤褐・
透明色，1mm以下の

黒色角閃石を含む

8 3 9 窺 口縁部 D SA lO 7 横・斜方向のパケ目ナデ，工具ナデ 浅黄橙 浅黄橙
1mm程の褐・灰・乳白
色粒を含む

8 4 0 襲 口縁部 D SA lO 7

7．0

6．9

口唇部に縦位の刻
目文，ナデ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の淡黄色粒

を含む

8 4 1 ＝ヒ韮
口縁部～

頸部
D SA lO 7 上部は縦位・下部は

横位の工具ナデ
工具によるナデ，も

しくはパケ目
橙 橙 1mm以下の灰白・黒色

粒を含む

8 4 2 餐
胴部～底

部
D 岳A lO 7

ナデ，縦方向のパケ

目，指ナデ

ナデ，斜方向のパケ

目

にぷい

橙
灰
1～5mmの白・灰褐
色，1皿以下の黒色
角閃石を含む

8 4 3 蛮 底部 D SA lO 7
斜方向のタタキ，指

ナデ
風化により不明瞭 淡黄 黒褐 2mm以下の灰白。灰

褐色を含む

8 4 4 餐
胴部～底

部
D SA lO 7

縦・斜方向のナデ，
底部は横方向のナ

、＿＿97車

ナデ 浅黄 灰 2～5mmの褐・赤褐色
粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調革・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

8 4 5 器 台 受部 D S A lO 7 33．2
上方はナデ，下方は

縦方向のミガキ
風化により不明瞭 橙 橙

2血程の褐・灰白色，

1mm以下の黒色角閃
石・透明粒を含む

8 4 6 高 杯 師部 D S A lO 7
斜方向のパケ目も

しくは工具ナデ
ミガキ 淡黄橙

にぷい

褐
1～7mmの赤褐，灰色
粒を「含む

8 4 7 高 杯 脚部 D S A lO 7 16．4
円形透かし，縦方向

のミガキ
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

2m皿以下の赤褐，黒

色粒を含む

8 4 8 杯
口縁部～

底部
D S A l O 7 8．5 4．6 11．8 パケ目，指投げ ナデ，指ナデ

にぷい

橙
橙 1～3mmの浅黄灰色
粒を含む

8 4 9 器 台
柱部～裾

部
D S A l O 7

縦方向のミガキ，柱
部は縦方向のミガキ

の後に横位の櫛描
文

柱部はナデ，裾部は
縦と斜方向のミガキ

橙 樫 2mm以下の灰，黄灰，
乳白，黒色粒を含む

8 5 1 襲 口縁部 D S A l O 9 15．0 頭部に1条の突帯，
横方向のミガキ

横方向のミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の灰褐・浅黄
色粒を含む

8 5 2 窺 口縁部 D S A l O 9 斜方向の平行タタキ
上部は横方向・下部

は斜方向の工具ナ
＿ナ7‾

橙
にぷい

橙

2mm以下の褐・橙色石

粒を含む

8 5 3 窺 口縁部 D S A l O 9
口唇部と口縁部に
縦位の刻文をもつ2

条の貼付突帯

ナデ
にぷい

橙

にぷい

橙

3mm以下の赤褐・酪

乳白色粒を含む

8 54 二＝土ご笠　 ′1 底部 D S A l O 9 11．4
ナデ，一部工具ナデ
が残る

ナデ，一部パケ目が
残る

橙
にぷい

橙
1mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

8 5 5 「＝土ご宝E
口縁部～

肩部
D S A lO 9 10．4

口縁部は横方向の

工具ナデ，頸部は縦
方向の工具ナデ

ナデ，頸部は指ナデ 橙 橙 3mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

8 5 6 「＝土さ笠
口縁部～

底部付近
D S A lO 9 11．6

口唇部に1条の凹
線，口縁部に山形の
櫛描文，胴部はミガ

キ

上部は横方向のミガ
キ，下部は放射状の

ミガキ

橙 橙 2mm以下の黒・褐色粒
を含む

8 5 7 ＝ヒ宜 胴部 D S A lO 9 沈線文 ナデ 浅黄橙 浅黄橙 2mm以下の褐・赤褐色
粒を含む

8 5 8 器 台
受部～裾

部
D S A lO 9 25．3 18．3 17．3

上下に穿孔あり，縦
方向のミガキ

柱部は指ナデ，受部

は放射状のミガキ，
裾部はパケ目

橙 橙 1～3mmの褐色粒を
含む

8 5 9 高 杯 師部 D S A lO 9
上部は縦方向・下部

は横方向の工具ナ
デの後ミガキ

上部は縦方向・下部

は横方向の工具ナ
デの後ミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の黒・灰・褐・
透明色粒を含む

8 6 0 高 杯 脚部 D S A lO 9 18．3 斜方向のパケ目 斜方向のパケ目 浅黄橙 浅黄橙
2mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

聾の口縁

の可能性

8 6 4 蛮 胴部 D S A lO 9
ナデ，箆掃きによる
幾何学文

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm程の灰褐色，2mm
以下の赤褐・乳白色
粒を含む

8 6 5 士宜 底部 D S A l l l 9．5 部分的にミガキが残
る，底面もミガキ

ナデ
にぷい

橙

にぷい

黄橙

2mm以下の褐・透明色

粒を含む

8 6 6 襲 底部 D S A l l l 7．1 平行タタキ，ナデ 不定方向のパケ目 橙 橙 4mm以下の乳白・灰・

黒・褐色粒を含む

8 6 7 「＝土ご笠 口縁部 D S A l l l 突帯を挟み2条の櫛
描波状文

横方向のナデ 橙 橙 1mm以下の透明・黒・
灰・褐色粒を含む

8 6 8 高 杯 杯部 D S A l l l
口唇部は横方向の
ナデ，口縁部は縦方

向のミガキ

ナデ 橙 橙 1～2mmの赤褐・灰
白・透明粒を含む

8 6 9 襲 底部 D SA l l l 5．7
指ナデ（指紋らしき
痕跡が残る）

指ナデ（爪痕らしき
痕跡が残る）

にぷい

黄橙
褐灰 2mm以下の灰白・浅
黄・透明粒を含む

8 7 0 高 杯 脚部 D S A l l l
穿孔あり，縦方向の

ミガキ
ナデ，工具ナデ 橙 橙 1～2mmの赤褐・灰

白・透明粒を含む

器台の可

能性

8 7 1 餐
胴部～底

部
D S A 1 1 2 5．7 胴部は縦方向のパ

ケ目，底面はナデ
胴部はナデ，底部は
指押さえ

にぷい

黄橙
橙 1～4mmの褐・灰・白・
黒色粒を含む

8 7 2 襲 底部 D S A 1 1 2 6．4
胴部は縦方向のパ

ケ目，底面はナデ

放射線状のパケ目，

ナデ
橙 暗灰 9mm以下の灰・白・褐・

透明色粒を含む

8 7 3 士笠 口縁部 D S A 1 1 2 ナデ

上段は斜方向のパ

ケ目，下段は横方向

のナデ

橙 橙 1mm以下の褐・黒色粒
を含む

8 7 4 蛮 口縁部～

底部
D S A 1 1 4

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向
のパケ目

口縁部は横方向の

ナデ，胴部はナデ
橙 橙 3mm以下の褐・黒褐・

乳白色の石粒を含む

8 7 5 窺 口縁部～

胴部
D S A 1 1 4

口縁部は横方向の
ナデ，胴部は縦方向

のパケ目

口縁部は横方向の
ナデ，頸部は指押さ
え，胴部はナデ

橙 橙 1～4mmの褐・黒褐色

石粒を含む

8 76 襲 口縁部 D S A 1 1 4
縦位の刻文をもつ2

条の貼付突帯，縦方
向のパケ目

斜方向のパケ目 樫 橙 2mm以下の黒・灰・灰
白・褐色粒を含む

8 7 7 襲 胴部 D S A 1 1 4
縦位の刻文をもつ
貼付突乳縦方向の

パケ目

横方向のハヶ月
にぷい

橙

にぷい

橙

2mm以下の透明・黄

灰・黒・乳白色粒を含
む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

8 7 8 賓 胴部～底

部
D SA 1 14 5．9 胴部は工具ナデ，底

部はナデ
放射状のナデ 浅黄橙 黒 1～4mmの透明・灰

白・褐色石粒を含む

8 7 9 襲
口縁部～

胴部
D SA 1 14． 18．2 風化により不明晩お

そらくナデ
上部は指ナデ，下部
はナデ

橙 橙 2mm以下の黒・褐・灰
白色石粒を含む

8 8 0 襲 口縁部～

胴部
D SA 1 14 16．4

横方向のナデ，斜方
向のナデ

ロ縁部は横方向の
ナデ，胴部は斜方向

のナデと指ナデ

橙 橙 4mm以下の褐・黒色の

石粒を含む

8 8 1 餐 口縁部～

胴部
D SA 1 14

横方向のナデ，斜方

向のナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は斜方向

のナデと指ナデ

橙 橙 4mm以下の褐・黒色の
石粒を含む

8 8 2
器 台 ？

壷 ？

口縁部？

受部？
D SA 1 14 17．6

口唇部は1条の凹
線，口縁部は風化著

しいがおそらくナデ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄栓

1mm以下の褐・乳白色

粒を含む

8 8 3
器 台 ？

壷 ？

口縁部？

受部？
D SA 1 14 18．7

口唇部は2条の凹
線，口縁部は縦方向

のミガキ

ナデ 橙 橙 1mm以下の褐色の石
粒を含む

8 8 4 二＝上土宝E
口縁部～

頸部
D ・SA 1 14 19．0

口唇部はナデ，頸部

は縦方向の工具ナ
デ，櫛描波状文

横方向のナデ，縦方

向のパケ目
橙 浅黄橙 7mm以下の褐・黄・黄

灰・黒色石粒を含む

8 8 5 一∃＝さ宝E 受部 ‾D SA 1 14 28．1
口唇部はヨコナデ，

口縁部～胴部は縦
方向のミガキ

風化により不明晩お

そらくミガキ
橙 橙

5mm以下の褐・灰・黄

灰色粒を，2mm以下
の黒色透明粒を含む

8 8 6 「＝土ご宝E
頸部～底

部
D SA 1 14

頸部は横方向のナ
デ，胴部は縦方向の

パケ目

頸部は横方向のナ

デと縦方向のパケ
目，胴部は指ナデ

橙 橙 1～4mmの赤褐・褐・
灰色粒を含む

8 8 7 「＝土ご笠 口彿部 D SA 1 14
径2cmの円形浮文，
櫛描波状文，口唇部

はナデ

縦と斜方向のミガキ 橙 橙 3mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

8 8 8 ・＝ヒ笠 頸部 D SA 1 14
へラ状工具による斜
位の刻文，縦方向の

ハヶ月

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の灰・褐・黄
灰色粒を含む

8 8 9 賓 頸部～胴

部
D S A 11 4

ヘラ状工具による斜

位の刻文，ナデの後
工具ナデ

ナデ，一部指頭痕あ
り

橙 橙 3m皿以下の灰・褐・黒
色の石粒を含む

8 9 0 襲 胴部～底

部
D S A 1 1 4 7．5

胴部は斜方向のパ

ケ目，底部はナデ

放射状の工具ナデ

と指ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の褐灰・灰

白・褐色の石粒を含
む

8 9 1 襲
胴部～底

部
D S A 1 1 4 5．6

胴部は斜方向のパ
ケ目，指押さえ，底
部はナデ

ナデ，指ナデ
にぷい

橙
灰黄褐 2mm以下の黒・灰白・
透明石粒を含む

8 9 2 －∃＝ご笠
胴部～底

部
D S A 1 1 4 5．1

胴部は工具ナデ，底
部はナデ

放射状の工具ナデ
と指ナデ

浅黄橙 黒 1～2mmの褐色石粒
を含む

8 9 3 小 型 鉢
口縁部～

底部
D SA 1 14 9．9 4．8 7．2 風化により不明晩お

そらくナデ
ナデ，口縁部付近に

一部指ナデ

にぷい

橙
暗灰 2mm以下の褐・灰褐色

石粒を含む

8 94 小 型 鉢
胴部～底

部
D S A 1 1 4 4．2 縦方向のミガキ

胴部はナデ，底部付

近は指ナデ

にぷい

黄橙
浅黄橙 3mm以下の赤褐・灰・

黒色石粒を含む

8 9 5 鉢
口縁部～

胴部
D S A 1 1 4

口唇部はヨコナデ，

口縁部～胴部は縦
方向のミガキ

縦方向のミガキ 黒褐色
にぷい

黄橙

1mm以下の灰褐色石
粒，1～2mmの褐色砂
粒をわずかに含む

8 9 6 高 杯
口縁部～

月甲部－
D S A 1 1 4 32．3

口縁部はヨコナデ，

胴部は不定方向の

パケ目

口縁部はヨコナデ，

胴部は放射線状の
ナデ

橙 橙 2mm以下の灰白・透明

光沢粒を含む

8 9 7 高 杯 脚部 D S A 1 1 4 11．1
縦方向の工具ナデ

の後に一部指ナデ
ナデ

にぷい

橙
灰黄褐
3mm以下の褐・赤褐・
浅黄・褐灰色石粒を
含む

8 9 8 ＝ヒ笠
頸部～底

部
D S A 1 1 4 縦と斜方向のミガキ

頸部は指ナデ，胴部

は斜方向の工具ナ
デ，ナデ

橙 褐灰
3mm以下の褐色，1mm
以下の褐・黒・灰色粒
を含む

8 9 9 －＝ヒ宝E
頸部～底

部
D S A 1 1 4 6．4 縦方向のミガキ

横と斜方向のパケ

目，ナデ
橙
にぷい

黄橙

4mm以下の灰褐・赤

褐，1mm程乳白石粒
を含む

9 0 6 窺 口縁部 D S A 1 1 5
口縁部は指ナデと
横方向のナデ，胴部

は斜方向のパケ目

口縁部は指ナデと
横方向のナデ，胴部

は斜方向のパケ目

にぷい

橙

にぷい

黄橙

3mm以下の褐色石
粒，3mm以下の赤褐・

灰白色粒を含む

9 0 7 窺
口縁部～

胴部
D S A 1 1 5

口縁部端に縦位の
刻文をもつ1条の突
帯

ナデ，一部指頭痕あ
り

橙 橙
2mm以下の透明・黒・
灰・褐・黄灰色粒を含

む

9 0 8 「＝土ご宜 口縁部 D S A 1 1 5

12．4

櫛描波状文 ミガキ 橙 橙 1mm以下の褐・黒・灰
白色粒を含む

9 0 9 ＝ヒ盈 肩部 D S A 1 1 5 縦方向のミガキ，縦
位の刻文

ミガキ 橙 橙 1mm以下の褐・灰白粒
を含む

9 10

9 1 1

襲

士宝E

口縁部～

胴部

口縁部

D

D

S A 1 1 5

S A 1 1 5

口縁部付近に1条の
沈線と山形状の櫛

描波状文，横方向の
工具ナデ

口唇部に櫛描波状
文，口縁部は縦方向

のミガキ

横と斜方向のミガキ

縦方向のミガキ

にぷい

黄橙

浅黄橙

灰黄褐

橙

1mm以下の透明・黒色
粒，3mm以下の灰・黄
灰・褐色粒を含む

1mm以下の褐・黒色・
灰白色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調啓・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

9 12 ＝ヒ笠 底部 D S A 1 1 5 3．4
指ナデの後に斜方
向の工具ナデ（タタ

キの可能性もある）

ナデ，工具ナデ 浅黄橙 浅黄橙
2mm以下の透明・黒・

灰・褐・乳白色粒を含
む

9 1 3 賓 底部 D S A 1 1 5 6．6
ナデ，指ナデ，底面

はナデ
ナデ

にぷい

黄樟
褐灰
2mm以下の透明・黒・

灰・褐・黄灰色粒を含
む

9 14 高 坪 脚部 D S A 1 1 5 ナデ，縦方向のミガ
キ

ナデ
にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の褐・灰褐黒
色石粒を含む

9 19 窺 口縁部～

底部
D S C 2 5 20．8 2．6 28．0

上半分は平行タタ

キ，下半分は斜方向

のパケ目

斜方向のパケ目
にぷい

黄橙
明黄褐
3mm程の灰白・褐・灰

色粒，2mm以下の灰・
褐・透明粒を含む

9 2 0 襲 口縁部～

底部付近
D S C 2 5 18．5

口縁部付近はナデ，
胴部は一部工具痕

が残るがナデ，底部
付近は工具によるケ
ズリ

一部工具痕が残る
がナデ

橙 明黄褐

3mm以下の灰・乳白・
褐色粒，1mm以下の
透明・黒色光沢粒を
含む

9 2 1 蛮
口縁部～

底部付近
D S C 2 5 21．1

口縁部付近は横方

向のパケ目，胴部は
斜方向のパケ目

斜方向のパケ臥ナ

＿．・＿す7‾

にぷい

黄橙

にぷい

橙

7mm以下の褐・灰色
粒，1mm以下の透明・

黒色光沢粒を含む

9 2 2 襲 胴部～底

部
D S C 2 5 3．2 ナデ（風化により不

明瞭）
パケ目（風化により
不明瞭）

橙
にぷい

黄橙

2mm以下の黒色角閃
石・褐色・灰・黒色粒
を含む

9 2 3 賓 胴部～底

部
D S C 2 5 3．2

平行タタキ，一部黒

変

斜方向のパケ目，黒

変

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1～4mmの褐色・赤褐
色1mm以下の黒色
角閃石を含む

9 2 4 「＝土ご
笠
口縁部～

胴部
D S C 2 5 10．8 縦方向のパケ目，平

行タタキ
ナデ，部分的にパケ
目が残る。

橙 橙 1mm以下の黒色角閃
石をわずかに含む。

9 2 5 襲 口縁部～
D S C 2 5

縦と斜方向のパケ

目

縦と斜方向のパケ

目

にぷい にぷい 1～5mmの褐・赤褐・
底部付近 黄橙 黄橙 灰・白色粒を含む

9 2 6 「＝土ご笠
胴部～底

部
D S C 2 5 縦と斜方向のパケ

目
ナデ

にぷい

橙
黄橙
1mm以下の褐色粒を
多く，4mm程の橙色

粒をわずかに含む

9 2 7 嚢
胴部～底

部
D S C 2 5 3．1

縦と斜方向のパケ
目，底部付近はケズ
リ

斜方向のパケ目，指
ナデ

にぷい

橙
褐灰
叫以下の褐色粒，1

mm以下の乳白色・黒
色角閃石粒を含む

9 2 8 鉢
口縁部～

底部
D S C 2 5 23．8 1．7 11．5

ナデ（風化のため調

整不明瞭）・一部赤
化

ナデ（風化のため調

整不明瞭）
橙 橙

4血程の黄灰・灰白・

灰褐色土粒，2mm以
下の透明・黒色光沢
粒を含む

9 2 9 小 型 賓
口縁部～

底部
D S C 2 5 18．9 4．8 17．9

斜方向のナデ，ナ

デ，縦方向のケズリ

工具によるナデ・指

ナデ
橙 橙

5mm以下の褐色土
粒，1mm程の灰色・乳
白色粒を含む

9 3 0 鉢 口縁部～

底部
D S C 2 5 11．8 3．2 7．4

ナデ・工具によるナ

＿＿寸フ‾
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙－

5mm以下の褐色粒・1

m皿以下の透明・黒色
光沢粒を含む

9 3 1 「＝土ご宝E
口縁部～

底部
D S C 2 5 9．4 0．6 5．8

横方向のナデの後

ナデ，不定方向のナ
＿一7‾

横と斜方向のナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm程の褐色，透明

粒を含む

9 3 2 ＝ヒ笠
口縁部～

底部
D S C 2 5 10．5

口縁部は櫛描波状
文，胴部は斜方向の

パケ目

不定方向のパケ目，
指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

畢橙

2mm以下の褐色・黒褐
色粒，2mm程の褐色

粒を含む

9 3 4 蛮 口縁部～

胴部
D 包 含層 24．9

口唇部はナデ，口縁
部は工具ナデ，胴部

は斜方向の工具ナ
＿1P7‾

口縁部は斜方向の

工具ナデ，胴部はナ
デと指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の褐灰・灰
自・褐色の石粒を含

む

9 3 5 蛮
口縁部～

胴部
D 包 含 層 23．0

口縁部は横方向の

パケ目，斜方向のパ
ケ目とナデ

口縁部は横方向の

パケ目，斜方向のパ
ケ目とナデと指ナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙

3血程の暗黄褐・褐・

灰白色粒を含む

9 3 6 窺 口縁部 D 包 含 層
斜位の刻文，横方向

の粗いパケ目

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1～3mmの褐色粒を
含む

9 3 7 賓 口縁部 D 包 含 層
縦位に刻文をもつ2
条の貼付突帯，縦方

向のパケ目

指ナデ，ナデ
にぷい

橙

にぷい

黄橙

3mm程の褐色石粒，1

mm以下の乳白・褐色
粒を含む

9 3 8 窺 口縁部 D 包 含 層

斜方向のパケ目，口
唇部は僅かに肥厚
させ縦位の刻文を

もつ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の赤褐・褐・
透明粒を含む

9 3 9 賓
口縁部～

D 包 含 層 18．4
縦と斜方向のパケ

目

横と斜方向のパケ にぷい にぷい 1～4mmの褐・灰・黒
胴部 目の後ナデ 橙 橙 色粒を含む

9 4 0 襲
口縁部～

胴部
D 包 含 層 14．2

5．9

風化著しいが，おそ
らくナデ

風化著しいが，おそ

らくナデ
橙 橙 1～4mmの灰・褐・白・

黒色石粒を含む

9 4 1 嚢 口縁部 D 包 含 層 14．9
口唇部は横方向の
ナデ，下部は縦方向

のパケ目

横方向のパケ目，横
方向のミガキ

橙 橙 1mm以下の褐・透明色

粒を含む

9 4 2 密
胴部～底

部
D 包 含 層 縦方向のパケ目，底

部付近は指押さえ
不定方向のパケ目，

ナデ
橙 黒褐 2mm以下の褐・灰白色

粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調黎・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

9 4 3 襲
胴部～底

部
D 包 含 層 4．5

風化著しいがおそら
くナデ，底部付近は
指押さえ

風化著しいがおそら
くナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙
1mm以下の淡黄・白色
粒を含む

9 4 4 賓
胴部～底

部
D 包 含 層 4．7 風化著しいが，おそ

らくナデ
風化著しいが，おそ
らくナデ

橙 橙 3mm以下の褐灰・灰
白・赤褐色粒を含む

9 4 5 蛮 胴部～底

部
D 包 含 層 5．9

縦方向の工具ナデ，

ナデ
ナデと指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

5mm以下の褐灰・灰

白・褐色の石粒を含
む

9 4 6 聾 胴部～底

部
D 包 含 層 5．1

平行タタキ，下部は
縦方向の工具ナデ，
底部付近は指紋が
残る

ナデ 明赤褐 橙 3mm以下の赤褐・灰
白・灰褐色粒を含む

9 4 7 餐 底部 D 包 含 層 5．0
風化著しいがおそら

くナデ，底部付近は
指押さえ

風化著しいがおそら
くナデ

にぷい

橙
浅黄樫 2mm以下の褐・灰・黄

灰色粒を含む

9 4 8 ・＝ヒ宝E 口縁部 D 包 含 層
横方向のパケ臥口
唇部と口縁部に円
形浮文

横方向のナデ 明褐 明褐 2～3mmの乳自・灰白
色粒を含む

9・4 9 士宝E 口縁部 D 包 含 層
ヘラ掃きの三角形

文，竹管文
横方向のナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄栓
1mm以下の赤褐・透明

粒を含む

9 5 0 「＝土ご宝E 口縁部 D 包 含 層
櫛歯状工具による横

引き文
ナデ 浅黄橙 浅黄橙 3m皿以下の赤褐・黒色

粒を含む

9 5 1 二王：ご笠 口縁部 D 包 含 層 14．6

二次口縁は横方向

のナデの後に櫛描
波状文，頸部は工具
ナデ

口縁部は丁寧なナ
デ，頸部は斜方向の

工具ナデ

橙 橙 1mm以下の褐・透明色
粒を含む

9 5 2 「＝土ご
笠
口縁部～

頸部
D 包 含 層 11．2

口縁部に押引のよ

うな櫛描波状文，頸
部は風化著しいが
縦方向のパケ目

風化著しいがおそら

くナデ
橙 橙 1mm以下の透明，金

色光沢粒を含む

9 5 3 ＝士ご 口縁部～ D 包 含 層 11．1
縦方向の粗いパケ 口縁部は横方向の 浅黄樫

にぷい 3mm以下の赤褐・灰褐
宝E 胴部 目 ナデ，頸部は指ナデ 黄橙 色粒を含む

9 5 4 「＝土ご笠
口縁部～

胴部
D 包 含 層 13．0

斜方向の粗いナデ

の後に縦方向のミガ
キ

斜方向の粗いナデ

の後に縦方向のミガ
キ，ヘラ状工具によ
るナデ

灰黄褐
にぷい

橙
2mm程の赤褐・黒・無
色粒を含む

9 5 5 「＝土ご笠 口縁部 D 包 含 層

ナデの後に線刻か

工具痕が確認でき
る，1～2条の貼付突
帯をもつ

上部は横方向のパ

ケ目，下部はナデ

にぷい

橙
浅黄橙 3m皿以下の赤褐・灰白
色粒を含む

9 5 6 「＝i＝ご宝E 底部 D 包 含 層 9．9
ナデ，底部に径21mm

の穿孔あり

風化著しいがおそら
くナデ

にぷい

黄橙
橙
4mm以下の褐・黒・黄
灰色石粒，1mm以下

の透明粒を含む

9 5 8 蛮 胴部～底

部
D 包 含 層

風化著しいが，パケ

目かミガキらしき痕跡
が残る

風化著しいが，パケ

目か工具痕らしき痕
跡が残る

にぷい

橙

にぷい

橙
1～3mmの褐・灰色石
粒を含む

9 5 8 蛮 底部 D 包 含 層 7．6
縦方向のパケ目，底

面はナデ
ナデ，指ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
3mm以下の灰・黒・乳
白・褐色石粒を含む

9 5 9 蛮
胴部～底

部
D 包 含 層 5．3

胴部はナデ，底部付
近は指ナデ，底面は
ナデ

放射状のパケ目
にぷい

黄橙
灰黄 1mm以下の灰白・褐・
黒色粒を含む

9 6 0 襲 胴部～底

部
D 包 含 層 6．2 縦方向のパケ目

丁寧なナデ，一部指
ナデ

にぷい

橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰・灰
白色粒を含む

9 6 1 鉢
胴部～底

部
D 包 含 層 4．4

胴部は螺旋状のミガ

キ，底部は横方向の
ミガキ

不定方向のミガキ 橙 橙 2mm以下の褐色粒を

含む

9 6 2 嚢 底部 D 包 含 層 7．0
胴部は平行タタキ，
底部付近は指押さ
え，指紋痕が残る

ナデ，指ナデ 橙
にぷい

橙

2mm以下の透明光沢
粒，4mm以下の灰・乳
白・褐色石粒を含む

9 6 3 鉢
口縁部～

胴部
D 包 含 層 ヨコナデ，ナデ ヨコナデ 橙 橙 1mm以下の黒・白色粒

を含む

9 6 4 鉢 口縁部 D 包 含 層
ナデ，放射状のパケ

目
風化著しいがおそら
くナデ

橙 橙 1mm以下の白・褐・透
明粒を含む

9 6 5 高 杯 杯部 D 包 含 層
斜位の刻文をもつ2
条の貼付突帯，縦方
向のミガキ‘

風化著しいがおそら
くナデ

橙 橙 2mm以下の赤褐・透明
粒を含む

9 6 6 高 坪 脚部 D 包 含 層
穿孔あり，縦方向の

ミガキ
横方向のナデ

にぷい

橙

にぷい

橙
2mm以下の透明・黒・
褐色粒を含む

9 6 7 小 型 鉢
口縁部～

底部
D 包 含 層 9．3 2．2 10．8 ナデ，工具ナデ 丁寧なナデ 灰 灰

2mm以下の赤褐・黒・
透明粒を含む

9 6 8 小 型 窺
口縁部～

底部
D 包 含 層 9．8 3．6 10．3

風化著しいがおそら

くナデ

風化著しいがおそら

くナデ
橙 橙 2mm以下の浅黄・褐灰

色粒を含む

9 6 9 小 型 餐
口縁部～

底部
D 包 含 層 9．8 4．2 9．7

縦方向のパケ目の
後ナデ

縦方向の工具ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

橙
3mm以下の褐・赤褐色
粒を含む

9 7 0 小 型 襲
胴部～底

部
D 包 含 層 3．2 縦方向の工具ナデ

ナデ，一部横方向の

工具ナデ
浅黄樫 浅黄橙 3m皿以下の褐・黒・灰

色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調贅・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

9 7 1 小 型 鉢
口縁部～

底部
D 包 含 層 9．6 1．9 5．0

ナデ，底部付近は指
ナデ，部分的に指押
さえ

ナデ，指ナデ 浅黄橙 浅黄橙 1mm以下の浅黄色粒

を含む

9 7 2 小 型 杯
口縁部～

底部付近
D 包 含 層 5．6

縦方向のパケ目の
後ナデ

ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄栓
2mm以下の褐・乳白色
粒を含む

9 7 3 鉢
口縁部～

底部
D 包 含 層 31．1 9．2

風化著しいがミガキ
が残る

風化著しいがミガキ
が残る

橙 淡橙 5mm以下の灰・黒・褐

石色粒を含む

9 7 4 寮 口縁部～

底部
D 包 含 層 17．4 6．0 14．9

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は斜方
向のパケ目

斜方向のパケ目
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・黒・白
色粒を含む

9 7 5 器 台
受部～裾

部
D 包 含 層 25．9 26．1

穿孔あり，縦方向の
ミガキ

受部はミガキ，柱部
は指ナデ，裾部はナ

＿＿＿や7‾

にぷい

黄樫

にぷい

黄橙
1mm以下の透明・黒・
灰白色粒を含む

9 7 6 器 台
柱部～裾

部
D 包 含 層

穿孔あり，縦方向の

ミガキ

不定方向のナデ，工
具ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1～3mmの赤褐色粒，

1mm以下の褐色粒を
含む

9 7 7 器 台
受部～柱

部
D 包 含 層 穿孔あり，縦方向の

ミガキ

受部はパケ目の後
に斜方向のミガキ，
柱部は指ナデ

橙 橙 3m皿以下の褐・黒・透
明色粒を含む

9 7 8 業 蓋部 D 包 含 層 粗いナデ，不定方向不定方向の粗い工 にぷい にぷい 2mm程の赤褐・褐色粒

」EL の工具ナデ 具ナデ 黄橙 黄橙 を含む

9 7 9 小 型 賓 口縁部 D 包 含 層
横方向のナデの後

に縦方向のミガキ

丁寧なナデ，口縁端

部は凹線
橙
にぷい

橙
1mm以下の褐色粒を
含む

9 8 0 蛮 底部 D 包 含層 5．4 工具ナデ ナデ 橙 橙 3mm以下の赤褐・浅
黄・透明粒を含む

9 8 1 小 型 鉢
胴部～底

部
D 包 含層 5．0

胴部は縦方向のパ
ケ目，底部付近は横
方向のナデ

ナデ
にぷい

橙
浅黄橙 1mm以下の赤褐・黒・
透明粒を含む

9 8 2
ミニチュ

ア土器

胴部～底

部
D 包 含層 2．2 工具ナデ

不定方向の工具ナ

＿．．．ナ7‾
浅黄橙 浅黄橙 2mm以下の赤褐色粒

を含む

9 8 3
ミニチュ

ア土器

胴部～底

部
D 包 含層 ． 2．0 タタキの後ナデ 工具ナデ

にぷい

黄栓
橙 2mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

9 8 4 小 型 鉢
胴部～底

部
D 包 含層

風化著しいがミガキ

が残る
斜方向のパケ目 浅黄橙 浅黄橙

4mm以下の灰・黒・褐
色粒を含む

9 8 5 小 型 鉢 底部 D 包 含層 5．0
横方向のナデの後
に縦方向にミガキ

底面は横方向のハ
ケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・透明粒
を含む

9 8 6 －＝ヒ宝E
胴部～底

部
D 包 含層 4．8

指ナデ，縦方向のパ

ケ目，底部に径5mm
の穿孔あり

縦方向のパケ目，指
押さえ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の褐色粒を

含む

9 8 7
杓 子 状

土器
柄部 D 包 含層 工具ナデ 橙 灰黄褐 1～2mmの赤褐・灰白

粒を含む

9 8 8
杓 子 状

土器
柄部 D 包 含層 ナデ ナデ 橙 橙 1mm以下の灰白・黄灰

褐・黒色粒を含む

9 8 9 士宜 口縁部 D 包 含層 7．1
口縁部に幅1．7cmの

口縁帯をもつ

ナデ，一部指頭痕あ

り
橙 橙 1mm以下の赤褐色粒

を含む

9 9 0 －＝ヒ宝E 口縁部 D 包 含層 20．3 口唇部に2条の凹線
文，横方向のナデ

風化のため調整不
明

浅黄栓 浅黄橙
3mm以下の赤褐色，1

mm以下の黒・透明色
粒を含む

9 9 1 鉢 胴部～底

部
D 包 含層 5．8

風化著しいがおそら

くナデ
螺旋状のパケ目 浅黄橙 浅黄橙

5mm以下の黒・灰・褐
色粒を含む

9 9 2 高 杯 脚部 D 包 含 層 13．3 風化著しいがミガキ
が残る

螺旋状の工具ナデ，
ナデ

浅黄橙 浅黄橙
3～4mmの赤褐色 2

mm以下の黒・灰・透明
色粒を含む

9 9 3 高 杯 脚部 D 包 含 層 縦方向のパケ目の
後にナデ

指ナデ 浅黄橙 浅黄橙
4mm以下の暗褐，1mm

以下の黒・透明粒を
含む

9 94 －＝ヒ互E
胴部～底

部
D 包 含 層 3．6

縦方向のパケ目，底
部付近は縦方向の

工具ナデ

主に横方向のパケ

目

にぷい

橙

にぷい

黄橙
5mm以下の褐・黒・灰
色粒を含む

9 9 5 小 型 鉢
口縁部～

底部
D 包 含 層 9．7 4．5 9．8 縦方向のパケ目

指ナデ，横方向のパ
ケ目

橙 栓 3mm以下の灰・黄灰・
褐色石粒を含む

9 9 6
杓 子 状

土器
柄部 D 包 含 層

径2．7cm，縦方向の

ナデ

にぶい

黄橙

にぷい

黄栓
1mm以下の褐色粒を
含む

9 9 7 士韮
口縁部～

頸部
D 包 含 層 22．2

7．1

ヘラ描き鋸歯文，横
方向のナデ，頸部は
縦方向のミガキ

口縁部は横方向・頸
部は縦方向のパケ
目

にぷい

黄樫

にぷい

黄橙
1mm以下の赤褐・黒・
透明色粒を含む

9 9 8 賓 口縁部 D 包 含 層 横方向のミガキ 横方向のミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1mm以下の淡黄色粒

を含む

9 9 9 鉢 胴部 D 包 含 層
丁寧なナデ，沈線と

列点文
ナデ 明赤褐 明赤褐 1mm以下の灰白・淡

黄・金色粒を含む

1 0 0 0 嚢 底部 D 包 含 層
横方向のナデ，指押

さえ（指紋痕が残る）
底面は工具ナデ

指ナデ
にぷい

黄橙
暗灰
2mm以下の褐・灰白色
石粒・1cm程の高師小
僧を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　 面 外面 内面

10 0 1 高 杯 杯部 D 包 含層
口唇部に1条の凹
線，口縁部に縦方向

のミガキ

ミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の褐・赤褐色

粒を含む

10 0 2 蓋 蓋部 D 包 含層 9．8 縦と斜方向のミガキ
主に横方向のパケ

目
橙 橙 1mm以下の黒・灰白・

暗褐色粒を含む

10 0 3 嚢 口縁部 F SA 1 16 24．3
風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明

にぷい

橙
橙 1m皿以下の赤褐・乳白
色粒を含む

10 0 4 士宜 肩部 F SA 1 16 ミガキ，沈線による幾
何学文

指ナデ 橙 橙
2I皿以下の褐・透明
粒，4m皿程の黒色粒

を含む

10 0 5 襲 口縁部 F SA 1 16 口縁下に一条の貼
付突帯，ナデ

ナデ 浅黄 浅黄
2m皿以下の褐・灰白，

4mm以下の褐色粒を
含む

10 0 6 一土宜 口縁部 F S A 1 16 9．3
縦方向のミガキ，2カ
所の穿孔

横方向のミガキ 黄橙 黄橙 1m皿以下の灰色粒を
含む

10 0 7 一＝ヒ笠 口縁部 F SA 1 16 ナデ ナデ，一部指ナデ 橙 橙
1mm以下の灰白・褐

灰・透明光沢粒を含
む

10 0 8 「＝土ご宜 口縁部 F SA 1 16 20．4
二次口縁部に凹線

文，風化しているが
不定方向のパケ目

風化著しいが一部

に横方向のパケ目
橙 橙

1～2mmの褐・灰白・

黒色粒，4mm程の褐
色粒を含む

10 0 9 ＝ヒ笠 口縁部 F SA 1 16
ナデ，縦方向のパケ

目
ナデ 橙 橙 2mm以下の黒・褐・灰

白色石粒を含む

1 0 10 「＝土ご宣E
口縁部～

頭部
F SA 1 16 縦方向のミガキ ナデ 橙 橙 2n皿以下の灰・黒・乳

白色粒を含む

1 0 1 1 土塁
口縁部～

F S A 1 1 6 11．1
不定方向の工具ナ

＿．＿ナ7‾

口縁部は横方向の

パケ目，頭部は指押 にぷい にぷい 1m皿以下の黒色粒を

底部 さえ，胴部は不定方
向のハケ目

黄橙 黄橙 わずかに含む

1 0 12 ＝土ご宜
肩部～胴

部
F S A 1 1 6 不定方向の工具痕

頭部附近は指ナデ，

胴部は斜方向のパ
ケ目

にぷい

橙
浅黄橙 3mm以下の灰褐色粒
を含む

1 0 13 －∃＝さ塩
胴部～底

部
F S A 1 1 6 縦方向のパケ目，底

部は指ナデ
不定方向のパケ目 灰白 浅黄橙

3mm以下の灰・黒・乳
自・褐色粒を含む

1 0 14 襲 口縁部 F S A 11 6
口縁下に縦位の刻
文をもつ一条の貼

付突帯，ナデ

ナデ 橙 橙 1m 以下の灰・黄灰・
褐色粒を含む

1 0 15 小 型 壷 底部 F S A 1 1 6 2．8 縦方向の工具ナデ ナデ
にぷい

橙

にぷい

橙

1mm以下の灰・黄灰・
褐・透明光沢粒を含

む

1 0 16 小 型 蛮 底部 F S A 1 1 6 4．7 縦方向の工具ナデ ナデ，指ナデ 橙 橙 1mm以下の灰・褐・透
明光沢粒を含む

1 0 17 小 型 襲 底部 F S A 1 1 6 4．5 縦方向の工具ナデ 縦方向のパケ目 浅黄橙 暗灰黄
2mm以下の灰・黄灰・

灰白・褐色粒を含む

1 0 18 高 杯 杯部 F SÅ1 1 6 縦方向のミガキ
風化著しいがおそら

くナデ

にぷい

黄橙

にぷい

橙
1～2m皿程の褐・黒・

灰色粒を含む

1 0 19 高 杯 師部 F S A 1 1 6 縦方向のミガキ 主に縦方向のミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
3mm以下の褐色粒を
含む

1 0 2 0 高 杯 杯部 F S A 1 1 6
風化著しく不明で

あるがおそらくナデ

風化著しく不明で

あるがおそらくナデ
浅黄橙 浅黄橙 1m皿以下の褐・黄灰色

粒を含む

1 0 2 1 鉢
口縁部～

底部
F S A 1 1 6 19．7 5．8 12．5

口縁部は斜方向，胴
部は縦方向のパケ

目

口縁部は斜方向の

パケ目，胴部はナデ

にぷい

黄橙

にぷい

橙

3mm以下の灰・黒・赤
褐・白色粒を含む

1 0 2 2 鉢
口縁部～

底部
F S A 1 1 6 18．8 5．5 13．3

主に斜方向の工具

ナデ

主に斜方向の工具

ナデ
橙 橙 2mm以下の褐・灰白色

粒を含む
蓋の可能性

1 0 2 5 蛮
口縁部～

底部
F S A 1 1 7 14．6 22．8 風化著しいが，下半

に縦方向のパケ目
風化著しいが，おそ
らくナデ

橙 橙
1～3mmの黒・褐・灰
色石粒，7mm程の高
師小僧を含む

1 0 2 6 襲
口縁部～

底部
F S A 1 1 7

風化著しいがおそら

くナデ，下半に縦方
向のパケ目

風化著しいが，おそ
らくナデ

にぷい

橙
橙
3皿1以下の褐・浅黄色

石粒，3mm程の高師

小僧を含む

1 0 2 7 嚢 口縁部 F S A 1 1 7 縦方向の工具ナデ
口縁部は横方向・胴
部は斜方向のパケ

日

にぷい

橙

にぷい

黄橙

1～2m皿の黒・灰・褐
色粒，3mm程の黒色
粒を含む

1 0 2 8 寮 口縁部 F S A 1 1 7 横方向のパケ目 横方向のパケ目・
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の赤褐・褐・
白色粒を含む

1 0 2 9 襲 口縁部 F S A 1 1 7 口縁部は横方向の

パケ目
ナデ 橙 橙 1～2mmの褐・灰白色

粒を含む

1 0 3 1 襲 底部 F S A 1 1 7 6．3 縦方向の工具ナデ ナデ 橙
にぷい

橙

1～3皿の褐色，5mm

程の黒色粒を含む

1 0 3 2 蛮
胴部～底

部
F S A 1 1 7 4．9

胴部は縦方向のパ
ケ目，底部付近は指

ナデ

胴部上半は斜方向

のパケ軋下半はナ
＿．＿ナ7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1～3mmの褐・灰・黒
色石粒を含む

1 0 3 3 －＝ヒ笠 口縁部 F S A 1 1 7 横方向のナデの後

に櫛描き波状文
横方向のパケ目

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰・黒
色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法　 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

10 3 4 ＝土ご笠 口縁部 F S A 1 1 7 櫛描き波状文 横方向のナデ
にぷい

橙

にぷい

赤褐
1mm以下の褐色粒を
含む

1 0 3 5 「＝土ご韮
口縁部～

頸部
F S A 1 1 7

風化著しく調整不

明

風化著しく調整不
明

橙 橙 含有物なし

1 0 3 6 －＝ヒ笠

口縁部・

頸部～底

部

F S A 1 1 7 13．7 縦方向のパケ目
螺旋状の工具ナデ，

ナデ

にぷい

橙
橙 6mm以下の褐・灰・黄

灰・黒色石粒を含む

1 0 3 7 ＝ヒ笠 底部 F S A 1 1 7 2．4
丁寧なナデ，ミガキ

の可能性もあり
不定方向のパケ目

にぷい

黄橙
灰
1mm以下の浅黄・乳白

色粒を含む

10 3 8 ＝ヒ
口縁部～

F S A 1 1 7 17．3

櫛描波状文をもつ

二重口縁部，胴部は主に横方向のパケ にぷい 褐灰 3mm以下の浅黄・灰褐
与圧 胴部 主に斜方向のパケ

目
目 黄橙 色石粒を含む

10 3 9 「＝土ご笠
口縁部～

底部
F S A 1 1 7 13．2 3．6 26．9

ナデ，斜方向のパケ

目

頸部は指ナデ，胴部

は斜方向のパケ目
明黄褐

にぷい

橙

3mm以下の黒・灰・褐・

乳白色粒，6mm程の
高師小僧を含む

10 4 0 －＝ヒ韮
口縁部～

頸部
F S A 1 1 7

口縁部は横方向の

パケ目，頸部は縦方
向のパケ目

口縁部は横方向の

パケ目，頸部は指ナ
＿．＿＿ナ7‾

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰・黒
色粒を含む

10 4 1 一土笠 頸部 F S A 1 1 7
風化著しく調整不
明，頭部に貼付突帯

の痕跡がある

風化著しく調整不

明
橙 浅黄橙 2mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

10 4 2 二王ご笠 頸部 F S A 1 1 7
ナデ，斜位の刻目を

もつ貼付突帯
ナデ 橙 橙 1mnl程の褐色粒を含

む

10 4 3 高 杯 師部 F S A 1 1 7 縦方向のミガキ 横方向のミガキ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1皿l以下の浅黄粒を
含む

10 4 4 「＝土ご笠 口縁部 F S A 1 1 7
口唇部に凹線文，縦

方向にパケ目
横方向の工具ナデ 橙 橙 2mm以下の褐・灰白・

黒色粒を含む

10 4 6 士宜
胴部～底

部
F S A 1 1 7 6．5

胴部は斜方向のパ

ケ目，底部付近は縦
方向のミガキ

風化著しく調整不

明

にぷい

黄橙
里
ノl＼ヽ

2Ⅲ皿以下の浅黄・褐・

灰褐色石粒を含む

10 4 7 高 杯 脚部 F S A 1 1 7 縦方向のパケ目 横方向のナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の褐・灰色粒

を含む

10 4 8 小 型 襲
口縁部～

底部
F S A 1 1 7 13．9 3．2 11．8

風化著しいが一部

縦方向のミガキが残
る

縦方向のミガキ 橙 明黄格

4mm以下の灰・黒・乳

白色粒，2mm以下の
黒・透明光沢粒を含
む

10 4 9 鉢
口縁部～

底部
F S A 1 1 7 9．8 0．6 10．2

風化著しいが，一部

不定方向のパケ目

風化著しいが，一部
横と斜方向のパケ

目

橙 橙 5mm以下の褐・灰・透
明光沢石粒を含む

10 5 0 鉢
口縁部～

F S A 1 1 7 13．0
横と斜方向のパケ 横と斜方向のパケ にぷい にぷい 2mm以下の赤褐・灰・

底部 目，ナデ 目 橙 黄橙 透明光沢石粒を含む

10 5 1 鉢 口縁部 F S A 1 1 7
風化のため調整不

明
縦方向のミガキ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
2mm以下の赤褐色粒
を含む

10 5 1 鉢
口縁部～

底部
F S A 2 1 7 10．8 3．1 5．9

風化著しいが，一部

不定方向のパケ目

風化著しいが，一部
横方向のパケ目

にぷい

橙
橙 2～3mmの灰白色石
粒を含む

10 5 3 ＝ヒ宜
口縁部～

底部
F S A 1 1 9 6．3 3．7 18．2 縦方向のミガキ

頸部は横方向のパ

ケ目と指ナデ，胴部
はナデ，底部は指押
さえ

橙 灰黄褐 1～2mmの黒・褐・灰
色粒を含む

10 5 4 ＝ヒ笠
口縁部～

F S A 1 1 9 5．3 3．1 14．6

口縁部に櫛描き波

状文，頸部は縦方向

口縁部は横方向の

パケ目，頸部は指ナ にぷい にぷい 1mm以下の赤褐・褐・
底部 のミガキ，胴部はナ

＿・．・＿やフ‾

デ，胴部は横と縦方

向のパケ目

黄橙 黄橙 透明光沢粒を含む

10 5 5 －＝ヒ宜 口縁部 F S A 1 1 9
二次口縁部に櫛描
き波状文，ナデ

ナデ 橙 橙 2mm以下の灰・黒・白
色粒を含む

10 56 高 杯 脚部 F S A 1 1 9 縦方向のミガキ ナデ 橙 橙 3mm以下の灰・黄灰・

黒色粒を含む

10 5 8 襲
口縁部～

F S A 1 19 22．9 口縁部は横方向の

口縁部は横方向・胴

部上半は横方向・下 にぷい にぷい 3mm以下の褐・灰色石

底部付近 パケ目，胴部はナデ半は斜方向のパケ

目

橙 橙 粒を含む

10 5 9 －＝ヒ∃互
口縁部～

底部
F SA 1 19 14．8 3．7 35．3

風化著しく調整不
明，おそらくナデ，

底部付近にミガキ

ナデ，工具ナデ 橙 橙
3mm以下の灰白・褐
灰・暗赤褐色粒を含

む

10 6 0 二＝ヒ笠
胴部～底

部
F SA 1 19 4．4

10．8 22．5

風化著しいがおそら

くナデ

底部付近は放射状

のパケ目，胴部はナ
＿＿．・や7‾

橙 橙 1mm程の灰白粒，3mm

程の褐色粒を含む

10 6 1 ＝ヒ笠
胴部～底

部
F SA 1 19

風化著しいが部分

的に縦方向のパケ
目

風化著しく調整不

明

にぷい

黄橙

にぷい

橙

3mm程の灰褐粒，2mm

以下の褐灰・黒・赤褐
色粒を含む

10 6 2 襲
頸部～

底部
F SA 1 19

胴部は斜方向の工

具ナデ，底部付近は
縦方向のパケ目

斜方向の工具ナデ 橙 橙
1mm以下の黒・灰白・

褐色粒，5mm程の褐
色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考口径 底径 器高 外　 面 内　面 ・外面 内面

1 0 6 3 蛮
口縁部～

底部
F S C 2 6 22．0 3．7 27．4

頸部に指ナデ，胴部
はナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は斜方向

の工具ナデの後に
ナデ

橙
にぷい

黄橙
5mm以下の黒・褐色石

粒を含む

1 0 6 4 鉢
口縁部～

胴部
F S C 2 7 15．0 ナデ ナデ 橙 橙 3mm以下の褐色粒を

含む

1 0 6 5 餐
胴部～底

部
F S C 2 8 5．4 縦方向のパケ目 縦方向の工具ナデ

にぷい

橙
橙
5mm以下の赤褐，3mm

以下の灰・白色粒を
含む

1 0 6 6 士笠
口縁部～

頸部
F S C 2 9 10．6

口唇部に横方向の
ナデか櫛描文，頸部

は縦方向のミガキ

横方向のナデ，一部
指ナデ

橙 橙 1mm程の灰白・褐色粒

を含む

1 0 6 7 鉢
口縁部～

底部
F S C 2 9 9．8 5．1 9．1 縦方向のミガキ

主に横方向のパケ

目
浅黄橙

にぷい

橙

2mm以下の赤褐色粒

を含む

1 0 6 8 窺
口縁部～

胴部
F S C 2 9 11．3 横方向の工具ナデ

口縁部は横方向の

工具ナデ，頸部は指
ナデ，胴部はナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
1～3mm程の褐色粒
を含む

1 0 6 9 －＝ヒ
頸部～底

F S C 2 9 2．8
主に斜方向の工具 頸部は指ナデ，胴部 にぷい 黄灰

2mm以下の赤褐・浅

韮 部 ナデ は斜方向のパケ目 橙 黄・透明光沢粒を含

む

1 0 7 0 士寛 肩部 F S C 2 9 風化しているがおそ

らくミガキ，重弧文
ナデ，一部指ナデ 橙 黒褐 1mm程の灰・褐色粒を

含む

10 7 1 賓
口縁部～

胴部
F S C 3 0 19．8

縦と斜方向のパケ

目

横方向のパケ目，底

部付近は指ナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

1～3mm程の褐・灰自

粒を含む

10 7 2 寮
口縁部～

胴部
F S C 3 0 23．4

口縁部付近は風化

著しく不明，平行タ
タキ

風化著しく調整不

明
橙 橙 1～3mm程の灰・黒色

石粒を含む

10 7 3 鉢
口縁部～

底部
F S C 3 0 13．5 3．6 9．1

ナデ，底部付近に指
ナデ

ナデ，底部付近は縦
方向の工具ナデ

浅黄橙
にぷい

黄橙
2mm以下の赤褐・灰・

透明光沢粒を含む

1 0 7 4 ＝ヒ宜
口縁部～

頸部
F S C 3 0 16．6

風化著しく調整不
明，口縁部に櫛描き

波状文

風化著しく調整不

明だがおそらくナデ
橙 橙 3mm以下の灰・赤褐色

粒を含む

1 0 7 5 賓
口縁部～

胴部
F S C 3 0 19．6

口縁部は縦方向の

工具ナデの後にナ
デ，胴部は平行タタ

キ

口縁部は斜方向の

工具ナデの後にナ
デ，胴部はナデ

橙 橙 5mm以下の灰・褐・赤

褐色粒を含む

1 0 7 6 ＝ヒ韮
頸部～底

部
F S C 3 0 1．3

風化著しく調整不
明

ナデ 浅黄樫 浅黄橙 2mm以下の赤褐・灰・

褐色粒を含む

1 0 7 7 －＝ヒ宜 底部 F S C 3 0 5．1
風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明
橙 橙 1～3mmの褐・灰色石

粒を含む

1 0 7 8 襲
胴部～底

部
F S C 3 0 5．3 平行タタキ ナデ 橙 橙 1～3mm程の灰・褐・

黒色石粒を含む

1 0 7 9 襲
口縁部～

F 包 含層 21．6

口唇部は凹面状に
窪み，頸部は縦方向

口縁部は横方向の にぷい にぷい 4mm以下の褐・灰・赤

胴部 のパケ目・胴部は斜
方向のパケ目

パケ目，胴部は斜と
縦方向のハヶ月

橙 栓
褐色石粒，3mm以下

の透明光沢粒を含む

1 0 8 0 嚢
口縁部～

胴部
F 包 含 層 19．7 不定方向のパケ目

口縁部は横方向・胴
部は斜方向のパケ

目

橙 橙 2mm程の褐・白色粒を

含む

1 0 8 1 ・ 蛮
口縁部～

胴部
F 包 含 層 18．7

口縁部は縦方向・胴
部は斜方向のパケ

目

主に横方向の工具

ナデ
橙 橙 2～3mmの褐・灰・黒

色粒を含む

1 0 8 2 襲
口縁部～

F 包 含 層 19．9 5．5 23．1
ナデ，頸部は横方向口縁部は横方向の にぷい にぷい 3m皿以下の褐色石粒

底部 のパケ目 パケ目，ナデ 黄橙 黄橙 を含む

10 8 3 蛮
口縁部～

底部
F 包 含 層 21．3

頸部は縦方向のパ
ケ目，底部に縦方向

の工具ナデ

口縁部は指ナデ，胴
部は不定方向のハ

ヶ月

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の褐・灰褐色

石粒を含む

10 8 4 餐
口縁部～

胴部
F 包 含 層 20．4

口縁部はナデ，胴部

は平行タタキ

風化著しく調整不

明だがおそらくナデ
橙 灰黄褐 4mm以下の褐・灰・黒

色石粒を含む

10 8 5 嚢
口縁部～

胴部
F 包 含 層 21．0

風化著しく調整不

明だが一部横方向

のナデ

口縁部は横方向・胴

部は横と斜方向の

パケ目

橙 橙
6皿以下の赤褐，3mm

以下の灰・白・透明粒
を含む

10 8 6

10 8 7

嚢 口縁部～
F

F

包 含 層

11．9 2．4 16．5

口縁部から頸部は
縦方向の工具ナデ，

口縁部は斜方向の

工具ナデの後に指 にぷい にぷい 2～3mmの褐・灰・黒
胴部 胴部は斜方向のパ

ケ目

ナデ，不定方向のパ

ケ目

横方向のナデ

橙 橙 色石粒を含む

＝ヒ宜 口縁部 包 含 層
横方向のナデ，櫛描
きの半円重弧文と縦

位の刻文

橙
にぷい

黄橙

1mm程の灰色粒を含

む

10 8 8 襲 頸部 F 包 含 層
止の堺
頸部に1条の貼付突

帯，横方向のナデ

風化著しく調整不

明だがおそらくナデ
橙 橙 1Imm程の褐・灰白色粒

を含む

10 8 9 小 型 賓
口縁部～

底部
F 包 含層

風化著しく調整不

明，底部付近のみ縦
方向のナデ痕跡

斜方向の工具ナデ 橙 橙
4mm以下の赤褐，2m皿
以下の黒・灰・灰白・
無色光沢粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

1 0 9 0 餐
底部（脚

部）
F 包 含 層 9．6 横方向の平行タタキ指ナデ，ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm程の赤褐・褐色，

1mm以下の黒・灰色粒
を含む

1 0 9 1 蛮
胴部～底

部
F 包 含 層 7．4

胴部は平行タタキ，

底部付近は縦方向

のミガキとパケ目

縦と斜方向の工具

ナデ，縦方向の指ナ

＿．＿やフ‾

橙
にぷい

黄橙

2mm程の褐・灰・黒色

石粒を含む

1 0 9 2 襲
胴部～底

F 包 含 層 5．3

風化著しく調整不

明だが，部分的に縦

風化著しく調整不

明だが，部分的に縦 にぷい にぷい 1mm以下の褐・灰褐色

部 方向のパケ目が残

る

と斜方向のパケ目

が残る
黄橙 黄橙 石粒を含む

1 0 9 3 －＝ヒ塩
口縁部～

底部
F 包 含 層 13．2 5．9 32．9

口縁部は横方向の

パケ目，胴部は不定
方向のハケ日

縦と斜方向のパケ

目，指ナデあり

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mm以下の褐・灰白・

褐灰色粒を含む

1 0 9 4 一土笠 口縁部 F 包 含 層 23．0

櫛描波状文をもつ

二重口縁瓢円形浮

文をもつ

斜方向のパケ目 橙 橙 2m皿以下の灰・透明光
沢粒を含む

1 0 9 5 ＝ヒ宜E 口縁部 F 包 含 層 13．0
櫛描波状文，貼付

文，口縁部は縦方向

のパケ目

横方向のパケ目 橙 橙 1mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

1 0 9 6 ＝ヒ韮 口縁部 F 包 含 層 凹線文，斜方向のハ横方向のナデ，ミガ

キ

にぷい にぷい 1m皿程の褐色粒を含

むケ目 橙 橙

1 0 9 7 二＝ヒ笠 口縁部 F 包 含 層
凹線文，斜方向のハ横方向のナデ，ミガ

キ

にぷい にぷい 1m皿程の褐・灰色粒を

ケ目 黄橙 黄橙 含む

1 0 9 8 一土 口縁部 F 包 含 層 9．2

風化著しく調整不

明だが，部分的に縦

風化著しく調整不

明だが，部分的に縦 にぷい にぷい 4mm以下の赤褐・褐・

笠 方向のパケ目が残

る

方向のパケ目が残

る
橙 橙 灰褐色石粒を含む

1 0 9 9 －＝ヒ韮 口縁部 F 包 含 層 9．0

上半は縦方向のパ

ケ軋下半はパケ目縦方向の工具ナデ，にぷい にぷい 3m皿以下の黒・褐・灰
の後に縦方向のミガ

キ

指ナデ 黄橙 黄橙 色粒を含む

1 1 0 0 ＝土ご宜 肩部 F 包 含 層

斜位の刻文を持つ

貼付突帯，横走する
沈線文，鋸歯状の幾

何学文

指ナデ，工具による
斜方向のナデ

橙 灰黄褐 1mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

1 1 0 1 ＝ヒ塩 胴部 F 包 含 層
斜方向のパケ目，線

刻あり
ナデ 明赤褐

にぷい

赤褐
3mm以下の赤褐・灰
白・浅黄色粒を含む

1 1 0 2 二＝ヒ笠
頸部～底

部
F 包 含 層 4．4

風化著しく調整不
明だが，部分的に斜

方向の工具ナデが
残る

指ナデ，ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

橙

1mm以下の砂粒を含

む

1 1 0 3 ＝ヒ正
胴部～底

部
F 包 含 層 3．6

風化著しく調整不

明であるが，斜方向

のパケ目が残る

棒部は風化著しい

がナデと横方向の

工具ナデ，底部は指
ナデ

橙
にぷい

黄橙

2mm以下の灰・黒色石

粒，6mm程の褐色石
粒を含む

1 10 4 ＝土ご宜 胴部 F 包 含 層 3．0
風化著しく調整不

明

風化著しく調整不

明
橙
にぷい

黄褐

2～3mmの褐・灰・灰

白色粒を含む

1 10 5 高 杯
口縁部～

F 包 含層 33．4 16．7

師部は工具ナデと

放射状のミガキ，脚

杯部はナデと放射

状のミガキ，脚部は にぷい にぷい 2mm以下の褐・灰白・
脚部 部はミガキ，3方の透

かしあり

横方向のパケ目と

指ナデ

黄橙 黄橙 透明色粒を含む

1 10 6 高 杯 杯部 F 包 含層 29．5

上半は縦方向のミガ
キの後に横方向の

ナデ，下半は放射方
向のパケ目

上半は縦方向のミガ

キの後に横方向の

ナデ，下半は放射方
向のパケ目

橙 橙 2mⅢ以下の灰白色粒

を含む

1 10 7 高 杯 師部 F 包 含層 29．7

上半は縦方向のミガ

キ，下半は斜方向の

パケ目

パケ目の後にナデ

後に縦と放射状のミ

ガキ

にぷい

橙

にぷい

橙
3mm以下の赤褐色粒
を含む

1 10 8 高 杯
師部～脚

部
F 包 含層 20．3 13．4

師部は縦方向のミガ

キ，脚部も縦方向の
ミガキ

杯部は風化著しく

調整不明，脚部はナ

＿＿や7‾

にぷい

橙
橙
3mm以下の赤褐色，1

mm以下の黒色粒を含
む

1 10 9 高 杯 杯部 F 包 含 層 29．2

上半は縦方向，下半

は横と斜方向のミガ

キ

上半は斜方向のミガ

キ，下半はミガキ
橙 橙 1mm以下の赤褐色粒

を含む

1 1 1 0 高 杯 杯部 F 包 含 層
横方向のナデ，横方

向と放射方向のミガ
キ

主に放射方向のミガ

キ

にぷい

黄橙
浅黄橙 3mm以下の赤褐・灰白

色粒を含む

1 1 1 1 高 杯
杯部～脚

部
F 包 含 層 20．3 13．4

杯部は縦方向のミガ

キ，脚部も縦方向の
ミガキ

杯部は風化著しく
調整不明，脚部はナ

＿．＿ぐ7‾

にぷい

橙
橙
3mm以下の赤褐色，1

田以下の黒色粒を含
む

1 1 12 高 杯
杯部～脚

部
F 包 含 層 12．5

縦方向のミガキ，縦

方向のパケ臥円形
透かし・

杯部はナデ，脚部は

ナデ，横方向のナデ
橙 浅黄橙 3m皿以下の赤褐・灰・

白色粒を含む

1 1 1 3 高 杯 脚部 F 包 含 層 13．2 縦方向のミガキ
裾部は横方向のナ
デ，脚部はナデ

橙 橙 3mm以下の褐・灰・黒
色粒を含む
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　 面 内　面 外面 内面

1 1 14 高 杯 脚部 F 包 含 層 縦方向のミガキ，円
形透かし

ナデ，裾部は横方向

のパケ目

にぷい

橙

にぷい

橙
1mm以下の褐色粒を
含む

1 1 1 5 高 杯
杯部～脚

部
F 包 含 層 20．7

杯部は放射状のミガ

キ，脚部は縦方向の

ミガキ，円形透かし
あり

杯部は放射状のミガ
キ，脚部は縦方向の

ナデ，裾部は床方向

のナデ

橙
にぷい

橙

2mm以下の赤褐・灰色

粒を含む

1 1 16 高 杯 脚部 F 包 含 層
縦方向の工具ナデ

とミガキ
ナデ，指ナデ 橙 橙 1～2nlm程の褐・灰色

粒を含む

1 1 17 高 杯 脚部 F 包 含 層
風化著しいが，一部

縦方向のナデ痕跡
が認められる

風化著しいが，おそ

らくナデ
橙 橙 1mm程の黒色3mm以

下の赤褐色粒を含む

1 1 18 鉢
口縁部～

底部付近
F 包 含層 23．4

風化著しく調整不
明

上半は縦方向のミガ

キ，下半は風化著し

く不明

にぷい

橙

にぷい

黄橙
2mm以下の褐・灰褐・

灰白色石粒を含む

1 1 19 鉢
口縁部～

F 包 含層 18．3 4．1 8．6
不定方向工具ナデ 不定方向工具ナデ にぷい にぷい 4m皿以下の灰褐・赤褐

底部 の後にナデ の後にナデ 橙 橙 色石粒を含む

1 1 2 0 鉢
口縁部～

底部
F 包 含層 9．0 2．9 8．9

口唇部は横方向の
ナデ，胴部は一部縦
方向のパケ目，底部

付近は指ナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向
の工具ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

橙

2m皿以下の灰褐・灰白
色石粒を含む

1 1 2 1 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 9．4 4．6 8．8 斜方向の工具ナデ

口縁部付近は斜方

向のパケ目，胴部は
ナデ

浅黄橙 橙 1I皿以下の灰・褐・黒
色粒を含む

1 1 2 2 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 10．9 6．5 10．3 ナデ

風化著しく調整不

明
橙 栓 3mm以下の褐・灰白色

石粒を含む

1 1 2 3 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 11．6 4．1 10．7

ナデ，底部付近は指

押さえ

横と斜方向のパケ

目
橙 橙

311m以下の灰・褐・白

色，1mm程の透明光
沢粒を含む

1 1 2 4 鉢
口縁部付

F 包 含層 5．2

風化著しく調整不

明だが，部分的に縦風化著しく調整不 にぷい にぷい 2mm以下の灰・褐・透
近～底部 方向の工具ナデが

残る

明だがおそらくナデ 橙 橙 明光沢粒を含む

1 1 2 5 鉢
口縁部付

近～底部
F 包 含 層 3．4

胴部はナデ，底部付

近は指ナデ

不定方向工具ナデ

の後にナデ，一部指
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

1mm以下の灰白・黒色

光沢色粒を含む

1 1 2 6 小 型 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 9．6 3．1 5．3

風化著しく調整不

明，おそらくナデ

風化著しく調整不

明，おそらくナデ
橙 橙 2mm以下の赤褐・褐・

灰色石粒を含む

1 1 2 7 小 型 鉢
胴部～底

部
F 包 含 層 3．0

ナデ，斜方向の工具

ナデ
ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

4mm以下の灰黄・灰白

色粒を含む

1 1 2 8 小 型 鉢
胴部～底

部
F 包 含 層 2．2

ナデ，底部付近は指

ナデ
ナデ，一部指ナデ 橙 栓 41皿以下の灰黄・赤褐

色粒を含む

1 1 2 9 小 型 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 2．5 4．9

不定方向に工具ナ
デの後にナデ

不定方向に工具ナ
デの後にナデ

にぷい

橙

にぷい

橙

2mm以下の赤褐・褐
灰・にぷい黄褐色粒

を含む

1 1 3 0
手 軽 土

器

口縁部～

底部
F 包 含 層 4．4 指ナデ 指ナデ 橙 橙 2Ⅲ皿以下の褐・赤褐色

粒を含む

1 1 3 1
手 軽 土

器

胴部～底

部
F 包 含 層 1．9 ナデ 指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

3mⅢ以下の褐灰・灰白
色粒を含む

1 1 3 2 小 型 鉢
口縁部～

底部
F 包 含 層 9．7 6．7 指ナデ，ナデ

ナデ，口縁部付近は

指ナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

2mm程の灰・褐色粒を

含む

1 1 3 3 小 型 鉢
口縁部～

底部付近
F 包 含 層 7．9

縦方向に工具ナデ

の後にナデ，底部付
近は指ナデ

ナデ，一部指ナデ 橙 橙
3mm以下の灰黄・黒

色，1mm程の透明光
沢粒を含む

1 1 34
手 軽 土

器

口縁部～

底部
F 包 含 層 3．5 5．7 縦方向のパケ目

口唇部は指ナデ，ナ

▼＿や7‾

にぷい

樫

にぷい

橙
1mm以下の無色透明・

灰白色粒を含む

1 1 3 5
手 軽 土

器

頸部～底

部
F 包 含 層 ナデ 指ナデ

にぷい

橙
橙 2mnl以下の赤褐・褐・

灰色石粒を含む

1 1 3 6
手 軽 土

器

口縁部～

底部
F 包 含 層 1．2 3．1 ナデ 指ナデ 橙 橙 2mm以下の褐・灰褐・

無色透明粒を含む

1 1 3 7 小 型 鉢
胴部～底

部
F 包 含 層 2．4 ナデ，指ナデ 指ナデ

にぷい

褐

にぷい

褐

2mm以下の浅黄・灰白
色粒を含む

1 1 3 8 小 型 鉢 底部 F 包 含 層 2．5 ナデ，黒変 ナデ，黒変 黒褐
にぷい

橙

1mm以下の赤褐・透明

光沢粒を含む

1 1 3 9 小 型 鉢 底部 F 包 含 層 1．9
胴部は縦方向のミガ

キ，底部はナデ

工具ナデの後にナ

＿．＿．や7‾

にぷい

橙

にぷい

橙

4mm以下の赤褐色
粒，1mm以下の透明

光沢粒を含む

1 1 4 0
杓 子 状

土器
柄部 F 包 含 層 工具ナデ 黄橙

にぷい

黄橙

1～3mmの黒・褐色粒

を含む

第36表　下那珂遺跡出土土器観察表（25）
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番号 種 別
器 種

部 位

出土

区
出土地点

法　 量 （cm） 手法・調整・文様ほか 色　 調
胎土の特徴 備 考

口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面

1 16 3 窺 口縁部 A S A 1 8 21．0

ロ縁部は横方向の
ナデ，胴部は縦と斜

方向のパケ目，頸部
に斜位の連続刻文

斜方向の工具ナデ
にぷい

黄橙

にぷい

黄橙

2nlm以下の灰褐。褐

灰・明赤褐・橙色粒を
含む

1 16 4 寮 口縁部 A S A 1 8 17．5
口縁部は横方向の

工具ナデ，胴部は縦
と斜方向のパケ目

ナデ 橙 橙
31mu以下の橙・浅黄

橙・灰白・暗褐・無色
透明粒を含む

1 16 5 寮
口縁部～

胴部
A S A 1 8 19．1

縦方向の丁寧なナ

＿＿＿やフ‾
ナデ 橙 橙 3mm以下の灰・黄灰・

褐色石粒を含む

1 16 6 埜
口縁部～

底部
A S A 1 8 15．9 4．8 10．1

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は縦方向

の工具ナデ

口縁部は横方向の

ナデ，胴部は横方向

のパケ目

明黄褐 明黄褐
51皿以下の赤褐，3mm

以下の灰白・灰褐色

石粒を含む

1 16 7 －＝ヒ韮
口縁部～

頸部
A S A 1 8 10．2 縦方向のミガキ

口縁部は横方向の
ナデ，頸部は縦方向

のナデ

橙 橙
1mm以下の赤褐・灰
褐・無色透明粒を含

む

1 16 8 ＝土ご正 口縁部 A S A 1 8
口縁部は横方向の

パケ目，頸部付近は
縦方向のパケ目

口縁部は横方向の

パケ目，頸部付近は
縦方向のパケ目

にぷい

黄橙
橙 11皿程の褐色粒を含

む

1 16 9 高 杯 口縁部 A S A 1 8 横方向のナデ
風化著しいがおそら

く横方向のナデ
橙 栓 1～3mm程の褐色粒

を含む

1 17 0 ＝ヒ笠 胴部 A S A 1 8
斜方向の工具ナデ，

線刻絵画文あり
パケ目 黄橙

にぷい

黄

2mm以下の灰・黄灰・

乳白・褐色粒を含む

1 17 1
手 軽 土

器

口縁部～

底部
A S A 1 8 7．6 5．0 2．6 指ナデ 指ナデ 橙 橙 2mm以下の灰・黄灰・

褐色粒を含む

1 17 2 小 型 壷
口縁部～

底部
A S A 1 8 3．6 4．5 10．4

口縁部～胴部はナ
デと工具ナデ，底部

は指ナデ

口縁部は指ナデ，胴
部はナデとパケ目，

底部は指ナデ

橙 橙 2mm以下の灰・黄灰・
褐色粒を含む

第37表　下那珂遺跡出土土器観察表（26）
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第Ⅲ章　まとめ

調査では，旧石器時代～弥生時代にかけて多くの遺構・遣物が出土した。各遺構・遣物についてはす

でに述べたが，ここでは特徴的な遺構・遣物を抽出し，得られた調査成果や残された課題について若干

の整理をすることでまとめとしたい。

1．出土遺構について

（1）竪穴住居跡

下那珂遺跡は標高45mの石崎川左岸の丘陵上にあり，周辺の低地面との比高差は約35mである。北方

は眼前に佐土原丘陵（90m）が控え眺望はきかない。しかし，南方は日向灘と宮崎平野が広がり，遠く
「

は5km先が見通せる程広い眺望視野をもつ。

下那珂遺跡では多少疑いのあるものも含めて120軒検出された。全てが完全な形で検出された訳ではな

く，部分的な検出がほとんどであった。部分的な検出とは，竪穴住居跡のほとんどが緩斜面に立地して

おり，傾斜上面だけ掘削の痕跡を残し，傾斜下面は流出している状況であlる。これは傾斜上面を掘削造

成し，傾斜下面に造成土を盛って床面を作出した構築方法の結果と考えられる。検出状況はさながら傾

斜面に築かれた団地を思わせるものであり，宮崎県下において，そうした丘陵上斜面に階段状で築かれ

る例は確認されていない。視点を拡げてみると，時期や構造，規模などに若干の差違があるが，岡山県

山陽町の用木山遺跡（文献①）・大阪府高槻市古曽部・芝谷遺跡（文献②）などの高地性集落に類似例

が確認される。

完全な形態を残す数軒を除いて，部分的な検出状況から判断して平面形態を推測しているが，120軒

の内，復元想定も不可能な8軒を除き，6軒（SA25・26・56・98・100・117）が楕円形・円形基調

（5％）で，残り106軒（95％）は方形・長方形基調だと考えられる。また，方形基調のうち6軒（SA

l・2・5・47・59・67）は，一部1～2mX0．5～1mの長方形が入り込む不整形を呈する。本遺跡

の竪穴住居跡群は平面形態が方形主体の住居跡群と言える。周辺地域の該期の竪穴住居跡の特徴の一つ

として，方形または円形の平面形態に突出壁による間仕切りをもつ「花弁状間仕切り住居」の存在が挙

げられる。本遺跡の立地する場所は，この「花弁状間仕切り住居」の分布域内にあるといえる。しかし

ながら，本遺跡では，そうした住居タイプに類するような間仕切りの突出壁をもつ住居跡は検出されな

かった。本遺跡周辺の石崎川流域付近，現在の行政区域でいう佐土原町・宮崎市北部では，現在のとこ

ろ「花弁状間仕切り住居」の確認例が無い空白地域である。本遺跡においても確認されず，この空白例

が増加することとなった。

住居の規模は復元推定も含め，およそ一辺2．5m～5m・床面積は7～25最を測るものが多い。平均

すると一辺約3．5m・面積約12．5粛となり，比較的小型のものが多い。一辺が最大の住居跡はSA41の

5．7mであり，その他一辺5m超の住居跡はSA5（一辺：5．2m）・SA21（一辺：5．0m）・SA91

（一辺：5．5m）と大型の住居跡が少ない。周辺の同時期遺跡をみると，やはり3～5m級のものが主流

となる傾向がある。下那珂遺跡もそうした傾向に沿うものであるが，2．5～3mの小型が多いことと，

5m以上の大型住居が少ないことが特徴として挙げられる。

構造的な特徴の一つとして，柱穴のない住居跡が多いことが挙げられる。住居跡床面は基本層序の第
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Ⅴ層（黄褐色土層）に掘り込んであり，検出状況は黄褐色となる。これに対して埋土は基本層序の第Ⅳ

層（暗褐色土）であり，埋土と遺構面の土色のコントラストは強く，ピットなどの掘り込みの検出は比

較的容易に行える。そうした状況下で柱穴が確認出来なかったということは，「見つけられなかった」

というよりは「無かった」と考えられる。住居跡周辺にも柱穴らしきピットは確認できなかった。柱穴

が無かったと考えると，どのような上屋構造であったかが問題となる。遺跡の立地する緩斜面は，南方

が開けており，調査時でも南からの強風に煽られるほどの場所である。海岸付近の強風に晒される場所

で柱を埋めず上屋を維持することは困難であり，一体どのような構造であったか疑問が残る。

（2）土坑

土坑は，遺跡から30基検出された。性格については不明なものが多いが，SC15は土坑内に嚢が据え

られた形で検出され貯蔵土坑の可能性が，SC23は色違いの高杯が検出され墓の可能性を含んだ祭祀土

坑の可能性がある。高地性集落内で多く確認されるような炭化物や焼土を含む焼土坑は，本遺跡で確認

されなかった。また，時期については，遺構の土層断面図などから，多くが竪穴住居跡と併行，もしく

は廃絶後に掘削されたと考えられる。

2．出土土器について

（1）遺構・包含層出土土器

弥生土器は，本遺跡出土遣物の大部分を占め，コンテナ数400箱を超える出土量となった。整理の都

合上，全ての土器を整理し，個体数の把握等を行う事が出来なかったが，約720点以上の図化を行った。

内訳は，餐202点（約28％）・壷215点（約30％）・高杯90点（約12％）・鉢81点（約11％）・器台28点

（約4％）・その他約15％である。作図のため，ある程度作為的に抽出したものであり，嚢が若干低い比

率となっていると考えられるが，本遺跡の器種構成は概ねこの比率に近いと推察される。

下那珂遺跡の弥生土器については，『下那珂貝塚』（文献③）においてI～Ⅳ期の編年が提示されてい

る（以後「下那珂編年」と呼称する）。今回の調査はその編年から大きく外れることのない結果であっ

た。石川悦雄氏が行っている宮崎平野の弥生土器編年において（文献④），大方Ⅴ期（弥生時代後期後

半）を中心とするⅣ～Ⅵ期の弥生時代後期中葉～終末期に入るものと考えられる。以下，器種別に概観を

行う。　登…本遺跡分類の襲I～Ⅲ類の大きく3つにグルーピングできる。

襲I類は下那珂編年のI～Ⅱ期に多い形態である。口唇部は端部が角張った凹面状（口唇部形態A類）

か平面状（口唇部形態B類）で，口縁部は短く明瞭に「く」字状に屈曲する（口縁部形態A類）。胴部

最大は球胴形で，胴部最大径は上位（胴部形態A類）または中位（胴部形態B類）にあり，口縁部径が

最大のものが多い。底部は口縁部から連続して確認された例がないので明確には言えないが，類例の新

富町銀代ヶ迫遺跡（文献⑤）のものなどを参考にすると，平底やわずかな上底と推察できる。器面調整

は口縁部・胴部ともに細かいパケ目を施している。口径は小さく，16～20cm前後が多い。B・D・F区

出土（690・841・1079）もあるが，A区竪穴住居跡出土（508・538・565・569・593・633・644・645）

が多い。

賓Ⅱ類は下那珂編年のⅡ～Ⅲ期に多い形態である。ヴァリエイションがあり，さらに細分できる余地

が大きくある。口唇部はやや平坦状であるが（口唇部形態B類），丸みを帯びているものが多い。口縁
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部は，I類に比べて長く，頸部で緩やかに屈曲する（口縁部形態B類）。上方にある胴部最大径は口縁

部径とほぼ等しく，胴部は底部にかけて急激に窄む（胴部形態C類）ものが多い。底部は指ナデによっ

て張り出しをもつ上底（底部形態B類）が多い。器面調整は縦方向のパケ目が主流であるが，一部工具

ナデ・パケ目原体条痕＋ナデを施すものもある。A区出土（370・371・452・460・507・515），B区出

土（688・689・700・755・756・757），D区出土（838・839・874・875・921・934・935・939），F区出

土（1058・1071・1072・1080・1081）と全区から出土している。

嚢Ⅲ類は下那珂編年のⅣ期もしくはそれ以降に多い形態である。嚢口唇部は尖舌状をなし（口唇部形

態C類），口縁部は薄く長く延び，頸部には明瞭な屈曲点はない（口縁部形態C類）。口径はI・Ⅱ類に

比して大きく，20～25cmのものがほとんどであり，平均口径22．5cmと定型化の傾向がある。胴部は上方

に最大径をもち（胴部形態C類），平行タタキもしくはナデ＋工具ナデ・パケ目原体条痕を施す。底部

形態は丸底に近い形態で，張り出しのない平底（底部形態E類）である。器形のわかるものはB・D・

F区の土坑（919～921：SC25・1063：SC26・1072・1075：SC30）及び竪穴住居跡（704：SA98・

714・715・718：SAlOl），包含層からの出土が多い。下那珂貝塚調査時には確認されなかった形態であ

り，高鍋町大戸ノロ第2遺跡（文献⑥）などで確認されている。宮崎平野部の弥生時代後期～古墳時代

中期の編年作業を行っている松永幸寿氏はこのタタキをもつ型式を従来の下那珂遺跡編年に後続するも

のとして扱っている（文献⑦）。大まかな編年観は餐I類→賓Ⅱ類→賓Ⅲ類の流れになると考えられる。

壷…I類（複合口縁壷）・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ類（単口縁壷類）・Ⅴ類（長頸壷）・Ⅵ類（単頭壷）とヴァリ

エイションに富んだ内容であり，細かな型式粗列を導き出すことは困難である。しかしながら，共伴す

る嚢や高杯から考えると，不明瞭ではあるが変化が看取できる。全般的な傾向として，①底部：平底→

レンズ状，②内面器面調整：指ナデ・もしくは指ナデ＋工具ナデ→ハケ目，の2点が挙げられる。また，

個別の特徴もいくつかある。I類（複合口縁壷）は二次口縁部が内傾し先細りするものから，直立気味

の端部平面状のものへと変化する。口縁部全体も大きく外側に開くものから，上方には延びるが大きく

開かないものへと変化する。長形胴部（胴部形態A類）をもつⅡ・Ⅲ・Ⅳ類（単口縁壷）は，最大径が

上位か中位から中位中心へと，頸部はしまったものから緩やかなものへと変化する。

高坪…本遺跡分類のⅡ類とⅢ類が主流を占める。特にⅡ類が多く，明瞭な屈曲をもつ師部と厚く外反

しながら立ち上がる口縁部をもつタイプ（ⅡA類…343・367・381・434・490・521・638・768・1106・

1107）とB類とC類の中間形態であまい屈曲をもつ師部と薄く延びた口縁部をもつタイプ（ⅡB類…563・

653・678・723・896・1018・1105・1108）に細分される。これを出土区で考えた場合，A区にⅡA類が，

B・D・F区にⅡB類とIII類が多い傾向がある。師部の口縁部から脚部までが連続して残存しているの

は455・723～725（同一個体）・1105の3点である。455と1105は脚裾部内湾形の脚部形態C類に師部形

態C類のⅢ類であり，723～725はⅡB類である。455と723～725は竪穴住居跡廃絶後の土坑出土である。

IIB類・III類は，高鍋町大戸ノロ第2遺跡（文献⑥）sA13出土などと類似しており，I類・ⅡA類に

比べて相対的に若干時期が下ると推察される。

（2）瀬戸内・畿内系土器

宮崎平野部では，弥生時代中期後半から後期後半にかけての壷・器台口唇部の凹線文や高杯脚部の矢

羽根透かしに代表される瀬戸内系土器と弥生時代後期～終末期の嚢胴部のタタキ技法に代表される畿内
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系土器の伝播例が確認されてきた（文献⑧）。

凹線文は，弥生時代後期後半にかけて分布の中心である瀬戸内地方において衰退していく文様である

が，下那珂遺跡では多く確認された。ただし，施文場所に若干の多様性があり，（A）器台や壷の口縁

部を屈曲させて厚手の二次的な口縁部に凹線を施すもの（480・493・1008・1096・1097）・（B）壷や
′

器台の拡張した口唇部に凹線を施すもの（395・494・541・576・815・829・882・883・990）・（C）

器台や高杯の裾部を拡張して凹線を施すもの（426・435・567）・（D）器台の柱部に器面調整の後に

10条前後の凹線を施すもの（346・442・680・849）に分類できる。さらに凹線の種類もいくつかあり，

粗雑な凹線も多く，搬入品と見るよりも模倣品と見る方が妥当なものもある。また，D類の器台の柱部

に凹線を施すタイプは，宮崎県下において宮崎市樟遺跡（文献⑨）や宮崎市下郷遺跡（文献⑲）などで

確認されており，瀬戸内地方でも旧国の備前や讃岐といった備讃瀬戸地方に類例が求められる。

タタキ技法は前項出土土器の嚢の項で述べたとおり，本遺跡分類の聾Ⅲ類のほとんどの器面調整に見

られ，嚢に限らず壷の器面調整にもタタキを施している例（469・710・741・912・924）が確認される。

聾Ⅲ類は，本遺跡出土の賓の中でも比較的後出の型式と考えられ，量的にも多く，主流の一型式と言っ

ても過言ではない。器形の違いなどから畿内からの直接的な搬入品とは考えられないが，畿内的な技法

の伝播が行われ，それが本遺跡をはじめとする該期遺跡で連綿と続く在地的な土器型式の器面調整に採

用されることによって成立したと考えられる。これは宮崎平野部において「畿内系土器が在地に対する

浸透・拡大指向をもっている（文献⑧）」ことを示す一例となるのではなかろうか。

（3）絵画文Ⅰ記号文土器

下那珂遺跡が弥生時代の遺跡として周知された理由の一つとして，『飛鳥（もしくは抽象化した竜）』

線刻の壷の存在が挙げられる（文献⑪）。さらに，後の工事時において水生昆虫と考えられる線刻画が

描かれた壷形土器が発見されている（文献⑫）。今回の調査では，これら2例のような完形に近い土器

に描かれた明確な絵画文は確認されなかったが，線刻が描かれた土器片が数多く出土した。

SA43出土の365は壷の肩片であるが，上方に向けて2本の線刻が確認される。SA21出土の375は壷

の肩部に「O」のような記号状の線刻が施されている。F区包含層出土の1101は，壷の胴部片だと考え

られ，斜方向のパケ目の上から「×」のような記号状の線刻が施されている。B区包含層出土の752は

鉢の底部であり，脚台状の底部全周に線刻の幾何学文を施している。SA18出土の1170は壷の胴部であ

るが，斜方向の工具ナデの上から線刻を施している。複雑に入り組んだ形状であり，記号文ではないと

考えられるが，何を意図しているのか不明である。SA2出土の433は壷の胴部と考えられ，2連の鰭

状線刻が確認される。この鰭状線刻は，前例のように鳥の翼や鶏冠などの一部とも考えられるが，崩れ

た竜の鰭状の突起とも考えられる。また，図化は行っていないが，A区包含層から壷の胴部片に描かれ

た絵画文がある（写真図版43－③）。これは細片状態で出土したものを接合したものであって，接合面

が摩耗しており全体の把握が困難であるが，器面一面に細線による絵画的な線刻が確認できる。絵画の

モチーフはわからないが，髭状のものが確認され，竜を描いたものだと推察される。

絵画文・記号文は弥生時代後期に主に西日本で盛行し終末期になると消滅するものと考えられている。

記号文・絵画文は宮崎県下において，宮崎平野部を中心に多くの遺跡で確認されている（文献⑧・⑪）。

また，佐原真氏（文献⑬）や春成秀爾氏（文献⑭）は，具象的な絵画文から抽象的な記号文への変遷を
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想定している。今回の調査では絵画文と記号文の両方が確認された。下那珂遺跡が営まれた弥生時代後

期から終末期は，まさに絵画から記号へと移行，そして消滅していく時代であり，今後研究をすすめる

上で貴重な資料となりそうである。

3．出土石器について

（1）石器組成

下那珂遺跡で出土した石器は出来る限りピックアップして図化に努めた。問題は，包含層出土のもの

が多く，旧石器時代や縄文時代に帰属する遺物と弥生時代に帰属する遺物が混同していることである。

出土した石器のうち，弥生時代石器の可能性があるものは，他時代の可能性があるものや破片も含めて，

合計368点であり，内訳は磨製石嫉60点・石庖丁149点・砥石87点・削器6点・蛤形剥片石器31点・礫器

4点・磨製石斧5点・打製石斧12点・敲石8点・凹石3点・磨石2点・石皿1点である。

これを機能別に分類すると，①武器・狩猟具（磨製石錬），②植物収穫具（石庖丁・蛤形剥片石器），

③工具（砥石），④調理具（敲石・凹石・磨石・石皿上

⑤土木加工具（磨製石斧・打製石斧），⑥その他（礫器

・削器）に大きく分けることができる。この機能別分

類を百分率で示すと，①狩猟具・武器（16％），②植物

収穫具（49％），③工具（24％），④調理具（4％），

⑤土木加工具（4％），⑥その他（3％）となる（右図）。

本遺跡で突出しているのは石庖丁を中心とする植物性収

穫具であり，全体の約半分を占める。植物性食物にある

図狩猟具・武器

国植物収穫具
ロ工具

口調埋具

■土木加工具

田その他

下那珂遺跡の石器組成図

程度依存していた集団であることは理解できるが，比して他の生活に不可欠な道具類が若干少ないこと

には疑問が残る。

（2）石庖丁

本遺跡において，注目すべき遺物のひとつに149点出土（破片も含む）の石庖丁が挙げられる。今現

在，宮崎県下において一遺跡出土数としては群を抜く量の多さである。

本遺跡出土の石庖丁は，打製（本遺跡分類の第Ⅴ類）の8点を除き，全体の約95％の141点が磨製ま

たは刃部磨製である。大きく分類して，紐掛け用だと考えられる穿孔を2箇所にあける本遺跡分類のI

類「穿孔型」と，穿孔をもたずに紐掛け用の両端挟りを短軸にもつ本遺跡分類のⅡ類「挟大型」に分け

られる。両タイプの割合は，形態のわかる138例中，「穿孔型」が24例（約17％），「挟大型」が114例

（約83％）である。「打製」「磨製」の調整方法と「穿孔型」「挟大型」の平面形態を併せて考えると，106

例，全体の約77％と圧倒的に「磨製挟大型」が多く，本遺跡出土石庖丁の特徴と言える。「磨製挟大型

（本遺跡分類のⅡ類）」は，宮崎県下において多く出土例があり，都農町新別府下原遺跡（文献⑮）・川

南町上ノ原遺跡（文献⑯）・高鍋町大戸ノロ第2遺跡（文献⑥）・高鍋町牛牧遺跡（文献⑰）・宮崎市

下郷遺跡（文献⑩）・宮崎市熊野原遺跡C地区（文献⑬）など，宮崎平野部周辺の弥生時代後期から終

末期にかけての遺跡で多く確認されている。

「挟大型」石庖丁は，弥生時代を通して全国的に信州地方・瀬戸内地方，そして宮崎平野部周辺で確
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認されている。宮崎平野部周辺は，この特徴的な分布域を形成する一翼を担っており，本遺跡もまたそ

の一端を担っている。宮崎平野部周辺に「挟大型」が多く確認される理由としては，凹線文土器や矢羽

根透かしをもつ高杯などの土器の流入と同じく瀬戸内地方からの流入が考えられている（文献⑲）。瀬

戸内地方では，弥生時代前期から後期にかけて，主石材がサヌカイト製の打製タイプが主流である。本

遺跡出土の石庖丁は，弥生時代後期から終末期にかけて，主石材が頁岩での挟りをもつ磨製タイプが主

流である。瀬戸内と比べて，挟りをもつという点では共通しているものの，時期の違い・磨製と打製の

違い・石材の違いなど，多くの相違点が挙げられる。こうした相違点が顕れる理由としては，池畑耕一

氏が指摘（文献⑲）するように，瀬戸内から流入した石庖丁型式が，宮崎という遠隔地において流布す

る間に独自の形態へと変化していったため，もしくは流入した時点で変化していたためだと考えられる。

現に下那珂遺跡で石庖丁を用いられていたと考えられる弥生時代後期から終末期は，瀬戸内の石庖丁が

廃れつつある時期である。更に，磨製に適している石材（頁岩）を打製に適した形態（挟大型）を用い

ることは，本来の型式を失いっつある証拠であろう。

石庖丁の用途は，一般的に収穫具とされている。多数の竪穴住居と多量の石庖丁が出土したというこ

とは，ある程度の規模をもった農業生産活動が営まれていたことが想定される。その農業生産活動場所

がどこであったかという問題が出てくる。下那珂遺跡は竪穴住居跡群の中央部が削平され空白地帯となっ

ており可能性もあるが，丘陵頂部のために生産場所として考えにくい。やはり，南方に開ける石崎川周

辺の平野部に生産場所を求めるのが妥当であろう。他地域に見られる高地性集落のように，平野部の生

産区域と丘陵部の居住区域の住み分けが行われていた可能性が考えられる。

（3）砥石

砥石は破片も含めて87点出土した。本遺跡では大きくI類：定形砥石・Ⅱ類：不定形砥石・Ⅲ類：自然

磯砥石と3類に分類した。

注目すべきはI類「定形砥石」の存在である。完形は少なく不明な点が多いが，定形化されたものは

いくつかのパターンがあり，①長さ10～15cm・幅と厚さ1～2cmの「柱状砥石」（本遺跡分類IA類）。

②長さ5～15cm・幅3～4cm・厚さ1cm前後の「板状砥石」（本遺跡分類I B類）などがある。どちら

も平面形態は似ているが厚さが異なる。さらに砥面形態は，柱状砥石が平面状か凹面状，板状砥石が平

面状になっている。研磨痕はいずれも光沢状のC種研磨痕と擦傷状のb種研磨痕が主流である。砥面形

態と研磨痕を併せて考えると，砥石を固定し，加工対象物を主に往復運動することによって作業をして

いたと推察される。砥面形態が異なるのは，研磨作業の頻度が大きく左右するものではあるが，研磨作

業工程の相違もあると考えられる。平面状砥面は，主に平滑面を製作する工程，例えば石庖丁や磨製石

鉢の表裏面を製作する工程に用いられていた可能性がある。それに対して，凹面状砥面は，主に先端部

を製作する工程，例えば石庖丁や磨製石鉄の刃部を製作する工程に用いられていた可能性がある。ただ

し，砥石形態と砥面形態が必ずしも一致しないように，厳密に使い分けていたというわけでなく，使い

勝手が傾向として顕れたにすぎないものと考えられる。

また，小型の板状砥石（194・197・202・203・205など）や不定形砥石（本遺跡分類のⅡ類：222・227・

228・231・235など），棒礫状砥石（本遺跡分類のⅢA類：241・247・251・252・254・255など）の砥面

には凸面状のものがある。おそらくこれは，砥石を固定して加工対象物を往復運動していたのではなく，
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加工対象物を固定し，砥石を往復運動することによって作業していたと考えられる。

砥石が石庖丁や磨製石嫉などと同じく定形化されているということは，作業上偶発的に使用されるの

ではなく，生活の一部に砥石が存在する必然性があることを示す。生活の一部とは，加工対象物の製作

場面なのか，加工対象物の研ぎ直しなどのメンテナンス的行為の場面なのか，はたまた別の場面に必要

なのかは不明である。半ば必要不可欠な流通製品として成立していた可能性もある。利用する際に便利

な形状への追求の結果が定形化に繋がった可能性もある。

弥生時代，砥石は鉄器や石器を研ぐ道具であったと推定されている。砥面形態や研磨面などから，本

遺跡では磨製石器が加工対象物の一つであると捉えている。実際，竪穴住居跡に磨製石器と砥石がセッ

トで伴う遺跡がいくつかあり，下那珂遺跡ではSA2・21・22・28・93・95・104・114・116の9軒の

出土例がある。そのうちSA116の1軒だけが磨製石鉱との共伴であり，残り8軒は石庖丁との共伴で

ある。宮崎県下に目を広げると，東郷町樋田遺跡SAlO（磨製石鉄）（文献⑳）・都農町新別府下原遺

跡SAl（磨製石庖丁）（文献⑮）・川南町中ノ迫A遺跡SAl（磨製石庖丁）（文献⑳）・高鍋町牛牧

遺跡SAl（磨製石庖丁・磨製石斧）（文献⑰）・新富町八幡上遺跡SA2（磨製石鉱・磨製石斧）（文

献⑤）・都城市丸谷第1遺跡SAl（磨製石庖丁）（文献⑳）など多くの遺跡内遺構で砥石と石器製品

との共伴例が確認されている。

磨製石器と砥石の関係を裏付けるような調査例がある一方，明確な線状痕（本遺跡分類：a種研磨痕）

が認められる砥石（176・179・194・206・207・208・212など）の存在がある。このa種研磨痕は，石

同士の研磨ではおよそ付着するとは考えにくく，砥石よりも硬度が高く鋭利なものを研磨対象とした結

果付着したものだと考えられる。そうした対象物は当時の遣物の中では鉄器が挙げられる。本遺跡では

5点の鉄鉱と1点の刀子が出土しており，鉄器が対象であったことは大いに考えられる。

4．出土旭龍文鏡について

（1）年代について

下那珂遺跡出土の銅鏡片は，前漠鏡の一種，旭龍文鏡である。前漠鏡の分類及び編年の研究をおこなっ

ている岡村秀典氏によれば（文献⑳・⑭・⑮），旭龍文鏡は細線動物文鏡の1種であり，漠鏡4期（前

漠末～王茶代・紀元前1世紀後菓～1世紀初頭）に比定される。旭龍文鏡は，中国大陸・朝鮮半島・日

本列島から幅広く出土する。日本列島では，東は石川県・千葉県から西は宮崎県まで弥生時代後期～古

墳時代の幅広い時代の30例近くの遺跡で確認されている。

鏡を副葬していた96号竪穴住居跡し芦A96）の遺構年代は，土器の観点から弥生時代後期後半～終末

期頃に比定され，出土した銅鏡と200年近くの年代差が生じることとなる。こうした年代差は，弥生時

代後期頃～古墳時代出土漠鏡と出土した遺構との間によくみられる現象であり，鏡の「伝世」と「踏み

返し」の2つの可能性を示唆する。しかし，弥生時代終末期，大分県石井入口遺跡82号竪穴住居跡内か

ら廃棄された状態で出土した小型イ方製鏡と前1世紀の慶尚北道漁隠洞遺跡で確認された小型イ方製鏡が約

200年の年代差をもって「同箔」関係にあることが確認された例がある（文献⑳・⑳・⑰）。共伴する遣

物の所属年代に差がある2つの銅鏡が「同型」ではなく「同箔」関係にあるということは，銅鏡の伝世

が行われていた可能性を強く示唆するものである。本遺跡出土鏡は，一概に「伝世」か「踏み返し」の

どちらは断定できないが，石井入口遺跡の例などから考えると，伝世晶である可能性が高い。
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（2）破鏡の可能性について

下那珂遺跡出土の旭龍文鏡は，完形の1／3程度の破片で出土した。遣物記述項（p119）でも記したが，

明確な研磨痕跡や穿孔は確認できないが，割面と表面の櫛歯文箇所に若干の磨滅が確認でき，「破鏡」

の類と考えられる。「破鏡」は弥生後期後半～古墳時代初期頃，主として前漠鏡～後漠鏡の舶載鏡を故

意に分割することによってより多くの従属首長層に分配する行為である。出土地域は，北部九州を取り

巻く周辺の九州地方で多く散見できるが，神奈川・長野・石川まで及ぶ広い範囲に分布している。出土

数は，藤丸詔八郎氏の集成（文献⑳）によれば1991年当時146例確認されており，現在もう少し多いと

みられる。宮崎県域の確認例は，新富町銀代ヶ迫遺跡の9号竪穴住居跡（弥生時代後期・文献⑤）・高

千穂町神殿遺跡A地区の10号竪穴住居跡（弥生時代終末期・文献⑳）出土，そして今回の下那珂遺跡の

96号竪穴住居跡（弥生時代後期～終末期）と少ない。出土状況は，弥生時代後期頃の墓から副葬品とし

て出土する北部九州地域，弥生時代後期～終末期頃の竪穴住居跡から廃棄された伝世宝器として出土す

る北部九州以外地域の2つに大別できる。下那珂遺跡の例は，後者であり，竪穴住居跡に廃棄された形

で出土した。前項で述べた時期の問題と併せて考えると，伝世した破鏡の一種と考えられる。

5．集落として下那珂遺跡の位置付け

下那珂遺跡において展開された集落は，何度も述べているが弥生時代後期～終末期の遺跡である。今

回の発掘調査区域内では環濠らしき痕跡は確認できなかったが，近辺でⅤ字溝が確認されたという記述

もある（文献⑳）ことから，外環濠をもつ環濠集落の可能性もある。さらに遺跡は，海岸線を遠くにの

ぞむ，周辺との比高差約35～40mの丘陵上に立地し，定義の問題もあるが高地性集落の様相をもつ。

こうした集落は，一般的に石器の衰退及び鉄器流通をめぐる社会的緊張を反映させた時代の集落再編

を示唆するものと考えられている。本遺跡で確認された集落立地・階段状の集落構造・挟大型石庖丁・

絵画文土器・凹線文系土器・タタキ技法をもつ土器・破鏡などは，直接的であれ，間接的であれ，畿内・

瀬戸内地方及び北部九州との関連を強く想起させるものである。一方で，集落の盛期と多量の石器を伴

う時期が重なるという特有の遺跡構造をも有している。

これらのことを踏まえて総合的に考えると，下那珂遺跡は，畿内・瀬戸内や北部九州を円心とする円

の外周にあるという地理的要因もあり，一部の型式やモノそのものの伝播や模倣はあったものの，それ

ら他地域と若干様相が異なる独自の集落を展開していったと考えられる。しかし，下郷遺跡（宮崎市：

文献⑲）や石ノ迫第2遺跡（宮崎市：文献⑪），塚原遺跡（宮崎市：文献⑫）のように周辺の丘陵上で

環濠をもつ遺跡が複数例確認されたことなどから単なる伝播や模倣だけだとも考えにくい。程度の差こ

そあれ，列島弧における社会的緊張や集団再編といった波に連動した社会的変質が宮崎平野部において

もあったことが考えられ，下那珂遺跡もそうした影響下に成立し，展開していった遺跡であるといえよ

う。
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下那珂遺跡全景（A～C地区：一次調査分）
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